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　とある世界の神々が暮らす神界。

　その最さい果はての神殿で邪神が頭を抱えていた。

「創造神が異世界人を勇者として連れてきて、俺が育てた魔王を倒すのがウザい」

　そう呟く邪神から、重苦しい負のオーラが溢れ出す。

「転移や転生でこちらの世界にきた異世界人たちは皆、勇者や賢者、聖騎士といった特殊な職になって、邪神様が用意した悪魔や魔王をいとも簡単に倒してしまいますからね」

　邪神のそばに控える少女が応えた。彼女は神々に仕える式神のうちの一体だ。

　邪神は、創造神が治める世界に恐怖や絶望といった負のエネルギーが溜まるとそれを回収し、自らの糧かてとしていた。

「もう俺が勇者を殺やろうと、何度考えたことか」

「神々が直接ヒトに手を出すのは創造神様がキツく禁じていますから、邪神様でもそれをやったらさすがにヤバいと思いますよ」

「そうなんだよな……しかし今回は、魔王が倒されるまでの期間がさすがに短すぎないか？」

「ええ、過去最短です。そのせいで得られた負のエネルギーが少なすぎて、魔王を準備するのにかかったエネルギーと差し引くと、マイナスになっています」

「……マジで？」

「マジです」

　式神の回答で、邪神は再び頭を抱えた。

「それなら、邪神様が創造神様より先に勇者を転生させてしまうのはどうでしょうか？」

「……そんなことできるのか？」

「無条件で勇者を転生や転移させられるのは創造神様だけですが、一定の条件下であれば邪神様も異世界の者をこちらに勇者として連れてくることができるはずです」

「ほう、しかし俺が勇者を転生させるメリットは？」

「こちらの世界に転生させる時に、その者の魂に呪いをかければ良いのですよ。勇者として活躍できなくなるような呪いを」

「なるほど。使えない勇者をわざと作るわけだな」

「えぇ、その通りです。勇者を転移や転生で連れてくるには、この神界からかなりの神性エネルギーを使います。無駄な転生でそのエネルギーを使ってしまえば、創造神様への妨害になります」

「それはいい！　あの創造神ジジイにやられてばかりでは腹が立つからな。やってしまおう。準備を頼めるか？」

「畏まりました」

　その後、邪神は異世界の青年の運命に干渉して彼の命を奪い、この世界に彼を転生させることとなる。







[image: ]







　重苦しい、気分が悪くなるような黒いオーラが蔓延する神殿に、西さい条じょう遥はる人とはいた。

　彼の前には邪神を名乗る男と、その男に付き従う少女が立っている。

「つまり、俺は貴方に殺されて、貴方たちが治める世界に転生させられる──そういうことですか？」

「そうだ」

　いつの間にかこの神殿にいた遥人は、初めは取り乱したものの、邪神から話を聞くうちに自分の置かれた状況をなんとか把握しつつあった。

　邪神が遥人の運命に干渉し、彼の命を奪ったのだという。

　自分を殺した相手とは言え、この空間における邪神の存在感が強すぎて、遥人は自然と敬語になっていた。

「俺を殺す意味あったんですか？　神様なら殺さずに連れてくるとかできなかったんですか？」

　遥人は学校からの帰り道、居眠り運転の車に轢かれて死んだ。死んだ瞬間にこちらの世界に転送されたらしく、痛みはほとんど感じなかった。しかし、車が高速で自分に向かってくる恐怖は今でも鮮明に覚えている。

「貴様をこちらの世界に連れてくるのに、死に際の恐怖や絶望という負のエネルギーを利用する必要があったのだ」

　本来、異世界から人間を転移、転生させられる力を持つのは創造神だけだ。しかし邪神は、神界のエネルギーと、こちらの世界に連れてくる人間が発する負のエネルギーをきっかけにすることで、異世界人を転生させることができた。

「ほんとに俺、死んだのか……」

　現在、遥人の身体は透けていた。霊体のようなものになっているらしい。

　転移の場合、肉体ごとこちらの世界に連れてこられるが、転生の場合は肉体が元の世界に置き去りにされ、魂のみがこちらの世界に連れてこられる。その後、神がこちらの世界に用意した肉体に転生者の魂が入ることで転生が完了する。

　半透明の身体を見て、遥人は死を実感していた。

　ただ、絶望はしていなかった。

　邪神は遥人を転生させると言っており、これから第二の人生を送ることができるのだ。元の世界での人生に不満があったわけでも、夢が無かったわけでもないが転生というものには憧れていた。

「あの……転生させていただけるなら、何かスキルとかを貰えるんですよね？」

　遥人は元の世界で、異世界転生もののネット小説を読んでいた。だから、この後の展開に期待していた。

　そう、神から貰えるチート級の能力だ。

　──魔物を圧倒できる腕力。

　──極大魔法を使用しても尽きない魔力。

　──いくら攻撃されてもビクともしない防御力。

　──一撃必殺の剣を作れる鍛冶スキル。

　どれも心躍る能力だ。遥人にはそれらの能力を使って、やりたいこともあった。

　──ひとりで大軍に立ち向かい、絶望的な戦況をひっくり返したり。

　──普段は力を隠しておいて、いざと言う時『やれやれ』と言いながら強敵を圧倒したり。

　──美少女のピンチを救ってその子と、いい感じになったりしたい！

　そんな遥人の望みに応えるように、邪神が口を開いた。

「あぁ、貴様には俺から渡すものがある」

「きたぁ！　スキルですか!?　特殊能力ですか!?　それともチート的なステータス？　まぁ、どんな能力でも活かしてみせますけどね」

　どんなに使えないと思われたクソスキルでも、使いようによってはその世界で無双できるはずだ。なぜなら生前読んでいたネット小説では、異世界に転生した主人公は必ず、転生先の世界において色んな方法で無双していたのだから。

　そして遥人は異世界に転生させられた。

　つまり、この世界の主人公は自分である──そう思っていた。

　しかし、遥人は忘れていた。

　彼を転生させたのは、彼がよく読んでいたネット小説にあったような創造神や女神などではなく、邪神であったことを。

　無邪気にテンションをあげる遥人を見ながら、邪神が口を開いた。邪神の口元は笑っていた。だが、その眼には、邪悪なものが潜んでいた。

「貴様に渡すもの、それは呪いだ」

「……はい？」

　邪神が何を言っているのか分からず、遥人の思考が停止する。

「俺たちの世界で、貴様に活躍してもらっては困るのだ。だから貴様には『ステータス固定』の呪いをかけさせてもらう」

「な、なんで呪い!?　それにステータス固定ってどういう意味だよ!?」

「そのままの意味だ。貴様はいくら魔物を倒そうと、永遠にレベル１から成長することはない」

「はぁぁ!?　ふ、ふざけんな!!　なんでそんな──」

　遥人が邪神に詰め寄ろうとするが、邪神に近づけば近づくほど、遥人の動きが遅くなる。思考は普通にできるのに、身体だけが思うように動かない。

「ここは神の領域だ。貴様程度では、俺に近付くことすら不可能だろう。さて、そろそろ貴様には転生してもらおうか。せいぜい楽しむがいい」

「お、おい待て！」

　邪神が遥人に指先を向けると、遥人の身体がサラサラと崩れ始めた。

「せめてもう少し説明し──」

　言葉半ばで、遥人は邪神によって転生させられた。転生させる際に、邪神は遥人の魂に呪いをかける。

　それは、一度かけたら邪神ですら解除できないという制約を付け、さらに大量の神性エネルギーと邪神の力の大半を注ぎ込むことで、創造神からの干渉すら拒絶する超強力な呪いだった。




「これで、しばらくは安定して力を得られそうですね」

　邪神と遥人のやり取りを黙って見ていた式神が邪神へと話しかける。

「あぁ、アイツの転生と呪いで、この神界のエネルギーをかなり消費してやったぞ。できることなら奴の職業も下級職にしてやりたかったが、創造神ジジイの作った神界ルールのせいで勝手に『三次職』になってしまった」

「三次職とは言えステータスを固定されていれば、魔王を倒せるほどに強くなれるはずはありませんし、低レベルの魔物にも負けるかも知れません。もう我々が、彼を気にかける必要などないでしょう」

「それもそうだな」

　邪神は神殿の椅子に崩れるように座り込んだ。その顔には疲労の色が濃く現れていた。

「俺は、かなり力を使ってしまった……暫しばらく休む。後のことは、頼んだぞ」

「はい、畏まりました」

　邪神は椅子に座ったまま、眠りにつこうとしていた。

「あっ、邪神様！」

「なんだ？　もう、限界だ。寝させてくれ」

　あと数瞬あれば、邪神は深い眠りについていただろう。それを引き留めるように、式神が声をあげる。

「あの者の転生先を決めていませんでした！」

「……何？」

「このままですと、あの異世界人の魂がこの神界に漂います。そうなれば、勝手に異世界人を転生させたことが創造神様にもバレてしまいます」

「だったら、その辺の奴隷にでも転生させておけばいいだろう」

「式神の私じゃダメです。神である邪神様が、彼の転生先を決める必要があるのです！」

「くそっ……わかった。じゃあ候補を持ってこい」

「はーい！」

　そう言って式神が、円状のボードと手投げの矢を持ってきた。

「おい、これはなんだ？」

「ダーツという異世界の遊戯です。この矢を、私が持っている的に向かって投げてください」

　式神が手投げの矢──ダートを邪神に手渡す。

　そして、邪神のもとから歩いて少し離れると頭上に的を構えた。

「では、どうぞ！　私に当てないでくださいね！」

　遥人の転生と呪いにかなりの力を注ぎ込んだ邪神は、今すぐにでも眠りにつきたかった。そのため式神が持つ的に書いてある文字を、ほとんど読まずにダートを投げた。

　神というのは基本的に万能だ。的に向かって矢を投げるという行為も、たとえ適当にやったとしても必ず狙った所にいく。

　邪神は何も考えずに、的の中央を狙った。

　神である邪神が投げたダートは、彼の狙い通り的の真ん中に突き刺さった。

「おぉ！　邪神様、おめでとうございます！　一発で決まりました──って、あっ……」

　邪神はダートを投げた直後、意識を失った。眠りについたのだ。

　別にそれはいい。放っておいても、邪神はそのうち目覚めるのだから。

　問題は遥人の転生先だった。

　式神が持つ的の大部分、およそ九割が『奴隷』だった。残り一割弱が『平民』で、これは的の中心付近にわずかばかり分布していた。そして的の中心──米粒のように小さな領域に『貴族』という転生先候補が記されていた。

　邪神が投げたダートは、ものの見事に、その米粒大の領域に突き刺さっていたのだ。

　的もダートも式神が邪神の力の一部を借りて創り出したものであり、的にダートが刺さった時点で遥人の転生先が決定していた。刺し直しても意味がない。

「やば……」

　式神の額に冷や汗が滲む。恐る恐る邪神を見た。邪神はダートを投げ終わった体勢のまま、眠っていた。

「き、決めたのは邪神様ですからね!?　それにステータスを固定されているのですから、彼が活躍するなんてことはないはず。うん……絶対に、大丈夫！」

　自分を正当化するように、眠る邪神にそう話しかけた式神は、急いで的とダートを処分した。

　こうして、遥人が貴族の家に転生することが決まったのだ。さらに──

　己すら解除できない呪いを遥人にかけたこと。

　遥人の職業がたまたま『賢者』になったこと。

　さらに邪神が呪いをかける際にミスをしていたこと。




　これらが遥人にとって奇跡的な幸運となり、邪神を窮地に追い込む原因となるのだが──

　邪神がそれに気付くのはもう少し先のことであった。
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　気づくと横たわっていた。

　何だか身体が重い。

　周りは暗く、何も見えない。

　自分の身体の周りを、何か柔らかいものが包み込んでいるのがわかる。

　手を動かしてみる。

　──動いた。

　でもなぜか動かせる範囲が狭い。

　その後も身体を動かそうとするが、思うように動かない。

　あまりに動けないので、状況を整理してみることにした。

　俺は西条遥人。十七歳だった。生前の自分のことはわかる。邪神のことも覚えている。結局、アイツが俺を転生させた理由すら聞き出せなかった。

　ほんとに転生しているんだろうか？　さらに、呪いをかけられたらしいが……。確認する手段がない。

　しかし、なんで俺に呪いをかけたんだ？

　わざわざ転生させて、呪いをかける意味があるのか？

　ステータスが固定されていれば、レベル上げをしまくって魔物相手に無双とかはできない。レベル１のままでは、スライムやゴブリンなどの雑魚にも負けるかもしれない。でも、俺には元の世界での知識があるから、いわゆる知識チートでこっちの世界でも何らかの方法で一般人よりは有利になるはず。……なるよな？

　ネット小説では、スキルが弱くても知識チートでマヨネーズとか作って大金を稼ぎ、ハーレムを作り上げた主人公がいた。きっと俺も、そうなれるはず！

　やはりまずは自分の状況を確認したい。動かしにくいが身体は動くのだ。思いっきり手を前に伸ばしてみた。

「あんっ」

　──!?

　凄くやわらかいものが手に当たった。同時に色気のある女の声が頭の上の方から聞こえた。

　えっ？　な、何これ!?

　俺を包み込んでいるものがモゾモゾ動いたかと思うと、急に周りが明るくなった。暗闇で目を開けていたせいで、眩しくて前が見えない。上半身を押さえていたものがなくなって自由になった手を目の前の光にかざす。俺の前に誰かがいるのが、ぼんやりと見えてきた。

「申し訳ありません、ハルト様。苦しかったですか？」

　黒髪ショートヘアの美女が、俺の顔を心配そうに覗き込んでいた。幼さの残るその顔とは不釣り合いなほど、たわわに実った胸を俺の前に突き出す体勢が非常にエロい。

　彼女はティナ。俺の専属メイドだ。

　ティナはハーフエルフという種族で、尖った耳がショートヘアから少し見えていた。まるで何年も前から彼女を知っていたかのように、彼女のことがわかる。
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　──いや、俺は彼女を知っている。

　何せ俺がこの世界に生まれて五年、ずっと世話をしてくれているメイドなのだから。

　記憶が戻ってきた。戻ってきたというのもおかしいかもしれない。今の俺には、この世界で生きてきた記憶がある。おそらく俺はついさっき、このハルトという五歳児の肉体に転生したのだ。

　元々この肉体にあったハルトの魂と、遥人の魂が混ざり合い、今の俺になった。西条遥人として異世界で暮らしていたことも、神界での邪神との会話も夢のように感じる。

　しかし俺は、元の世界の知識をしっかりと覚えていた。

　ハルト＝ヴィ＝シルバレイ

　それが俺の、今の名前だ。

　シルバレイ家は俺が住む国『グレンデール王国』の伯爵家だ。俺はその伯爵家の三男で、二日前に誕生日を迎え、五歳になった。

　ティナは俺の世話係だ。寂しがりな俺のために、毎日一緒に寝てくれていた。手を全力で伸ばしたせいで、ティナの胸を押して彼女を起こしてしまったようだ。

「……ごめん。少し、嫌な夢を見てた気がする」

「そうですか。では、こうしたら落ち着きます？」

　ティナに正面から抱きつかれた。やさしい匂いに包まれる。

「私はいつも、ハルト様のそばにいますからね」

「う、うん」

　すごく落ち着く。

　ティナにあやされて、五歳の俺は瞬く間に眠りについた。




　──＊＊＊──




　翌朝、ティナに用意してもらった朝食を食べ終えた俺は、屋敷の中庭にいた。ティナは朝食の片付けをしている。

　俺はまず、邪神の言っていた呪いについて確認することにした。

「ステータスオープン」

　そう唱えて手を前に突き出すと、半透明のボードが浮かび上がった。この世界の人間は誰もがステータスボードで自分の状態を確認できる。ティナに教えてもらった記憶があり、俺はステータスボードの出し方を知っていた。まずは自分のステータスボードの内容を見てみよう。




　名前：ハルト＝ヴィ＝シルバレイ

　種族：人族

　加護：なし〘固定〙

　職業：賢者（レベル１）〘固定〙

　体力：30／30〘固定〙

　魔力：10／10〘固定〙

　物理攻撃力：10〘固定〙

　魔法攻撃力：10〘固定〙

　防御力：10〘固定〙

　素早さ：10〘固定〙

　器用さ：10〘固定〙

　技能スキル：なし〘固定〙

　状態：呪い（ステータス固定）〘固定〙




　──こんな感じだった。

「……マジか」

　本当に呪いがかかっていた。邪神が言っていた通り『ステータス固定』という呪いだ。さらに、この呪い自体にも〘固定〙がかかっている。

　種族は固定されてないので、人間以外になることはできるようだ。いや、人間辞めて何になるってんだよ!?　そもそも種族って変えられるもんなのか？

　加護も『なし』で固定されているため、邪神以外の神様から加護を貰うことも難しそうだ。

　この世界では職業のレベルが上がると、ステータスが上昇する。そのレベルの上限は３００だ。そして職業には一次職、二次職、三次職と、それぞれの見習い職が存在し、ある一定のレベルに達するとひとつ上の職業に『転職』ができる。

　通常、レベル１であれば近距離物理攻撃系の『戦士見習い』か、遠距離物理攻撃系の『弓使い見習い』、攻撃魔法系の『魔法使い見習い』、補助魔法系の『白魔法使い見習い』という一次職見習いのどれかになるのだが──俺はレベル１でありながら、三次職である賢者になっていた。

　この世界には『転生者特典』というものがあると、昔ティナから聞いた記憶があった。異世界から転移や転生してくると、その転生した時点で三次職になれるのだ。おそらく俺はそれで、賢者になれたのだ。

　ちなみに、ここグレンデールにおいて最強と言われている騎士団長がレベル１３０だ。

　レベル１３０とは単独でオークキングやオーガといったＡランクの魔物を討伐できる強さで、この世界ではかなりの強者の部類に入る。その騎士団長でさえ、『剣闘士見習い』という三次職の見習いだ。

　つまり、三次職ってすごいのだ。賢者の俺って、すごい存在なのだ。

　本来のステータスであれば──

　だけど、俺は転生者特典で三次職になれたとしても意味がない。なぜなら、レベルを上げられないのだから。

　レベルだけではなく体力や魔力、攻撃力、防御力すらも固定されている。職業が賢者だといっても、魔力量が10しかないので魔法をたくさん放つことができないし、使えるとしても下級魔法しか使えない。また、魔法攻撃力が低いので、魔法一発の威力も低いはずだ。

　この世界で強くなるのは絶望的だった。転生させた理由すら説明せずに、こんな呪いをかけた邪神に殺意が湧いてくる。




　絶望すべきことが、もうひとつ判明していた。

　この世界にはマヨネーズがあるらしい。

　ティナが作ってくれた朝食のサラダにマヨネーズが使われていた。この世界には異世界──つまり俺が元いた世界からやってきた勇者たちが伝えたモノや知識が数多く存在するのだという。

　俺が生まれる百年ほど前に、世界中を恐怖に陥れた魔王がいた。それを倒したのが異世界からきた五人の勇者たちだ。彼らのひとりがマヨネーズをこの世界に伝えた。そして彼はマヨネーズ以外にも、彼が持つ不思議な能力でこちらの世界に無かったさまざまなものを次々と創り出し、この世界の生活を豊かにしてくれたのだ。

　この事実を知った時、知識チートで財を成すという俺の将来設計が音を立てて崩れ去った。




　──＊＊＊──




　誕生日を迎えてから五日後──つまり、ハルトに転生してから三日後、俺は屋敷に併設された訓練所に来ていた。シルバレイ家では、子供が五歳になると魔法や剣術などの訓練を始める。

　俺にはふたりの兄と、ひとりの姉がいる。三人の兄姉たちとは歳が離れていて、一番上の兄はすでに騎士として王国に仕えている。また、姉は魔法学校、二番目の兄は騎士養成所に通っている。

　今日は俺の訓練初日だったのだが、訓練所には俺とティナのふたりしかいない。

　兄たちの時は領地の内外から著名な魔法使いや、騎士を呼んで訓練を行っていたのだが──

「ハルト様、まずは魔法の訓練を始めましょう！」

　いつものメイド服とは違い、動きやすそうな恰好をしたティナが俺の前に立っていた。俺の魔法と剣術の訓練は、どちらもティナが担当してくれることになっていたのだ。

　それが嫌なわけではないんだけど、いつも俺を甘やかしてくれるこの童顔メイドが魔法や剣で戦う様子など想像できず、ちょっと不安があった。そのことを父に相談したのだが、ティナに教わっておけば何も心配することはないと言って取り合ってくれなかった。

　ティナが俺の訓練してくれることに、不満がないと言えば嘘になる。しかし俺は、邪神の呪いのせいでレベルが上がらないから、訓練したところで意味がない。誰の訓練を受けようと結果が変わらないのであれば、慣れ親しんだティナに教えてもらうのが良さそうだと考え始めていた。

　そしてここは、剣と魔法のファンタジーの世界。レベル１のステータスで少ないとはいえ、俺にも確かに魔力があり、魔法が使えるのだ。

　俺は、初めての魔法に心躍らせていた。

「よろしくお願いします！」

「はい、よろしくお願いします」

「ティナ先生に質問があります！」

「せ、先生!?　は、はい、なんでしょう？」

　ふざけてティナのことを先生と呼んでみたら、少し照れている様子だった。嫌がっているわけではないようなので、訓練の間はティナのことを先生と呼ぶことした。

「先生は魔法とか、どれくらい使えるんですか？」

　自分に魔法を教えてくれる先生に、どれくらいの力があるのかはやはり気になる。

「ハルト様に私のステータスボードをお見せしたことはありませんでしたね。はい、どうぞ」

　そう言ってティナが俺にステータスボードを見せてくれた。




　名前：ティナ＝ハリベル

　種族：ハーフエルフ

　加護：勇者の血を引く者

　職業：魔法剣士（レベル２５０）

　技能：メイド（極）




「──は？　れ、レベル２５０!?」

　最強と呼ぶにふさわしいメイドが、少し誇らしげに俺の前に立っていた。この国で最強だと聞いていた騎士団長の倍近いステータスを有していたのだ。

　ステータスボードは、他人にどこまで見せるかを本人の意思で調整できる。ティナは特にレベルを見せたかったようで、魔力や攻撃力などは見せてくれなかった。多分、聞けば教えてくれるけど、実力差に愕然とするだけなので止めておこうと思う。

「いかがです？　私が先生では物足りませんか？」

「そ、そんなことないよ！　ティナって、強かったんだ……」

　ティナのレベルは、兄たちを訓練してくれていた騎士や魔法使いたちより数倍高かった。それどころか王国最強の騎士団長より、１００以上も高い。

　そんな人が先生になってくれるという。文句などあるはずがない。

　俺は、父の言っていた言葉の意味を理解した。確かにティナが俺の先生になってくれるのなら、何も問題はない。レベル２５０の英雄を超える先生など、見つかるはずがないのだから。

「ふふ、私はハルト様の専属メイド兼ボディガードですからね！」

「そ、そうなんだ」

　いや、ボディガードだとしても過剰戦力だ。ティナがその気になれば、おそらくこの国の騎士団を相手取ってひとりで勝ててしまう。

　そのくらい彼女のレベルは高い。

　ちなみにティナの職業である魔法剣士とは、魔法と剣術を極めた者だけがなることのできる三次職だ。この世界のヒトが三次職になるには、まずレベルを１５０まで上げて、さらに『神の試練』というものを達成し、ヒトという枠を超える必要がある。魔物や魔族を倒すと職業のレベルが上がり、それに応じて攻撃力などのステータスが上昇するのだが、レベルが上がれば、さらに強い魔物を倒さないとレベルは上がりにくくなる。

　そういったことを考えると、ティナのレベル２５０というのは、まさしくバケモノ級だ。

「ティナって、勇者の子孫なの？」

「えぇ、私の曽祖父にあたる人が異世界から来た勇者だったようです。勇者様の血統のおかげで、レベルが上がりやすかったのです」

「それでも凄いね」

「ありがとうございます。さぁ、そろそろ訓練を開始しましょうか」

　なんでティナが俺なんかの専属メイドになってくれたのか気になるところだが、待ちに待った魔法の使い方を教えてくれると言うので、その話はまた今度聞くことにしよう。

「ハルト様は職業が魔法使い見習いですので、魔法への適性があります」

　俺が転生する前、ティナにステータスボードを見せたことがあったらしい。だからティナは、俺の職業は魔法使い見習いだと思い込んでいる。

　ティナは俺が呪いにかかっていることと、職業が賢者になっていることを知らない。

　俺はまだ五歳なので、魔物を倒した経験などあるはずもなく、レベル１だった。ハルトの肉体に転生した時に呪いでステータスが固定され、さらに転生者特典で職業が賢者になったことで、賢者でありながらレベル１というステータスになったようだ。

　ティナに呪いのことを説明するのは、やめておいた方がいい気がする。俺が転生した勇者だと思われても困る。レベルが上がらないので、俺は強くなれない──戦えないのだ。

　もしかしたらこれが、邪神が俺を転生させた目的なのだろうか？　賢者でありながらも戦えない俺を見て、邪神は笑っているのかもしれない。

　今後、魔王が現れた時、本当であれば魔王を倒すはずの俺が邪神の呪いのせいで戦えないので、この世界がピンチになるのかもしれない。せめてもう少し、レベルの高い肉体に転生したかったと思ってしまう。

「ハルト様、剣士の適性の方が良かったですか？」

　俺が考え事をしていたせいで、ティナが心配そうに聞いてきた。

「ううん、大丈夫。魔法を使ってみたい！」

　不安はあるが、いろいろ考えるのはやめた。

　今の俺は五歳児なのだ。誰も俺に、魔王を倒せなどとは言わないだろう。であれば今は、この異世界ライフを楽しむべきだと思った。

「分かりました。では、まず私が手本を見せますね」

　そう言うと、ティナは訓練所の奥にある魔法訓練用の的に向かい、腕を上げた。

　ティナの手に、何かオーラの様なものが集まっていくのが分かった。たぶん、これが魔力なのだろう。集まった魔力が手から少し前の空間に移動し、空間に炎が生まれた。

　その炎は次第に細長くなり槍の形状になっていく。

「ファイアランス！」

　ティナが詠唱と同時に手を振ると、炎の槍は的に向かって高速で飛んでいった。

「──っ!?」

　炎の槍が的に当たった瞬間、的が大きく燃え上がる。その熱量が凄まじく、思わず腕で顔を覆った。

　炎が収まると、大きく穴が空き、真っ黒に焼け焦げた魔法訓練用の的がその姿を現した。本来なら中級以上の魔法攻撃にも耐えるはずの的が、見るも無残な様子になっている。

　兄たちの訓練をしていた騎士たちも、姉に魔法を教えていた魔法使いも、この的をここまで破壊することはできなかった。

　ちなみに、ファイアランスは炎系の最下級魔法だ。

「ハルト様にいいところ見せたくって、ちょっと張り切り過ぎちゃいました」

　誤魔化すように笑顔を見せるティナをちょっと可愛いと思ってしまったが、最下級魔法を使っても上級魔法クラスの破壊ができるティナの魔法攻撃力に俺は若干、引いていた。




　──＊＊＊──




　ティナの魔法を見せてもらった後、俺は訓練所でティナの描いた補助魔法陣の上に乗り、魔力操作の練習をしていた。

　普通はまず己の魔力の存在を感じるところからスタートするらしいのだけど、職業が賢者であるからか、俺は初めから魔力を視認できた。自分の魔力も、他人の魔力も、その量や動きをぼんやりと見ることができる。また、賢者という職業は魔力を見ることだけでなく、魔力の操作にも補正がかかるようだ。

「こんな感じ？」

　身体の中心に感じる魔力を、まずは身体全体に薄く行き渡らせる。続いてその魔力を、前に突き出した手に少しずつ移動させていった。

「素晴らしいです、ハルト様。まさかいきなり魔力の移動ができるなんて」

　手に魔力が集まってきた。本来はここから体外に魔力を放出するのだが、俺はそれをしなかった。集中が切れて、集まった魔力が分散していった──ように見えるよう魔力を操作した。あまりに順調にできすぎるとティナに不思議がられるかもしれない。

「ティナの魔法陣のおかげだよ」

　魔法陣のおかげだということにしておいた。魔法陣によって魔力操作が多少やりやすくなっているのは事実だ。でも実際は、魔法陣に乗らなくても魔力操作ができることは分かっていた。

「この魔法陣は少しだけ魔力操作を補助する効果しかありません。魔力を移動させるのが非常にスムーズなのはハルト様の才能だと思われます」

　ティナが嬉しそうにそう言ってくれた。できすぎだとは思われているが、それを才能だと思ってくれているみたいだ。

　そういえば、俺の姉は魔法に関する才能があり、魔法学校に入学する時にはすでに中級魔法を使うことができていた。ティナも当然それを知っているので、俺に関してもいきなり魔力操作ができるくらいでは大して驚かないのかもしれない。優秀な姉に感謝だ。

「ありがと。もう少し練習してみるよ」

「はい。ちなみに体内に拡散した魔力は直ぐに戻りますが、体外に放出するとその分は回復に時間がかかります」

「そうなんだ」

「ハルト様でしたら、次には体外への魔力放出ができてしまいそうですね。魔力放出をした場合は一気に疲労がくる可能性がありますのでご注意ください」

「はーい」

「魔力放出のやり方ですが、先ほどと同じように手に魔力を集めて、さらに手の先にも自分の手が伸びるようなイメージをしてください。そのイメージした手に魔力を集めると魔力放出ができます」

「分かりました、先生」

　どうやら魔力放出をしてもいいらしいので、やってみることにした。

　先ほどと同様、まず全身に魔力を行き渡らせる。そしてその魔力を突き出した右手に集めた。意識を手から手の先へと向けると──魔力が手から伸びて空間に溜まり始めた。

「いい感じです！　可能であれば燃え上がる炎をイメージしてみてください」

「炎を？」

　炎はついさっき見た。

　五メートル近く離れているのに顔が熱くなるほどの熱量を持ったティナの炎魔法を──

　だからイメージするのも容易かった。

「おぉ！」

　手の先に留めておいた魔力が炎に変わる。手のすぐそばにあるのに、まるで熱くない。

　不思議な感じだ。

　ついでに炎をティナがやっていたように槍の形にしてみる。

　それを──

「ファイアランス！」

　ティナを真似て、詠唱しながら新たに用意された的に向かい、炎の槍を投げた。炎の槍は真っ直ぐ飛んで的に当たり、少し的を燃え上がらせた。

　的には小さな焦げ跡がついた程度だったが……。

「ま、まさか最初から完全な形で魔法を発動させられるなんて」

　ティナが驚いた顔で的を見ていた。魔力の性質を炎に変えるところまではできるかもしれないと思っていたが、ファイアランスという魔法を完全に発動させられるとは思っていなかった様子。

　ティナが驚いてくれてちょっと嬉しかった。やはり異世界に来たのなら『えっ、何こいつ、すげぇ！』とかって言われてみたい。しかし俺はステータス固定の呪いのせいで、いくら修行したとしてもこれくらいが限界なのだろう。

「ハルト様、身体は怠だるくなったりしていませんか？」

「いや、そんな感じはしないよ」

「初めて魔法を使う時、魔力を多く流し過ぎてファイアランスなどの下級魔法一発でも魔力切れを起こす人も多いのです」

　ファイアランスという最下級魔法の消費魔力は２だ。なので、魔力が10ある俺はファイアランスを五発までは撃てる計算だが、どうやら消費魔力２で撃てるというのは、ある程度魔力の操作がしっかりできていないとむずかしいらしい。

　確かにファイアランスを使った時、なんとなく身体から力が抜ける気がしたが、怠さを感じるほどではなかった。

　職業『賢者』による補正だろうか？

「まだ撃てそうだけど、練習していい？」

「もちろんです。ですが、無理はしないでくださいね」

「はーい！」




　その後、三発のファイアランスを撃ち、魔法訓練を終えた。

　実はまだ撃てそうだったが、三発目を撃ったあたりからティナがすごく不安そうな表情でしつこく体調のことを聞いてくるので、五発目はやめておいた。




　──＊＊＊──




　翌日、俺はひとりで訓練所に来ていた。ティナは街へ買い物に出かけている。ひとりで訓練すると言ったら、ティナに心配された。

「いいですか？　絶対に無理しないでくださいね。もし少しでも体調が悪くなればこのベルを鳴らしてください」

　そう言って渡されたベルには、見たことない魔法陣が小さく描かれていた。

「鳴らすとどうなるの？」

「私が直ぐに飛んできます」

「……遠くにいても鳴らしたのがわかるってこと？」

「そんな感じです。くれぐれも無理はなさらないでくださいね」

　買い物を済ませたら直ぐに戻ってくると言い残して、ティナは出かけていった。




「さて、どこまでやれるのか実験しますか」

　ティナの目を気にせず、限界までファイアランスを撃ってみようと思っていた。昨日の訓練では四発でやめたが、もっと撃っても大丈夫な気がしたからだ。

　的に向かう。

　魔力を手から放出し、炎へと変える。そして炎を槍の形に変え──

「ファイアランス！」

　炎の槍が飛んでいく。

　手から炎の槍が離れたくらいで次の魔力放出を始める。

「ファイアランス！」

　二発目。

　まだまだ行ける。

「ファイアランス！」

「ファイアランス！」

　二発立て続けに撃ってみた。

　全然問題ない。

「ファイアランス、ファイアランス、ファイアランス、ファイアランス!!」

　おかしい……。

　いくら撃っても全く身体が怠くならない。

　それどころか魔力がスムーズに放出され、魔法を放つ速度がどんどん早くなっていく。三十発ほどファイアランスを放ったところで息が切れたため、いったん魔力放出を止める。最下級魔法なので一発の威力は弱いが、さすがに三十発も当てると的は真っ黒に焦げていた。

　なぜだろう、魔力が減っている気がしない。

　んー、何とか消費魔力を確認できないものか……。

「あっ！」

　ここで俺は閃いた。

「ステータスオープン」




　名前：ハルト＝ヴィ＝シルバレイ

　種族：人族

　加護：なし〘固定〙

　職業：賢者（レベル１）〘固定〙

　体力：30／30〘固定〙

　魔力：10／10〘固定〙

　物理攻撃：10〘固定〙

　魔法攻撃：10〘固定〙

　物理防御：10〘固定〙

　魔法防御：10〘固定〙

　技能：なし〘固定〙

　状態：呪い（ステータス固定）〘固定〙




　ステータスボードを出した状態で、魔法が使えれば、消費魔力がわかるはずだ。

　ただ、ひとつの気になる点があった。

　俺のステータスボードには──

　魔力：10／10〘固定〙と表示されていたのだ。

　三十発以上の魔法を撃っていたにもかかわらず、魔力が全く減っていなかった。

　ここで、ひとつの仮説が頭を過よぎる。もしその仮説が正しければ、俺はこの世界で本当の賢者として活躍できるかもしれない。

　仮説を検証するため、俺はステータスボードを出したまま魔力の放出を始めた。

「ファイアランス！」

　ステータスボードを見ながら魔法を使う。

　魔力：10／10〘固定〙

　やはり思った通りだ。

　魔力が減っていない。

「ファイアランス！　ファイアランス！」

　魔力：10／10〘固定〙

　連発してみたが、やはり魔力が全く減らない。

　──仮説は正しかった。

　邪神にかけられた呪いは、ステータスの最大値を固定するものではなく、ステータスそのものを固定する呪いなのだ。つまり、いくら魔法を使おうと俺の魔力は尽きることがない。

「……これって、使いようによっては強くなれるんじゃないか？」

　ティナが昨日破壊した魔法練習用の的と、俺が先ほど黒焦げにした的を見比べる。的を破壊するまではいたらなかったが、ティナと同じ魔法を使用して、的にかなりのダメージを与えることができていた。

　レベル１の俺とレベル２５０のティナの魔法攻撃力には圧倒的な差があるはずだ。しかし魔法を連発することで、高い魔法攻撃力を持った者とも大差ない攻撃力を持てる可能性が出てきた。

　レベル１でステータスが〘固定〙でも──いや、〘固定〙だからこそ、強くなる方法はありそうだ。

　俺がこの異世界ライフを満喫するために必要なことが見えてきた。




　①魔法を高速で、かつ連続で撃てるようにすること

　②魔法単発の威力を上げること




　①は現時点でもスムーズに魔法を連発できるようになっているが、もっと魔力操作を練習すれば魔法を撃つ速度はまだまだ上がる気がしていた。

　②についてはまだ確証はないが、いくつかの性質の魔法を組み合わせることで魔法単発の威力を上げることができるのではないかと考えている。

　たとえばファイアランスであれば、風の魔法で補助してやることで、威力や速度を向上させることができるかもしれない。俺が元いた世界には火の忍術を風の忍術で強化させたりする忍者漫画があった。その漫画で見た修行方法なども参考に、いろいろ実験をしてみようと思う。

　まずは魔法の高速発動の訓練をしよう。




　──＊＊＊──




　気付いたら昼になっていた。

　二時間くらい、ずっと的に向かってファイアランスを撃ち続けた。

　もちろん魔力は減ってはいないし、体調も問題はない。

「お腹すいたな」

　そういえば……お腹はすくんだ。

　邪神の呪いでステータスが〘固定〙されているわけだが、空腹は感じるようだ。昼になったが、まだティナは帰ってこない。

「これ鳴らしたら、ティナ帰ってくるかな？」

　俺の視線の先にはティナが置いていったベルがある。俺は何となく、そのベルを鳴らしてみた。

　──っ!?

　ベルを鳴らしておよそ十秒後。

　ティナがとんでもない速度で飛んできた。

「ハルト様！　ご無事ですか!?」

　唖然とする俺のそばにふわりと着地するとティナが詰め寄ってきた。ベルを渡された時、鳴らしたらティナは飛んでくると言っていた。

「いや、無事だけど、ティナ……」

　俺はもちろん、急いで戻ってくるという意味だと思っていたが、ティナは文字通り飛んできたのだ。

　そういえば昔、ティナは飛行魔法が使えると聞いた記憶があった。消費魔力が多すぎるので滅多なことでは使わないということも聞いていたのだが、おそらく飛行魔法それで飛んで、ここまで帰ってきたのだろう。

「体調はよろしいのですか？　無理していませんか？　なぜ、ベルを鳴らされたのですか？」

　ティナが矢継ぎ早に質問してくる。

「お、お腹がすいたなーって」

「あぁ、もう昼ですか！　すみません、遅くなってしまって。直ぐにお食事をご用意しますね」

　ご飯の用意をしてほしい程度の用事でベルを使ったにもかかわらず、そのことに一切文句も言わないで、ティナは急ぎ足で屋敷に戻っていった。




　──＊＊＊──




「消費魔力多いから飛行魔法は使わないんじゃなかったっけ？」

　ティナが用意してくれた昼飯を食べながら、ティナに聞いてみる。父や母は日中外出していることが多く、兄たちも仕事や学校で家にいないため、俺はいつもティナとふたりでご飯を食べていた。

「緊急事態であれば使います。ハルト様の身に何かあったかもしれないというのは、私の中では最大級の緊急事態に当たりますから」

「そ、そうなんだ……ご飯の用意程度の用事でベル鳴らして、ごめんね」

「その点は気になさらないでください。今後もベルをお渡ししておきますので、何かあった際は遠慮なくお使いくださいね」

　ティナはそう言ってくれたが、今後は本当の緊急時のみ使わせてもらうことにしよう。

「そういえばハルト様、もう中級魔法をお使いになられたのですか？」

「えっ、なんで？」

「先ほど、訓練所で魔法攻撃用の的を見ましたが、かなりの威力ある魔法で攻撃したような跡がありました」

　ティナに訓練で使っていた的を見られたようだ。あんなに早くティナが戻ってくると思っていなかったので、的を片付ける時間がなかった。

「いや、昨日と同じファイアランスだけだよ。昨日よりは威力上がった気がするけど」

「そう、ですか……あの、本当にお身体は問題ありませんか？」

「うん、体調は大丈夫だから。心配しないで」

　ティナは深く詮索してこなかったが、今後は訓練方法にも気を使おうと思った。ティナならば邪神の呪いの話をしても、きっと俺の味方であり続けてくれるだろう。

　でも、すべてを打ち明けるにはまだ早い気がする。俺自身、呪いに関して分かってないことが多いからだ。もう少し自分でいろいろ調べてみよう。




　──＊＊＊──




「ティナ！　そっちに行った!!」

「お任せください！」

　転生して一か月が過ぎたある日、俺はティナと屋敷のそばにある森にやってきていた。

　ここで俺は、はじめての狩りをやっている。

　ターゲットは魔物だ。この世界では、魔物を倒すことでレベルが上がり強くなれる。

　一般家庭の子供が五歳で魔物を倒してレベル上げをすることはめったにない。しかしシルバレイ家では代々、子供が五歳になると戦闘訓練を開始し、ある程度の力がついてくると魔物を討伐する訓練へと移行してきた。

　シルバレイ家は、その領地に魔物が大量発生すると当主──つまり俺の父である伯爵自ら私有軍を率いて魔物の討伐に向かう。これは歴代の当主がおこなってきたことだ。弱い者に、シルバレイ家の当主は務まらないのだ。

　三男とはいえ、シルバレイ家に生まれた俺も、強くなる必要があった。もちろん訓練中に子供が怪我をすることがないよう、高レベルの騎士が見守り、いざという時のために高位の治癒魔法が使える魔導士も同行するというのが習慣だった。

　しかし、俺の魔物討伐訓練の同行者はティナだけ。高レベルの騎士以上の戦闘能力を持ち、高位治癒魔法が使えるティナがひとりいれば十分だと、父が判断したからだ。

　今日までの一か月間、ティナと魔法や剣術の訓練をしてきて、彼女のすごさを十分感じていた俺は、父のその決定に素直に従った。

「アイスウォール！」

　ティナの魔法で氷の壁が出現し、俺から逃げていた魔物の逃げ道がなくなる。

「ティナ、ありがと」

　ティナと合流した。

「はい。それより気を付けてください。コレは弱いとはいえ、魔物ですから」

「うん、わかった」

　俺は額に一本の角を生やした兎型の魔物──ホーンラビットに手を向ける。

　ホーンラビットは氷の壁を角で破壊して逃げようとしていたみたいだが、ティナの魔法は強固だった。壁を破壊できないと悟った奴は体の向きを変え、唯一残された逃げ道である後ろ側──俺の方に向かって走ってきた。

「ハルト様！」

　ティナが俺を心配して声を上げる。

　でも、大丈夫。俺の魔法はもう準備ができていた。

「ファイアランス！」

　できる限り細くした炎の槍が、俺に向かって飛びかかってきたホーンラビットの胴体を貫通する。

　ホーンラビットはその一撃で絶命した。

「一撃で……素晴らしいです、ハルト様」

「ティナの魔法のおかげで、こいつは真っすぐ俺に向かってくるしかなかったから」

「それでもいきなり魔物に飛びかかられて、冷静に対処するのはなかなかできることでは──ハ、ハルト様、大丈夫ですか!?」

　気付くと、俺の身体は震えていた。

　動かなくなったホーンラビットから噴き出した血液が、俺の足元まで流れてきたのを見たからだ。魔物とはいえ、初めて生き物を殺したことを実感していた。元の世界で生きてきた十七年間を含めても、直接動物を殺した経験なんてなかった。

「ティナ……お、俺、生き物を──」

「ハルト様」

　ティナが、震える俺を強く抱きしめてくれた。

「ホーンラビットは弱い魔物です。直接ヒトに害を与えることはありませんが、その肉が美味なので多くの肉食の魔物がこれを狙って集まってきます。定期的に倒しておかないと、強い魔物を引き寄せる原因になってしまうのです」

　ティナが、俺の行為を正当化しようとしてくれている。彼女の言うことは理解できる。理解しているつもりだった。でも実際は、何もわかっていなかったのだと気づかされた。

「ハルト様が生きていくのは、こういう世界です」

　俺から離れたティナが、解体用のナイフを取り出して、ホーンラビットに近づいていく。この世界の魔物は、食用になるものが多い。ホーンラビットの肉も、これまでに何度か食べたことがあった。

「ティナ……それも、やる」

　逃げてはいけないと思った。

「解体のやり方、おしえて」

「畏まりました。ハルト様は、お強いですね」

　ティナから解体用のナイフを受け取った。

　訓練の一環で何度か持ったことがあるそれは、今日はとても重かった。




　──＊＊＊──




　今日、ハルト様が初めて魔物を倒されました。

　自分に向かってくる魔物をたった一撃で。

　事前にホーンラビットの行動パターンなどをお教えしていたとはいえ、さすがとしか言いようがない完璧な一撃でした。食用になるという私の言葉も覚えていらっしゃったようで、肉に損傷を与えすぎないよう魔法も工夫されていました。

　ですが、命を奪うという行為に対してはやはり拒否反応があるようです。

　昔の私もそうでした……。

　だからこそ、ハルト様がご自分で魔物の解体をすると言い出した時、少し驚きました。

　ハルト様はきっと偉大な魔法使いになります。

　命から逃げず、命を大切にできるお方ですから。




　それとは別に、ハルト様が偉大な魔法使いになると思う理由がありました。

　魔物を逃がさないように発動させた魔法──アイスウォールを、ハルト様のファイアランスが貫通していたのです。

　レベル２５０の私が発動した魔法を、まだ五歳の彼が打ち破ったのです。

　信じられませんでした。

　それだけではありません。ハルト様はおそらく気付いていらっしゃいませんが、実は最近毎日のように訓練所の的を保護する防御魔法を強化しています。そうしなければ、ハルト様が訓練の際に使用する魔法に耐えられないのです。私が訓練用の的の耐久性を日々上昇させているのに、ハルト様は毎日変わらず的がボロボロになるまで魔法を撃ち続けます。

　ハルト様はまだ、レベル１の魔法使い見習いのはずです。今日、ハルト様は魔物を倒しましたが、ホーンラビット一体ではレベル３まで上がったかどうかというところでしょう。

　そもそもハルト様は魔物を倒す以前から、日々強くなっていました。レベルを上げることでステータスが上昇するこの世界において、ハルト様はまるでステータスに依存しない──ステータスなど関係ないというように、どんどん強くなっていくのです。

　やはりハルト様は、彼の生まれ変わり？

　──いえ、そう決めつけるのはまだ早いですね。

　もし本当に彼であれば、私に何か言ってくださるでしょう。それに、急いで答えを出す必要もありませんよね。

　だって私は、百年も彼のことを待っていたのですから。
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　俺が転生してから五年の月日が過ぎた。

　五年といってもこの世界の一年は三百日しかなく、元の世界の一年を基準にすると、まだ四年くらいしか経っていない。ちなみに一年は十か月で、一か月は三十日。一か月は五週間で、一週間は六日だ。この日付感覚になれるのに、少し時間がかかった。

　また、今年で俺は十歳になるのだが、体型的には元の世界の十五、六歳くらいになっている。身長も結構伸びて、今ではティナを少し見下ろせるほどに成長していた。

　この世界の人族は、身体の成長が早いらしい。一方で肉体が衰え始めるのは遅い──つまり青年期が長いのだ。若くて強い期間が長いというのは素晴らしいと思う。

　ただ、千年以上生きるエルフや、そもそも寿命がない種族もいるので、ちょっと青年期が長いくらいは誤差の範囲かもしれない。

　話は戻って今年十歳になる俺は今日、イフルス魔法学園に入学する。イフルス魔法学園はグレンデール王国にある学園だが、規模が大きすぎてそれ自体がひとつの街のようになっていた。

　学園への入学は一月初旬と決まっている。グレンデールには四季がないからだ。たまにブリザードドラゴンの飛来などで雪が降ったりすることはあるが、基本的に一年を通して温暖な気候なので、区切りの良い一月に入学式が行われる。

　イフルス魔法学園には国内だけでなく、周辺諸国からも魔法を学びに来る学生や、魔法の研究のためにやってくる魔法使いたちが多く、今年入学する学生だけで三百人もいる。

　この魔法学園を無事に卒業できれば、将来職に困ることはない。また、冒険者ギルドに登録する際もいろいろと優遇されるという。将来こちらの世界で家庭を持つのであれば、安定した職業に就きたいと思う。しかし、自由に生きる冒険者という職業にも憧れていた。職業選択の幅を広げるためにも、しっかりと優秀な成績を残して魔法学園を卒業したい。

　それに、せっかく異世界に転生したのだ。どうせなら『最強』を目指したい。

　転生した当初は、邪神の呪いのせいで強くなれないと思い込んでいた。しかし、いろいろ検証した結果──ステータス固定という呪いは、俺を最強の賢者にしてくれる可能性が見えてきたのだ。

　俺は呪いのせいで最下級魔法しか使えない。でも、最下級魔法なら無限に使える。それを利用して、中級魔法やそれ以上の魔法も再現できるようになっていた。

　俺はこの学園でいろんな魔法を学び、もっと力をつけたい。

　邪神は俺を転生させるとき、『俺に活躍されるのは困る』と言っていた。俺は、俺を殺して無理やり転生させた邪神を、少なからず恨んでいる。できれば力をつけて直接邪神を殴りつけたいが、神界でのやり取りで俺は邪神との力の差を思い知らされた。神というのは、俺たちとは格が違う存在なのだ。

　だから俺は『レベル１の最強賢者』になって、この世界で活躍したい。

　──それが邪神への、最大限の仕返しになるのだから。

「ちょっと緊張しますね」

「入学するのはティナじゃないだろ」

　俺はティナとともに、イフルス魔法学園の正門をくぐろうとしていた。

　基本的には魔法学園に入学する生徒は全員、学生寮に入り寮生活をすることになる。俺としては寮での暮らしを頑張るつもりだった。元の世界では両親がいない時、料理や洗濯などは自分でやっていたので問題ないと思っていた。

　しかし入学二日前、父親に呼び出され何かの鍵を渡された。イフルス魔法学園に作ったという俺用の屋敷の鍵らしい。さらに俺の世話と、屋敷の管理のためにティナも付いてくるとのこと。一般の学生には学園の土地の一部を買って家を建てることなど絶対にできない。もちろん、入学する学生以外が学園に付いてくることなどできない。

　俺は伯爵家の力を少し舐めていた。

　まさかここまでやるとは……。

　また、今着ているローブとマントは近くを歩いている一般の学生たちとは少し異なっている。貴族であることと、爵位がわかるようになっているのだ。

　俺のローブには襟の部分に三本線が入っている。これが伯爵子息を表す。一般の学生が貴族へ無礼を働かないようにするためのものだという。

「ハルト様は緊張なさらないのですか？」

「いっぱい勉強したし、何より先生が凄かったから」

「ふふふ、生徒さんもすごく優秀でしたよ」

　五年間、ティナから魔法に関する知識や実技を教え込まれた。ティナに見つからないよう、コソコソ魔法の自主練習も行ってきた。

　その自主練の過程で分かったことがある。俺はステータス固定の呪いのせいで魔力は減らないが、魔力を一度に十以上消費する魔法はどう足掻いても使えなかった。

　だから俺は最下級魔法を極めることにした。ティナに魔法の高速発動のコツを聞いたり、魔法の組み合わせについて相談もした。ひとりで魔法を組み合わせていて、魔法が暴発し、ティナに怒られたこともあった。

　いろいろあったが五年もの間、真剣に魔法の訓練をしてきたおかげで、俺はこの世界に存在するすべての属性の下級魔法を使いこなせるようになった。ティナから教えられた知識、全属性の魔法が使えること、さらに伯爵家の影響力があれば、たとえレベル１であることが周囲にバレても、学園でいじめられたりすることはないだろうと考えている。

　レベル１の劣等生が周りにバカにされるのって──テンプレだよね？

　だからこそ、俺が快適に学園生活を送るうえで必要ならば、親の威光だろうが何だろうが、使えるものは使うつもりでいた。

　さぁ、楽しい異世界学園ライフの始まりだ。




「それでは私は、先に屋敷へ向かいますね」

「うん、わかった」

　学園の敷地内に入る手続きをすませると、俺は入学式の会場へ、ティナは屋敷へと向かった。

　ずっとティナが付いてくるわけではない。俺が授業を受けている間、ティナは基本的に屋敷で待機となる。自宅の外でひとりになるのは久しぶりで、ちょっとわくわくする。

　軽い足取りで入学式が行われるという建物へ向かっていると、ひとりの女子生徒が三人の男子生徒に囲まれ、罵声を浴びせられていた。その様子を周りで見ている生徒も結構いる。

「どこ見て歩いてんだ。痛ぇじゃねーか」

「ご、ごめんなさい」

　一番偉そうにしている男子生徒が女子生徒に詰め寄る。女子生徒は今にも泣きそうだ。

「貴方、この方がゾルディ男爵家のご子息だと分かっているのですか？」

「ただ謝って許されると思ってるんじゃねぇだろうな」

　男爵家の息子だという男子生徒の両脇にいるメガネをかけた細長い男子生徒と、小太りで背の低い男子生徒が、男爵家子息と一緒になって女子生徒を責め立てている。

　俺は周りで見ていた茶髪の男子生徒に声をかけた。

「あの子が奴らにぶつかったの？」

「いや、あの真ん中の男が女の子に当たりにいった」

　彼は男爵家子息が女子生徒にわざと当たりに行くのを見ていたと言う。責められている生徒は小柄で、綺麗なスカイブルーの髪を、ポニーテールにしている可愛い女の子だった。多分、女子生徒に因縁を付けて、自分のグループに無理やり入れようとしているのではないだろうか。女子生徒が悪くないうえに、かなり可愛い。これは、助けない訳にはいかないな。

　俺は女子生徒に向かって歩き出した。

「あっ、馬鹿、やめとけって！」

　さっき俺に、女子生徒は悪くないと教えてくれた男子生徒が俺を止めようとする。

　多分、こいつは良い奴なんだろう。

　俺はローブの襟の三本線を手で摘んで男子生徒に見せる。彼は三本線の意味を理解したらしく、顔がさっと青くなった。そんな彼のことはさておき、俺は今にも泣きそうな女子生徒のもとへ歩み寄る。

「俺の連れに何か用か？」

「あぁ？　なんだお前」

「いや、お前がなんなんだよ。その子は俺の連れだ」

「えっ？」

　女子生徒がぽかんとした表情でこちらを見ている。当然だ。俺も彼女のことを、何も知らないのだから。

　まぁ、でもそんなこと今はどうでもいい。

「お前、俺が誰だと──」

「ナードさん、この方は伯爵家ご子息であると思われます。ここは下がりましょう」

　メガネが俺のローブの襟の三本線に気づいたようだ。

「あぁ、下がってくれるなら問題ない。こちらとしても事を荒立てることはしたくないからな」

「……お前ら、いくぞ」

　メガネと小太りの生徒をつれて、ナードと呼ばれていた男子学生はその場を去っていった。

「大丈夫？　災難だったね。貴族はあんな奴らばっかじゃないから気を悪くしないでね」

「あの、助けてくださったんですか？」

「うん、余計なお世話だった？」

「い、いえ、ありがとうございます。いきなり囲まれて、怒鳴られて怖かったです」

　俺は女子生徒を助けられてほっとしていた。

　そこへ、このやり取りを見ていた男子生徒が近くに寄ってきた。さっき俺が襟の三本線を見せた男子生徒だ。

「あの、先ほどは伯爵様のご子息とは知らず無礼な物言い、大変失礼しました！」

　ビシッと身体を折り曲げて謝罪してきた。俺のことを気にかけて止めようとしてくれていたので、彼をどうこうするつもりはない。

　それより俺は彼と仲良くなりたかった。

　貴族ナードに絡まれていた女子生徒を直ぐに助けに行くことはできなかったみたいだが、もしナードが彼女に手を出すようなことがあれば、彼はそれを止めただろう。いつでもナードを気絶させられるよう、魔力を放出して魔法の準備していた彼を見て、俺は彼が良い奴だと確信していた。

「俺ってさ、伯爵の息子なんだよね。その俺に向かって『馬鹿』は酷くない？」

「は、はい！　申しわけございませんでしたぁ！」

「いや、謝罪は要らないよ。行動で示してほしいわけですよ。行動で」

「行動、ですか？」

「うん、俺と友達になってよ」

「と、友達!?」

「そう、友達。俺はハルト、シルバレイ伯爵家の三男だ。俺と友達になってくれないか？」

「いや、あの、貴族の方と友達になると言っても……」

「じゃあ、さっきの『馬鹿』って呼ばれた件、父上に報告しようかな」

「それはやめてください！　ってか、友達になろうって奴を脅迫すんな──って、す、すみません！」

「おっ、じゃあ友達になるってことでいいよね。そっちが素の喋り方だろ？　そのままでいいよ。友達だしな」

「あぁ、もう……分かったよ。俺はルーク、よろしくな」

「うん、よろしく」

　俺が手を出すとルークは自分のローブでさっと手を拭いてから、俺の手を握った。

「あ、あの……私もおふたりと仲良くしたいです」

　すごく遠慮がちに、先ほど助けた女子生徒が話しかけてきた。もちろん断るはずがない。

「君も俺らと友達になってくれるんだね。俺はハルト、こっちは親友のルークね」

「お前が紹介するのか!?　──って、親友て」

　ルークの名前もさっき知ったばかりなのに、なぜか親友と呼んでしまった。ルークとのやり取りが面白くて、つい。呼ばれたルークは少し照れてる様子だが、悪い気はしていないようなので問題ないだろう。

「私はルナと言います。よろしくお願いします」

「うん、よろしく」

「よろしくね。ルナちゃん」

　こうして俺に、ふたりの友人ができた。きっとティナに報告したら、すごく喜んでくれるだろう。ティナは俺に学園で友達ができるか不安がっていたからな。

　そんなことを考えながら、俺はルークとルナとともに入学式の会場へと足を運んだ。




　──＊＊＊──




　入学式はわりと早く終わった。

　今はルークとルナをつれて、学園の敷地内に作られたという俺の家に向かっている。早くティナに二人を紹介したくて、俺は若干早歩きになっていた。

「しかし、伯爵家ってのはすごいんだな、まさかこの学園内に家を建てるなんて」
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「しかもメイドさんもいるのですよね。確かこの学園って学生以外は普段、親族でも入れなかったはずでは……」

「へへ、すごいでしょ」

　ちょっと自慢げに語ってみたが、内心俺は焦っていた。俺の家が見つからないのだ。ティナから渡されていた地図ではこの辺のはずだが……。

「ハルト、もしかしてだけど、お前の家ってあれか？」

「えっ？」

　ルークが指さす先には学生が数十人暮らせるような大きさの屋敷があった。俺が住んでいたシルバレイ伯爵邸の五分の一程度のサイズだが、学園の敷地内にあるものとしては極めて異質な、庭付きの豪邸がそこに建っていた。その正門には『シルバレイ』と文字が彫ってある。

　……マジか。

　てっきり元いた世界の小さめの一軒家、部屋数が多くても２ＬＤＫくらいの家が与えられたものと思っていた。

「伯爵様って、すごいのですね」

　ルナが唖然としている。俺だってビックリしている。

　外にいても仕方ないので、ルークとルナを連れて屋敷に向かった。屋敷の扉に付いている呼び鈴を鳴らすと、少ししてティナが中から現れた。

「ハルト様、おかえりなさい」

「ただいま、ティナ」

「ハルト様、この方々は？」

「紹介するよ、今日できた俺の友達。こっちがルークで、彼女はルナ」

「ルークです」

「はじめまして。ルナと言います」

「まぁ！　ハルト様、もうお友達を作られたのですね、おめでとうございます」

「うん、ありがと。それでさ、せっかくだからルークたちと一緒にご飯食べたいんだけど、いいかな？」

「もちろんです。直ぐに準備しますね。皆様はリビングでおくつろぎください」

「はーい」

　ティナがキッチンへと向かっていった後で、リビングの場所が分からないことに気付き、ルークたちと一緒に屋敷の中を歩き回り、扉を開けまくった。

　ようやく見つかったリビングらしき部屋で椅子に座ると、直ぐにティナが呼びに来た。

　屋敷が広すぎる。

　絶対に俺とティナのふたりだけでは使わない部屋も出てくるので、ルークやルナたちもここに住んだらどうかと提案してみた。ふたりはすぐには答えを出せないようで、後日返事をもらうことにした。

　ぜひとも、いい返事を聞かせてほしい。




　ルークとルナと一緒に食べたティナの夕飯は、相変わらず美味かった。ティナとふたりきりの食事もいいのだけど、やっぱり大人数で食べるほうが俺は好きだな。ふたりも満足してくれたようだ。食後、自分たちの寮へと帰ろうとするルークたちに、明日一緒に教室まで行こうと約束を取りつけた。

　ふたりが屋敷から出ていってしまうと、少し寂しくなる。そのうち、この広い屋敷に友達をいっぱい招きたい──そう思うようになった。

　いろいろあったが、充実した魔法学園初日だった。明日から魔法の授業が始まる。すごく楽しみだ。だが、その前のイベントとしてクラス発表がある。

　できればルークやルナと一緒のクラスになりたい──そんなことをティナに話したら、ティナがどこかに出かけていった。




　ティナは一時間ほどで帰ってきたが、ニコニコする彼女に、どこに行っていたのか聞いても答えてはくれなかった。




　──＊＊＊──




　翌朝、ルークとルナと待ち合わせをした場所に向かうと、すでにふたりが待っていた。

「ごめん、遅くなった」

「いや、時間通り」

「ですね、私も今来たところです」

「ならよかった。クラス、一緒になれるといいね」

「三人一緒は厳しいかもしれません。三十クラスもありますから」

　今年入学する学生は三百人。そして、ひとつのクラスにつき生徒は十人なので、クラスの数は三十にもなるのだ。三人が一緒のクラスになれる可能性は絶望的に低かった。

「ハルトなら伯爵家の力でなんとかなんないの？」

「無理だよ。ルークたちと友達になったの昨日だから……さすがに、根回しの時間が足りない」

「それもそうか」

「そう、ですよね……」

　俺の父上にお願いすれば、クラス編成を変えてもらうことは可能だろう。

　しかし、それには時間が足りなかった。

　なんとか運よく、三人一緒のクラスになれないか──その確率を計算しながら、俺たちはクラス分けの紙が貼られる掲示板に向かった。




　結論から言うと、俺たちは三人とも同じクラスになった。俺たちの名前が書かれた紙は、他クラスのとは別の掲示板に貼り出されていた。最初はそれに気付かなかったので、自分たちの名前が見つからず、かなり焦った。

　なんで俺たちのクラスだけ、別の掲示板に貼り出されていたんだ？

　……まぁ、そんなことはどうでもいいか。今はルークたちと同じクラスになれたことを喜ぼう。

「すごいです。三人とも同じクラスですよ！」

「まさか三人同じクラスになれるとは……やっぱりハルトが、伯爵家の力でなんかやっただろ？」

「俺は何もしてないって。それより、俺らのクラスだけどうして担任の名前がないんだ？」

「ほんとですね。ほかのクラスには、それぞれ先生の名前が書いてあるのに」

　何かがあるような気がするけど、今は考えても仕方ない。授業が始まれば、少なくとも担任が誰かはわかるはずだ。

　俺はルーク、ルナと一緒に教室へ向かった。




　──＊＊＊──




　掲示板に書いてあった教室へと向かって歩いている。

　イフルス魔法学園では同学年であっても、クラス同士が近くの教室になることはない。授業で高威力の魔法を使うこともあるので、暴発などの対策のため、各クラスの主な拠点となる教室は学園の敷地内に散らばっているのだ。

　ちなみに、教師一名と学生十名がクラスというひとつの組織となり、基本的に卒業までクラスのメンバー変更はない。

　また、この学園は中央街の周りを円形の壁が五重に囲うような形となっていて、それぞれの壁をうちから順に一ノ壁、二ノ壁、三ノ壁、四ノ壁、五ノ壁と呼ぶ。一ノ壁の内側には中央街の防護壁があり、五ノ壁の外側には魔法学園を守る最外防護壁が存在している。

　中央街には、この世界最先端の魔法や魔具を研究する施設や、他の都市からやってきた要人をもてなす迎賓館など重要な施設が多い。そのためレストランやカフェなども高級店や、おしゃれな店舗が多くなる。さらに、学生が使える図書館や訓練施設などの質も高い。中央街に近づけば近づくほど生活は便利になるのだ。

　テストや実技で優秀な成績を残したクラスは教室が学園の中央に近い教室へ移動となることがある。もちろん、その逆もある。

　卒業後、就職活動をする時は在学中にどこまで教室を中央まで近付けられたかがステータスにもなるので、学生たちは卒業するまでに教室を中央に近付けるため、クラスの仲間と協力しながら他クラスと競い合うのだ。

　そういった訳で、なんの実績もない新入生の教室は普通、学園の中心からもっとも遠い場所──五ノ壁と最外防護壁の間に用意される。

　だが、掲示板に貼られた紙に書かれていた俺たちの教室の場所は──

「なぁ、ほんとに伯爵家の力を使ってないのか？　ここ、ほぼ中央街だぞ」

「周りにいる方々、皆さん上級生か研究員の人みたいなんですけど」

　ルークとルナはこの場所であっているのか不安になっているようだ。それもそうだ。ルナの言うように周りを歩いているのは上級生や、貫禄のある魔法使いたち。新入生だとわかるローブを着ている俺たちは完全に浮いた存在だった。

　でも、ここに来る途中で見つけた案内板は、俺たちの目の前にある最近できたばかりだと思われる綺麗な建物が俺たちの教室だと示していた。

「だから、俺はなんもしてないって。もしかしたら俺らの担任の先生が物凄い魔法使いとかだったりするんじゃないか？」

　生徒の成績でクラスの教室は移動になるが、担任の先生が何らかの成果を上げても教室が移動になる。つまり著名な魔法使いが担任になれば、それだけで学園の中央に近付くこともできるのだ。しかしそんな著名な魔法使いが、新入生の担任になることなどまずないという。

「とりあえず中に入ろう」

「そうだな」

「で、ですね」

　俺を先頭に建物に向かっていく。建物の正面入口の左右には騎士の石像が立っていた。

「止まれ、この施設には資格のある者しか入れん」

「「「えっ!?」」」

　俺が扉に触れようとすると、二体の石像が急に動き出し、俺の動きを止めた。この石像はおそらく、魔法使いの屋敷の警護で利用されるガーゴイルに似たものだろう。しかし、この石像はあまりに滑らかに動き、流暢に話し掛けてきたので驚いた。

　ルークとルナも驚いている。

「資格ってなんだ？　俺たちのクラスの教室はここだって書いてあったんだけど」

「では、名を明かせ」

「名前？　ハルトだけど」

「ふむ、後ろの二人は？」

「ルークだ」

「ル、ルナです」

「全員の声紋を確認した。皆、ここに入る資格を有する。さぁ通るがいい」

　石像が道を開けると自動で扉が開いた。そして石像は動かなくなった。

「入っていいんだよな。こいつ、いったいなんなんだ？」

　ルークが石像を指で突っついている。

「変に触って怒らせるなよ。この石像、かなり強いぞ」

「ですね、かなり高レベルの人じゃないと、勝てないと思います」

「ハルトもルナも、なんでそんなことわかるんだ？」

「まず石像なのに動きが非常に滑らかだった。多分、関節部分に土魔法と水魔法の錬成魔法陣が使われてる。ガーゴイルとか石像タイプの人造魔物の弱点って小回りが利かない所だけど、こいつはその錬成魔法陣のおかげで隙がない」

「ハルトさんの言う通り、高度な魔法陣がいくつも使われてると思います。ですが、その魔法陣の魔力をほとんど感じられません。つまりマジックキャンセラーという鉱石が体表に使われている可能性がありますね」

「そうだな。マジックキャンセラーは質にもよるけど、中級魔法ぐらいだったら無効化できる」

「えっ、こいつ、すごくない？」

「あぁ、だからルークが突っついて怒らせちゃう前に早く通ろう」

「そうですね」

「あ、ちょっと待ってくれ！」

　俺とルナはさっさと建物の中に入った。ルークも慌ててついてくる。

　さすが世界最高峰の魔法学園だ。

　高度な人造魔物が警護するこの建物で、どんな授業が行われるのか少し楽しみになった。




　──＊＊＊──




　教室に着いた。

　教室の扉を開けると、中には七人の生徒が各々の席に着いていた。

「貴方たちで最後ですね。私は、リファといいます。よろしくお願いしますね」

　エルフ族だと思われる金髪蒼眼の美少女が席を立ち、俺たちを教室の中へと招いてくれた。

「ハルトだ。よろしく」

「ルナです。よろしくお願いします」

「俺はルークね、よろしくー」

「ウチはメルディ、仲良くしてなぁ」

　リファに挨拶を返していたら、教室の奥の方から声をかけられた。オレンジ色の髪の毛から、獣耳がひょこっと見える少女が窓際の席から手を振っている。彼女は獣人族だろう。獣人族は身体能力が高く、多くの者は戦士系の職に適性が出る。獣人族なのに魔法学園にいるメルディは珍しい存在だった。

「俺はリューシン。そんで、こっちはリュカね」

　メルディの隣の席にいたガタイのいい男子が、続いて自己紹介をしてくれた。

　そのリューシンとリュカの腕や額には、竜の鱗があった。彼らは竜人族、別名ドラゴノイドという種族だ。ドラゴノイドは竜とヒトが交わった結果、生まれた種族だといわれている。リュカは恥ずかしがり屋なのか、リューシンの後ろに隠れていた。

「我はヨウコじゃ、よろしく頼む」

　ヨウコと名乗った少女はこの学園の制服ではなく着物を着ていた。俺の目には他人の魔力もぼんやりと見えるのだが、ヨウコの後ろには九本の尻尾が見えた。その九本の尻尾のうち三本には、かなり高密度の魔力が溜まっている。しかし、ルークたちがヨウコを見ても服装以外に触れないので、尻尾は俺以外には見えていないのだろう。もしかしたらヨウコは、尻尾を隠しているつもりなのかもしれない。

　だから俺はそれを見なかったことにした。

「マイです」

「メイです」

「「よろしくお願いします」」

　最後に、声を揃えて自己紹介してきた黒髪のふたりの少女。ふたりはどっちがマイでどっちがメイかわからないくらい、声と顔がそっくりだった。耳の前の髪の先端がマイは赤色に、メイは青色になっていたので、なんとか判別はできた。

　彼女ら七人と、ルーク、ルナ、俺を合わせた十人が、これから七年間を一緒に過ごすクラスメイトになる。

「あの、ハルト様は伯爵家ご子息であると見受けられるのですが……」

　教室に俺たちを招き入れた時のフランクな態度から一転、リファが畏まった様子で話しかけてきた。俺のローブの伯爵家関係者を表す印に気づいたようだ。

「うん、シルバレイ伯爵家の三男、ハルト＝ヴィ＝シルバレイだ。でも、このクラスではただのハルトとして過ごすから気にしなくていいよ。これから、よろしくね」

「それは助かります。あらためて、よろしくお願いします」

　全員の自己紹介が済んだので、俺とルークそしてルナは空いている一番前の列の席につく。すると前から二列目、俺の後ろの席に座っているヨウコが話しかけてきた。

「お主がこのクラスにおるから、我らも優遇されてこのような教室にこられたのかの？」

「んー、俺としては何もしてないんだよな。でも父上が何かしら働きかけた可能性はある」

　さすがにそう思い始めた。そうでもなければいきなり新入生が、こんな学園の中央付近の教室に来ることなどないからだ。もしかしたら昨晩、ティナが出ていった時にいろいろ動いてくれたのかもしれない。とすると、担任の先生も著名な魔法使いを手配してくれたはずだ。

　さて、誰が来るだろうか。

　そんなことを考えていると教室の扉が開いた。

「……ティナ？」

　扉を開けて入ってきたのは俺の専属メイドだった。いつものメイド服と違い、まるで学園の教師のような格好をしている。

「ティナ先生と呼んでください、ハルトくん」

「えっ!?」

「皆さん、初めまして。ティナ＝ハリベルです。今日から皆さんの授業を担当します。よろしくお願いしますね」

「ティナ＝ハリベルじゃと？　百年前に勇者を導き、魔王を倒した英雄と同じ名前じゃな」

「あ、それ私です」

　──えっ!?

　俺の専属童顔メイドが、百年前に魔王を倒した英雄のうちのひとりだという。俺はティナが、勇者の子孫だからレベルが高いのだと思っていた。

「ティナって、何歳なんだよ……」

「ティナ先生、です。それからハルトくん、女性の歳を聞いちゃダメですよ」

「先生、質問があります！」

　リファが勢いよく手を挙げた。

「リファさんですね、なんでしょうか？」

「ティナ＝ハリベル様と言えば私たちエルフ族の間でも伝説の英雄ですが、異世界から来た勇者様たちと魔王を倒した後、行方不明になっていたはずです。先生が本物であることを、証明できますか？」

「んー、ステータスボードを見てもらえば早いですね」

　そう言ってティナが俺たちに見えるようステータスボードを表示させた。

「ほ、本物……」

「レベル２５０!?」

「ティナさんって、こんなに強かったの？」

　皆が驚いている。

　ルークとルナも、昨日美味しい夕飯を作ってくれた童顔メイドが、こんなバケモノじみたステータスの持ち主とは思いもよらなかったことだろう。

「我も聞きたいことがあるのじゃが、良いかの？」

「はい、ヨウコさんどうぞ」

「そなたのような高レベルの者がなぜ、我等の教師になろうなどと思ったのじゃ？」

「ルークさんとルナさんはご存じかと思いますが、私はハルト様の専属メイドです」

「えぇっ!?」

　リファが驚いている。無理もない。種族の英雄が、俺の──人族のメイドをしているなんて信じられないだろう。俺だって魔王を倒した英雄が、なんで俺のメイドをしているのか理解できない。

「ハルト様のお世話をするために、この学園までついてきたのですが……屋敷でずっと待機というのも暇だったのです。そんなときに教師募集の張り紙を見つけまして」

　教師募集の広告の件は、たぶん嘘だ。このイフルス魔法学園が張り紙なんかで教師を募集するわけがない。ここの教師になるには上級魔導士の誰かから推薦をもらうか、学園長に直接スカウトされるしかないのだ。

　また、ティナが何かを誤魔化そうとするときの仕草──右手の人差し指を胸の前で、ピンと上に突き上げる仕草をしていたから、そう判断した。

　ティナは昨晩、俺がルークとルナと同じクラスになりたいと相談したら、屋敷を出ていった。おそらくその時、クラス編成をいじれる人物──たとえば学園長にでも会って、交渉をしたのではないだろうか？

　その代償が、レベル２５０の英雄ティナが生徒を指導するというもの。結果として俺はルークとルナと同じクラスになり、その担任がティナになったのだ。

　そのことを俺にも黙っていたのだから、何か理由があるのだろう。単に俺を驚かせたかった、というのも考えられるが……。

　そんなことを考えているうちにティナへの質問タイムが終わった。

「私が皆さんの教師として力不足でないことは、ステータスボードを見てわかってもらえたと思います。早速ですが訓練所へ移動して、授業を始めますよ」
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　ティナに連れられ、俺たち十人は教室に併設された野外訓練所にやってきた。さすがに学園の中央に近いこともあり施設の質がいい。実家の訓練所と比べても、この野外訓練所の壁は頑丈そうに見える。さらに厳重な防御魔法が訓練所全体にかけられており、高威力の魔法を使用しても外に影響が出ないようになっているようだ。

　ここなら、俺が全力で魔法を使っても問題ないはずだ。

「皆さんはこれから同学年や上級生のクラスと競い合っていくことになります。このクラスの教室は中央街に近いので、多くのクラスから対戦を申し込まれることでしょう」

　イフルス魔法学園にはクラス間対戦システムというものがある。事前にルールや、勝敗によってお互いが勝利した際に得られるものを決めて、魔法による戦闘や競走などを行うというものだ。対戦の勝敗により教室が入れ替わることもある。

　そして中央街に近い教室にいる上位クラスは、一定期間のうちに必ずどこかのクラスと対戦をしなければならない。これは上位クラスが中央街付近まで教室を近付けた後、その教室をキープするために対戦に参加しなくなることを防ぐためのルールだ。

「この教室の対戦ノルマは月一回です。この付近は美味しいケーキ屋さんや、パン屋さんなどがありますし、学園最大の図書館の利用も認められています。ですから頑張って対戦で勝って、この教室をキープしてくださいね」

　ティナは軽くそう言うが、月一回の対戦ノルマはキツそうだ。

「美味しいケーキ屋さんがあるのですか!?　ティナ先生、ぜひ紹介してください!!」

「リファよ、我もケーキとやらを食べに行きたいのじゃ！」

「ウチはケーキ食べ放題のお店があるって聞いてたから、そこに行ってみたいんや」

「今朝立ち寄ったパン屋さんのパン」

「おいしかったねー」

「「毎日食べたいです」」

「私は図書館が魅力的ですね。この世界最高峰の魔法学園で、最大の図書館……一体、どんな本が読めるのでしょう？」

「ル、ルナさん、私も図書館、興味があります」

「リュカさん、ぜひ一緒に行きましょう！」

　うちのクラスの女子たちは盛り上がっていた。やはり女子たちにとって、美味しい食べ物屋さんが近くにあるというのはモチベーションが高まるようだ。また、ルナやリュカは学園最大の図書館が利用できる点にメリットを感じているようだった。

　クラスメイトやティナが喜ぶのであれば、なんとかしてこの教室をキープできるようにしたいと思う。

　ここで、ルークがあることに気付き口を開いた。

「いくつかのクラスが同じクラスに対戦を申し込んだ場合って、確か教室が中央に近いクラスが優先されるんですよね？」

「ルークくん、その通りです」

「この教室って中央街に一番近いところにあるから、毎月上級生たちと戦うことになる可能性も──」

「まぁ、そうなりますね。むしろ同学年と対戦できることのほうが少ないでしょう」

「……この教室キープするの、新入生の俺らでは厳しくないですか？」

「負けても死ぬことはないので、そこまで気を張らなくていいですよ。それに、このクラスの皆さんはそれぞれ強くなる素質をお持ちです。加えてこの私が指導するのですから、その辺の学生に負けることはないです」

　ティナのその自信は、いったいどこからくるのだろう？

「ところで皆さんは、私が来る前にお互い自己紹介をしましたか？」

「しました。先生」

　リファが代表で答えてくれた。クラス委員長を決めるとしたら、リファがなるだろう。率先してクラスのまとめ役になってくれそうだ。

「では次は、お互いの魔法を紹介しあっていただきましょう」

　ティナがそう言いながら手を叩くと、訓練所の奥に魔法訓練用の的が現れた。俺が実家の訓練所で毎日見ていたのと同じ的だ。

「今からあの的に向かって全力で魔法攻撃をしてもらいます」

「全力でいいのか？」

　リューシンがティナに尋ねた。彼はたぶん、的を破壊してしまうことを心配している。でも俺は、ティナの用意したあの的がとても頑丈で、魔法に対して高い耐性があることを知っている。並大抵の攻撃では、あの的が壊れることはない。

「えぇ、全力でお願いします。これから皆さんはクラス一丸となって対戦に挑んでいくわけですが、互いに協力し、長所を活かしつつ短所を補わなければ勝てない相手もいると思います。互いの全力を知ることは仲間を深く理解する第一歩です」

「分かりました。まずは私がやっていいでしょうか？」

　リファが手を挙げていた。

「ありがとうございます。ではリファさん、こちらに立ってください。そのほかの皆さんは私の後ろへ」

　指示された通りティナの後ろに立つと、透明の魔力の膜が俺たちを囲んだ。ティナの防御魔法だ。

「リファさん、準備ができたらいつでもどうぞ」

「はい！」

　リファが半身で構え、左手を前に突き出すとそこに翠色の弓が現れた。すごく綺麗な弓だった。その弓は風属性の魔力で構成されている。リファも一般的なエルフと同様、風属性魔法を得意とするようだ。

　彼女がその弓の弦を引くと周囲の空間から魔力が集まり始め、魔力が矢を形成していった。数秒で矢は形になったが、リファはまだ撃とうとしない。空間から集まる魔力はどんどん矢に溜まっていく。膨大な魔力が箇所に集中した事で周囲の空間に揺らぎが生じ始めていた。

「ウインドアロウ！」

　リファが矢を放った。風を纏った矢が、超高速で的に向かって飛んでいき──

　矢が的に当たった音とは思えない衝撃音が響いた。

　貫通こそしなかったが、中級魔法程度ではビクともしないはずの的に、リファの矢は深々と突き刺さっていた。

　か、風属性魔法だけで、あの的にあそこまで深く矢を突き刺せるのか!?

　風属性魔法は速度と貫通力が高いのが特徴だ。とはいえ、ティナの用意した的を貫通させることはとても難しく、俺は複数の属性魔法を組み合わせることで、なんとか的を貫通させられるのだ。それを純粋な風属性魔法だけで、的を貫通させかけたリファの魔法に驚いた。

「一点に集中させているとは言え、あの的にあそこまで矢を刺し込むとは、素晴らしい貫通力です！　リファさん、お疲れ様でした」

　ティナもリファの魔法を褒めていた。

「ありがとうございます」

　空間に漂う魔力を集めることができるのが、エルフ族の特徴だ。

　その中でもリファは、特に多くの魔力を集めることができるようだ。




「次は誰がいきますか？」

「「私たちがやります」」

　マイとメイが揃って手を挙げていた。

「マイさんと、メイさんですね。それではどうぞ」

　マイとメイはふたり揃って、先ほどまでリファがいた場所に立った。

「マイさんたちは、ふたりで一緒に魔法を使うのですか？」

「彼女たちは少し特殊な魔法を使用できますので、ふたり同時にやってもらいます」

　リファの質問にティナが答えた。どうやらティナは、生徒全員の事情を把握しているようだ。

　マイとメイを見ると、ふたりは手を繋ぎ、繋いでいない方の手を的に向かって突き出していた。マイから火属性の魔力が溢れ出し、それが熱気となる。メイから放出された水属性の魔力が冷気となった。

「「ユニゾンレイ！」」

　彼女たちの手から、炎を帯びた氷の塊が的に向かって飛び出した。それが的に当たった瞬間──

　大爆発が起き、白煙が立ち込める。

　氷が一瞬で温められ、水蒸気爆発が起きていた。

「正反対の属性魔法をここまで融合させられるとは……素晴らしい」

　リファの時と同じようにティナが魔法を褒める。確かに凄い威力だった。的は何とか原型を留めているが、表面はボロボロだった。




「さて、次は──」

「俺がやる」

　リューシンが前に進み出た。

「では、リューシンさん、お願いします」

　リューシンは右腕の服の袖を捲りながら的の正面に移動した。

「竜化！」

　リューシンの叫びとともに、彼の右腕を黒い竜の鱗が覆っていく。数秒で完全な竜の腕となった。これがドラゴノイドの戦闘形態『竜化』だ。

　彼はその場で腕を振り上げ──

「ドラゴンクロウ！」

　斜めに振り下ろした彼の爪から斬撃が飛んだ。

　それはいとも容易く的を切り裂くと、さらに的の後ろの壁に大きく傷を付けた。

「的を切り裂くだけでなく、的の十倍の強度があるこの訓練所の壁にも傷をつけるとは。さすが魔法戦士タイプのドラゴノイドと言ったところでしょうか」

「こんなもんです」

　竜化を解いたリューシンは満足げだった。

　対してリファは、自分が貫通させられなかった的を容易く切り裂かれたことに悔しそうにしていた。




「先生、あの的って──」

「リュカさんの想像通りの素材を使用していますよ」

「では、次は私が行きたいです」

「はい、お願いします」

　リュカが的のそばまで歩み寄る。近接攻撃魔法を使うのだろうか？　そんなことを思っていたらリュカの身体が光り始めた。

「竜化！」

　リューシンの時とは違い、リュカの全身の鱗が少しずつ大きくなった。それと同時に、リュカが纏う魔力の総量が爆発的に増加した。

「リザレクション！」

　──えっ!?

　リファに矢を差し込まれ、マイとメイにボロボロにされ、トドメと言わんばかりにリューシンに切り裂かれた的が、ムクムクと泡立つように元の形状へと戻っていった。三十秒ほどで的は、リファが攻撃する前の状態に戻っていた。

「これが竜の巫女の回復魔法ですか」

「……先生、やはり知っていたのですね」

「あの、ティナ先生。なんで的が元に戻ったのですか？　リザレクションは死者蘇生の魔法では？」

　リファがティナに質問する。

「確かにリザレクションは死亡してすぐの人の命を繋ぎ止める魔法です。この魔法自体も使用できるヒトが少ないのですが、リュカさんはさらに特別で魔力が通っている物であれば、それが破壊される以前の状態に戻すことができます」

　普通、リザレクションが効果を発揮するのは復活させる人が死亡して一時間以内。

　だが、この世界では人でも魔物でも死体に一日程度、生前の魔力が残るので、通常は一時間以内に蘇生しなければ間に合わない死人も、死亡して一日以内にリュカのもとに運ばれれば復活できる可能性があるということだ。

「的にはマホノームという魔法耐性が非常に高い魔物の皮を使用しています。この皮を加工して、一定の魔力を流し続けることで生きているマホノーム並の魔法耐性を的に付与することが可能です」

　つまり、的は生きてはいないが、魔力が通っている物体であったため、元の状態に戻すことができたようだ。魔力が宿ってさえいれば、壊れた魔道具なども治癒できるらしい。もはやチート級の能力ではないだろうか？




「的も治ったので、次にいきましょうか」

「次はウチがやる！」

　獣人族のメルディが手を挙げていた。

「私もサポートとして、メルディさんと一緒にやってもいいでしょうか？」

　ルナも手を挙げた。彼女は付術士見習いという職で味方のステータスを向上させる魔法が使えるのだと、昨日うちで一緒にティナのご飯を食べていた時に教えてくれた。

「そうですね。残りの皆さんの中ではおふたりの組み合わせが最適でしょう。メルディさんも良いですか？」

「ウチはええよ。よろしくね、ルナ」

「はい、全力でサポートします！」

　ルナとメルディが元の姿に戻った的の前に立つ。

「では、行きますね」

　ルナが魔力を練りながら息を吸い──

「マジックアップ魔力最大値上昇！　オーバーマジック魔法攻撃力強化！　マクスマジック魔法攻撃力最大強化！　フィジカルアップ体力最大値上昇！　パワーアップ攻撃力強化！　スピードアップ速度強化！　コンセントレイアップ集中力強化！」

「えっ？　えっ!?　──っおぉぉ！」

　さまざまな色のオーラがメルディの身体を覆う。俺は目の前の状況が信じられなかった。

　付術師はこの世界では不遇職と呼ばれている。仲間のサポートしかできない職だからだ。

　個人で魔物を倒すことが非常に困難で、レベル上げが大変なうえ、さらに仲間のサポートといっても、対象のステータスを数パーセント上昇させる程度。付術師とパーティを組んでも、たいして役に立たないと言われている。

　しかしルナの使った魔法は、メルディの身体をまぶしいくらいのオーラで覆った。補助魔法はその効果が強ければ強いほど、対象を囲むオーラの光が強くなる。レベル上げが困難であるはずの付術師であるにも関わらず、ルナのレベルがかなり高いのではないかと思わせるほどのオーラであったため、驚いた。

　メルディも始め戸惑っていたが、自身のステータスが強化されていることに気づいたようだ。

「これはアツいでぇ！」

　メルディが的に対して半身の構えになり、身体の正面で拳を構えて集中力を高めていく。

「飛空拳!!」

　メルディが叫んだとほぼ同時に的が消えた。

　的はしっかりと固定されていたはずの台座から吹き飛ばされて後ろの壁に叩きつけられ、粉々になった。

　なっ、何いまの!?

　魔力を固めて、拳を突き出す動作にあわせて放出したのか？　いくらルナにステータスを強化してもらっていたとはいえ、数メートル離れた位置にある高耐久の的を吹き飛ばすなんて、どんな魔法だよ。ちなみに、驚いていたのは俺だけじゃない。魔法を放ったメルディ本人も、拳を突き出したポーズで固まっていた。

「お、おぉう、やりすぎてもうた」

「す、凄いですね」

　拳に魔力をのせて撃ったメルディも、メルディのステータスを強化したルナも、ここまでの威力になるとは思っていなかったようで驚いていた。

「まじか、負けた……」

　的を真っ二つに切断するに留まったリューシンが、粉々になった的を見て悔しそうにしている。

「やはり、おふたりの相性はバッチリのようですね！　お疲れ様でした」

　ティナは満足そうだ。

　ティナが再び手を叩くと、粉々になった的が消え、新たな的が床の下から現れた。




「これで八名の魔法を見せていただきましたので、あとおふたりですね。どちらがいきます？」

　有無を言わせず次へと進めていく。

　ティナの言葉に何か違和感を覚えたが……たぶん、気のせいだろう。

　残りは俺とルークだ。

　トリは嫌だと思い、手を挙げようとした時──

「俺がいきます！」

　ルークに先を越された。

「ハルトはティナ先生に魔法を教わってたんだろ？　絶対強いじゃん。トリは勘弁！　だから俺、先やらせてもらうからな」

「えっ、いや、俺は──」

　レベル１なんだけど。

　そう言いたかったが、そんなこと絶対信じてもらえないし、ティナのようにステータスボードを見せて納得してもらうことも呪いのせいでできない。俺はまだティナにも呪いのことを打ち明けていないからだ。

「では、次はルークくんですね。お願いします」

「はい！」

　ルークが新たに用意された的の前に立つ。

「じゃ、いきますね」

　ルークが大量の魔力を放出している。すごい魔力量だ。ルークが詠唱を始めた。

「望むは破壊、種は雷いかづち、贄とすべきは我が力、与えられし彼の盟約によりて、我の下僕となり得た者よ、其の力、今解き放たん」

　──っ!?

　や、やばい！　この魔法は！

　ティナの方を見ると彼女も気付いたらしく、俺達の周囲に張られた防御魔法の強化をしていた。

「アルティマサンダー!!」

　幅が数メートルの雷の柱が空から的へと降り注いだ。余波で訓練所内に暴風が吹き荒れる。ティナが防御魔法を強化してくれていたので、俺たちへの被害はなかった。舞い上がった粉塵が晴れ、的のあった場所を見ることができた。的はもちろん、それを固定するための台座と床の一部まで消し飛んでいた。

「ティナ先生、ルークの今の魔法って……究極魔法ですよね？」

「そうです。彼の名前はルーク＝ヴェル＝イフルス。このイフルス魔法学園の長である賢者、ルアーノ＝ヴェル＝イフルスのお孫さんで、ルアーノ学長と同じく究極魔法を使いこなせる数少ない魔法使いです」

　なんと、俺が親友認定した男は究極魔法が使え、さらにこの魔法学園の長の孫という、とんでもない魔法使いだったらしい。

　えぇ……俺、この後に魔法使うの？

　物凄く気が重かった。何せ、俺は最下級魔法しか使えない。単発ではリファのような貫通力も、リューシンや、ルークのような破壊力も派手さもない。

　補助魔法も一応使えるが、ルナのようにマクスマジックなど高位補助魔法は使用できない。そもそも俺は、邪神の呪いのせいで補助魔法を使用してもステータスが上昇しない。

　何とか誤魔化せないか、必死に考えていた時──

「最後はハルトくんですね。あの、ハルトくんは全力を出さないでください。三割くらいの力でいいです」

「えっ？」

　ティナがよく分からないことを言い出した。

「いいですか？　三割くらいですよ。絶対に本気で魔法を撃たないでくださいね。でないと、この訓練所が壊れます」

　ティナが念を押してくる。

　訓練所が壊れるって──そんなわけないだろう。

　俺は自宅にある訓練所で、いつも本気で魔法を使用していたが、その魔法で壁などが壊れることはなかった。この学園の訓練所の壁は、実家の訓練所よりも頑丈そうに見えるのだから。

「俺らには全力でやれって言ってたよな……ハルトの魔法って、そんなにヤバいのか？」

「究極魔法ですら全力で撃てたのに、ティナ先生が止めるってことはそれ以上の威力の魔法ってこと？」

　リューシンとルークが驚いた表情でこちらを見てくる。えっと……俺がこれから放つ魔法は、ただのファイアランスですけど。

　ここで俺は気付いた。

　きっとティナは、魔法耐性が低く簡単に破壊できる的を出してくれるのだ。

　ティナは俺がまだ最下級魔法しか使えないことを知っている。だけど、クラスの仲間たちがとんでもない威力の魔法やチートじみた能力を持っていることが明らかになり、俺が自信をなくしていないか心配してくれているのだ。

　ここで、俺がティナの用意してくれた弱い的を破壊すれば、クラスの仲間はこう思うだろう。

　『俺たちが全力で何とか破壊できるものを、ハルトは三割の力で破壊した、すげぇ!!』──と。

　さらに、魔法の威力がヤバいので、普段は最下級魔法しか使わないんですよ──と周りに認識させることもできるのだ。

　つまり俺のやるべきことは全力で、かつ、なるべく派手に的を壊すこと。

「ティナ先生、分かりました。あまり細かい調整はできませんが、三割くらいの力でやりますね」

「はい、お願いします」

　ティナが俺以外の生徒への防御魔法を強める。なかなかに芸が細かい。ルークの究極魔法の余波を防ぎ切った防御魔法をさらに強化することで、俺の魔法の威力がそれほど高いという演出をしてくれているのだ。

　よし、やろう。

　ティナの献身を無駄にするわけにはいかない。

　ティナが再び用意してくれた的に向き合う。おそらくこれは壊れやすい的なのだ。俺はティナを信じることにした。

「いきます！」

　右手を空に掲げ、魔力の塊を放出した。通常であれば、この魔力に火の属性を与え、形状を変形させてから放てばファイアランスという魔法になる。だが、それでは派手さがない。

　だから俺は魔力の塊をいくつも放出する。俺は邪神の呪いで、ステータスが変動しない。俺の魔力はずっと10／10〘固定〙である。魔力消費量が10の魔力の塊をどんどん放出していく。

　──その放出した魔力の総量は、およそ十万。

　魔力消費２のファイアランスに換算して、五万本分の魔力だ。昔は少数の魔力を放出するのにも時間がかかったが、今では十万程度の魔力であれば、空間に放出するのは五秒くらいでできるようになった。

「ハ、ハルト様、三割ですよ？　大丈夫ですか？」

　後ろからティナの声が聞こえた。そのティナが焦る様子に、周りのリファやリューシン、ルークたちがざわめく。うん、ティナはいい演技をしてくれる。

　空中に留めた魔力に火の属性を与える。十万の魔力の塊が炎に変わった。続いて形状を槍の形にしていく。太さ一メートル、長さ二十メートルの巨大なパルチザンが姿を現した。

　これをこのまま投げてもいいのだけど、多分的を貫通するだけで終わるので、派手さがない。

　派手にするなら、やっぱり爆発だよね。

　ということで、パルチザンの穂先に高威力の属性魔法である、闇と雷の爆裂魔法をコーティングしていく。もちろんこの爆裂魔法も消費魔力は少ないもので、単発の威力は低い。だから千層くらい重ね掛けしておいた。これで的の表面を派手に爆発した後に、的を槍が貫いてくれることだろう。
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　用意はできた。

　あとは全力で放つのみ！

「ファイアランス!!」

　俺の手から離れた炎の槍が、高速で飛んで行く。

　それが的に当たった瞬間──

　闇と雷の爆裂魔法が大爆発を起こし、辺りに爆風が吹き荒れた。かなり派手だ。でも正直、威力は弱いと思う。あとはなんとか、的を貫いていてくれれば成功だ。

　爆風が収まった。

「──えっ!?」

　的は台座ごと消滅していた。

　さらにその後ろの壁にも巨大な穴が開き、訓練所の奥にある中央街一ノ壁が見えていた。その壁の前には、先ほどまで俺の後ろにいたはずのティナが、両手をこちら側に突き出した状態で立っていた。

　い、いったいどうなってるんだ!?

　それに、ティナはいつの間に移動したんだ？

　そんなことを考えていたら、ティナが壁に空いた大穴から、訓練所の中へと入ってきた。

「ハルト様、私、三割でって、言いましたよね？」

　今にも泣きそうで、声が震えている。俺のことを敬称で呼んでいる。教師と生徒という設定を忘れるほど、動揺しているようだ。

「ティナ、ごめん、大丈夫か？　何があったんだ？」

「私がハルト様の魔法をなんとか逸らしたのです！　そうでなければ、中央街にも甚大な被害が出ていました!!」

「えっ、だって、俺は家でいつも同じような魔法を──」

「伯爵様のお屋敷の訓練所と魔法学園ここを一緒にしないでください！　あちらは私が時間をかけて、何重にも魔法障壁を張っているから、なんとかハルト様の魔法に耐えているだけです！」

「そ、そうなの!?」

　俺が放った魔法は的を消滅させ、壁を破壊し、それでも威力が衰えず中央街へと向かってしまったようだ。俺が加減を間違えた時のため、ティナは俺が魔法を放つ数秒前に、訓練所と中央街の防護壁の間に高速移動して防御魔法を張っていた。

　そのおかげで中央街への被害は防げたのだが、俺の魔法が予想以上の威力であったため、ティナであっても受け止めることはできず、空へ受け流すことしかできなかったようだ。

「ハルトって、ここまでヤバい奴だったのか」

「的の十倍の強度の壁を貫通させるとか、バケモノかよ」

「し、信じられません。レベル２５０のティナ先生でも、逸らすのがやっとの魔法なんて」

「補助魔法を一切使わずに、単独であの威力はさすがに異常ですよ」

　クラスの仲間たちは、俺から距離を取るように一歩ひいていた。

「今日はこの件の事後処理が必要なので、授業はここまでとします。今後のことは後ほど連絡しますので、皆さんは寮に戻っていただけますか？」

「わ、分かりました。先生」

　リファが皆をひきつれて訓練所を出ていく。

　俺もついていこうとすると。

「ハルトくんは残ってください」

「……はい」

　──ですよね。




　──＊＊＊──




　訓練所に併設された休憩室にやってきた。

「あの、ティナ、ほんとにごめんなさい」

「私、念を押して全力はダメって言いましたよね？」

「……はい、その通りです」

　自分の魔法の威力を知らなかったんだと言いたいけど、ティナの雰囲気がそれをさせない。

「死ぬかと思ったのですよ、私」

「えっ」

「と言うか、これが無ければ多分、死んでいました」

　ティナが金のペンダントを取り出した。それはティナが、いつも身に着けているものだ。その真ん中にはめられている赤い宝石が、真っ二つに割れていた。

「それ、魔具だったの？」

「はい。所持する人に危機が迫ると、一度だけ異世界の勇者様のみが使用できる絶対防御魔法が発動する──そういう魔具です」

　壊れたペンダントを見て、ティナの目から涙が溢れ出す。

「こ、これは、私のとても大切な方からいただいたものです」

　ティナの泣き顔を初めて見てしまった。勘違いした俺のせいだ。自分の力を正確に理解していなかった俺の責任だ。

「ごめんなさい。俺が何かできるか分からないけど、なんでもする。だから、泣き止んでくれないか」

「……なんでも、ですか？」

「あぁ」

「──てください」

「え？」

「昔みたいに、また一緒に寝てください！」

　転生した次の日から、俺はティナと一緒に寝なくなった。五歳児なら添い寝してもらっても問題ないが、俺が転生した後は中身が十七歳の男子なので、いろいろ問題がありそうだったからだ。まぁ、肉体が五歳なので何もできるわけないのだが。

　そんなわけで、転生したその日の夜に『今日からは一人で寝る』とティナに告げると、ティナが凄く悲しそうな顔をしたのを覚えている。

「なんでもって、言いましたよね」

「う、うん。でも、そんなことでいいの？」

「いいのです。できれば、ハルト様に抱きつく権利もください」

「……別にいいけど」

「ありがとうございます！」

　ティナがいきなり抱きついてきた。

　今かよ!?

　そう突っ込もうとしたが、ティナが震えているのに気付いてやめた。

「こ、怖かったです」

「ごめん、ほんとにごめん」

　ティナが落ち着いてくれるかなと、頭を撫でる。




　しばらくしてティナが俺から離れていった。

「ハルト様成分の補充完了です」

「そう、それは良かった」

「今晩も、やりますからね？」

「そうなの？」

「そうです！　今晩だけじゃなくて、これからずっとですからね！」

「えっ」

「……私、ハルト様の魔法で死にそうになったのですけど。それにたったひとつの宝物も壊されて──」

「わ、わかった！　寝る！　一緒に寝るし、抱きついてもいいよ」

「ありがとうございます」

　そう言ってティナが、ふふふと笑った。ここまで嬉しそうな顔をするティナを、初めて見たかもしれない。俺と一緒に寝て、何がうれしいんだろうか。抱き枕的な感じで寝心地いいのかな？　まぁ、ティナが元気を出してくれるならそれでいいか。




「ティナ、この壁壊しちゃったことだけど、俺が父上に直接謝るよ」

「そうですね。申し訳ないですが、そうしていただけると助かります。もちろん私もご一緒に伯爵様の元へ伺います」

「うん、お願い」




　──＊＊＊──




　その後、学園への報告を済ませてから、いったん学園を出て父上のいる伯爵邸へと帰った。人的被害が出なかったことと、俺が伯爵家子息ということもあり、学園側からは注意などを受けることもなかった。ただし、今後の対策と、壊した訓練所の修理を要請されたので、父上に報告して謝らなければならない。

　まさか入学二日目にして、家に帰ることになるとは思わなかった。




　父上に会って、事の顛末を話して頭を下げたが、父上は直ぐに赦してくれた。それどころか、俺の成長を褒めてくれた。ただ、今後は力の使い方に気をつけ、仲間や周りに被害を出さないようにしろと注意された。

　そして父上がティナに頭を下げた。息子である俺が、ティナを危険に晒したことを謝罪し、さらに俺の魔法から中央街を救ったことに対して報酬を出したいと言った。

　だが、ティナはその話を断った。報酬はすでに貰っている。そう言いながら俺の方をチラッと見てきた。

　分かってる。そう言うように頷くとティナは満足気に微笑んだ。




　──＊＊＊──




　俺とティナはイフルス魔法学園にある俺の屋敷へと戻ってきた。通常、伯爵邸と魔法学園は馬車で片道三時間くらいの距離があるのだが、ティナの飛行魔法で飛んで移動したので、父上との面会の時間も合わせても往復で二時間かかっていない。

　壊してしまった訓練所は、父上が何とかすると言ってくれた。今日は泊まっていけとも言われたが、ティナが学園でやることがあると言うので、こうして戻ってきたわけだ。

「やることってなんだったの？」

「もちろん、ハルト様と一緒に寝ることですよ。伯爵様のお屋敷ではほかのメイドさんもいて、ハルト様とふたりっきりでのんびりできませんからね」

　風呂に入って寝る準備をし、今はベッドでティナと一緒に横になっている。

「ティナはなんで、俺のメイドになってくれたの？」

　ずっと気になっていたことを聞いてみた。ティナの実力からすると、王国に仕えていてもおかしくない。父上もそれなりの財や権力を持っているが、ティナを雇えるほどではないのだ。むしろ国からティナを国に奉公させるようにと圧力をかけられているらしいが、ティナがそれを断っている。

　異世界から転移してきた勇者がいないこの時代、勇者相当の力を持っているティナを、国家ですら自由にできないのだ。

　そんなティナが俺に尽くしてくれる。何か理由があるのだと思っていた。

「……それをお話ししようとすると、ちょっと寝るのが遅くなりますが、大丈夫ですか？」

「俺は大丈夫。だから、ティナの話を聞かせて」

「分かりました」




「私が昔、異世界から転移してこられた勇者様たちと一緒に魔王を倒したお話は、もうご存知ですよね」

「うん、リファからちょっと聞いた」

「リファさん、私の魔物討伐記録を盛ってハルト様に話していたので、少し恥ずかしかったです。ただ、異世界から来た勇者様と冒険したお話の流れは、彼女の話していた通りです」

「そうなんだ」

　そうだよね。あの魔物討伐記録はさすがに事実じゃないよね？

　武器がなかったからフレイムドラゴンを身体強化魔法だけで倒したなんて、さすがにないよね？

「あ、ちなみにリファさんが話していた内容で、ちゃんと正しいのってフレイムドラゴン討伐の話くらいですから」

「そ、そうなの？」

　ドラゴン討伐それはほんとなのかよ!?

「さすがに私でも、ゴーストキングを拳圧だけで吹き飛ばしたりはできませんよ」

　それができたらもう、完全にバケモノですよ。

「さて、話は戻りますが実は私、勇者様たちの中にお慕いしていた方がいらっしゃいました」

　前回の勇者召喚では五人の異世界人がこちらの世界を救う勇者としてやってきた。その中のひとりを、ティナが好きになったらしい。

「その方は勇者様たちの中心的な人物ではありませんでしたが、魔族や魔物によって街や村が襲撃を受けているという話を聞くと、いつも真っ先に駆けつけてくださいました」

　転移勇者は魔王を倒せば元の世界に戻れる。この世界ではそういった契約で、創造神が勇者を召喚することが多いらしい。勇者とはいえ、国や街を救う必要はない。彼らからすれば異世界人がどれだけの被害を受けていようが無視して、魔王さえ倒せば元の世界に帰れるのだから。でも、そうしなかった勇者がいたようだ。

「たったひとりで魔物の大群に立ち向かう彼に、私たちは勇気をいただきました。彼が魔王を倒したわけではありませんが、私は彼こそ真の勇者様だと思っています」

　昔読んだ絵本では、魔王を倒した勇者は確かに強そうに描かれていた。だが、その勇者は敵が本当に強く、仲間がピンチにならないとほとんど話に登場してこなかった。街や村を救って、人々から感謝されている勇者は別の人物が描かれていた。おそらく、そっちがティナの言う真の勇者なのだ。

「私はその勇者様と一緒に過ごす機会が多く、いつからか彼をお慕いするようになっていました。勇者様たちは魔王を倒したら、直ぐに元の世界に戻ってしまわれますから、こちらの世界の我々にはなんの興味も持っていただけないかと思っていました。ですが、彼は私の想いに応えてくださいました」

「その勇者と、恋人になったってこと？」

「はい。色んな手を使って、彼と恋仲になりました。そ、その、彼とそこまで進んだ関係になったわけではありませんが……でも、それからの彼との冒険の日々は今でも、私の中で最高の思い出です」

　昔を思い出し、ティナの顔が綻ほころぶ。

　そこまで進んだ関係にはなってない──ね。

　てことは、ティナはまだそーゆー経験がないってことかな？　ティナには悪いが、ちょっと嬉しくなってしまった。

「ですが、その楽しかった時間も、彼の仲間の勇者様が魔王を倒したことで終わりを迎えました」

　ティナの声が暗くなる。

「転移勇者って、この世界に残るっていう選択はできないの？」

「彼もいろいろ手を尽くしてくれましたが、どうしようもなかったようです」

　転移勇者が魔王を倒すと、彼らは強制的に元の世界へ送り返されるようだ。

「私の曾祖父は、魔王を倒す前に曾祖母との間に子を儲けました。その子供というのが、私の祖父です。この世界に子供を作っていても、勇者様は元の世界に帰らなければいけないようです」

　ティナがペンダントを、テーブルの上に置いた。

「これは、私を護れるようにと、勇者様が特別な魔法を込めて作ってくださったものです。魔王が倒された時、こちらの世界から消えゆく彼が最後に残してくれた、たったひとつの宝物です」

　一度きりではあるが、持ち主にどんなことがあっても必ず護るという絶対防御の魔法が込められたペンダント。

　そんな貴重で、ティナの思い入れのある魔具を使わせてしまったことを、非常に申し訳なく思う。

「さて、ここからが私がハルト様をお慕いする理由です」

　ティナが真っすぐ俺を見つめてくる。

「私は、ハルト様をその勇者様の生まれ変わりだと信じていました」

「えっ!?」

　──それはない。

　ハルトは西条遥人の生まれ変わりであり、遥人に勇者としてこの世界に来た記憶がないからだ。

「十年前のある日、私はあの御方と同じ魔力を持つ子供が、この世界に生まれたのを感じ取りました」

「それが、俺ってこと？」

「そうです。私は、異世界から来た勇者様を除けば、この世界で一番魔力検知能力が優れていると自負しています。その私が、彼の魔力を間違えるはずがありません。ですから私はその赤子を捜し出し、その親であった伯爵様と交渉して、ハルト様の従者となったのです」

　ティナに俺が別人であると打ち明けるべきか悩む。でも、今言わなければならない気がする。

「ティナ、申し訳ないけど俺は──」

「あの勇者様ではない。そうですよね？」

「……わかってたのか」

「五年前、ハルト様の肉体に別の誰かが転生したのは何となくですが気づきました。私はそれが、あの御方であってほしいと願いました……でも貴方は、勇者様ではないのですよね？」

「うん。俺は確かに転生者だ。でも、俺にはこっちの世界に来たことも、ティナと冒険した記憶もない」

「そうですか……そう、ですよね。もし彼なら、転生した時に何かしら言ってくれるでしょうから」

「ごめん、ティナ」

「ハルト様が謝る必要なんてありません。実を言うと私も初めは落胆しました。なんで彼じゃなかったのかと思った時もありました。でも、ハルト様が毎日魔法の訓練を懸命にこなす姿を見て、何事にも全力で取り組んでいた彼の面影を重ねるようになってしまいました」

　ティナに抱きしめられた。すごくいい匂いに包まれる。

「ずっとハルト様を見ていました。以前は、彼の転生であったらいいな、と。でも今は、ハルト様を見ています」

「……俺でいいの？」

「ハルト様がいいんです」

　このティナの言葉で決心がついた。

「ティナ、俺は強くなるよ。その真の勇者以上に。それでティナも、この世界も護る」

「ハルト様……」

「だから、これからも俺と一緒にいてくれないか？」

「はい！　ずっと一緒にいます」




　俺のこの世界での目標が決まった。

　強くなろう。

　チート能力を持つ転移勇者よりも強く。

　ティナが愛した勇者みたいに、ティナや世界を護れるくらい強く。

　呪いのせいでレベルは上げられないけど、できることはいっぱいある。

　力を身に付け、賢者として世界に認められるんだ。

　レベル１の最強賢者を目指そう。

　俺は、ティナの勇者になる。




　──＊＊＊──




　翌朝、目覚めたらティナがいなかった。

「おはようございます。ハルト様」

　昨日のティナとの会話は夢だったのか──そんなことを考えていたら、扉を開けてティナが寝室に入ってきた。

「朝食の準備ができています」

「うん、今いく」

「ハルト様、少しよろしいですか？」

「ん？」

　ティナが顔を近づけてきた。

　俺の唇に、凄く柔らかいものが当たる。




「えっ」







[image: ]







　ティナを見ると頬が紅潮している。

「不束者ですが、これからよろしくお願いしますね。私の勇者様」

　そう言い残してティナが部屋を出ていった。

　キスしてしまった。

　ティナと。

　彼女の唇は凄く柔らかかった。

　近くで見たティナの顔は、凄く綺麗だった。

　少し照れている様子のティナも可愛かった。

　俺はあらためて、ティナを護れる勇者になろうと心に決めた。




　──＊＊＊──




　俺が壊してしまった訓練所の様子が気になって、かなり早い時間に教室に来たのだが、訓練所の壁や床はもうすでに修理が終わっていた。たまたま通りかかった学園の事務員の女性たちの会話を聞いて、昨晩から急ピッチで工事が始まり、ものの数時間で修理が完了したということを知った。

　なんでも建物の修理ができる魔法使いや、建築に長けたドワーフたちが数十人も集まり、瞬く間に直していったのだとか。

　おそらく、指示したのは父上だ。あらためてこの世界の貴族の力を思い知る。

　訓練所を確認した後、ティナは教師たちの会議があるとかで、学園の中央街の中へと入っていった。そんなわけで、俺はひとりで教室に来ていた。




「お主、昨日の魔法あれは規格外じゃな。さすがの我も驚いたぞ」

「──!?」

　自分の席でぼーっとしていると、いきなり後ろから声をかけられ驚いた。

「ヨウコか。いつからいたんだ？　来たの全然気づかなかったよ」

　俺に声を掛けてきたのは、着物を着た黒髪の美少女。クラスメイトのヨウコだ。

「我か？　我ならお主が来る前からずっとここにおったぞ」

「は？」

　俺は教室にひとりだったはず。いや、それ以前に俺には気になることがあった。

「ヨウコ、昨日って訓練所にいたか？」

「もちろんじゃ」

「……俺たち、ヨウコの魔法見てないよな？　そもそもヨウコがそこにいたか覚えてないんだけど」

　順に皆が魔法を使い、ティナが残りは俺とルークだと言った時に違和感を覚えたのはこれだった。あの時俺たちは皆、ヨウコのことを完全に忘れていたのだ。しかも、単に忘れていたのではない。直前にヨウコと会話していたのにも関わらず、あの時はヨウコの存在自体が頭の中から抜け落ちていたような気がする。

「お主はすでに我の魔法を見ておる」

「どういうこと？」

「存在を希薄にする──それが、我が魔法じゃ。だから、お主らと同じく訓練所におった我のことを認識できんかったのじゃ。先ほどもな」

「感知されにくくする魔法ってこと？」

「もう少し上位の魔法じゃ。存在自体が希薄になるので物理攻撃を受けにくくなるといった効果もある」

「そんな魔法があるのか」

「まぁ、我特有の魔法であると言っても過言ではない。今は我以外に使えるものはおらんからな」

　ヨウコが得意とするのは存在を薄くする魔法だと言っているが、それだけではない気がする。

「ふーん、じゃあ、その尻尾に溜まってる魔力は、また別の魔法なのか？」

「な、何っ!?」

　背中から見えていた魔力の尻尾をヨウコが隠す。

　いまさら隠したところで、意味なんてないけどな。

「お主、これが見えておるのか？」

「ぼんやりとだけどね」

「ま、まさか尾を見られるとは……消すしか、ないか？」

　何やら物騒なことを言い出した。

「やめろよ？　俺たち仲間だろ？　誰かに知られたくないなら、俺は絶対喋らないから」

　襲ってくるのなら黙ってやられる気はないが、ヨウコはクラスメイトなのだ。できれば争うようなことはしたくない。

「しかし、こやつは規格外じゃ。今の我では到底勝てぬ」

　まるで俺の言葉など、全く聞こえていないかのようにヨウコが呟く。

　尻尾を俺に見られたことで、かなり動揺しているのだろうか？

「……仕方ないのぅ」

　何かを諦めた表情をしながらヨウコが近寄ってくる。そして突然俺の右手を取り、その甲に口付けをした。

「お、おい、なにすんだ!?」

「契約じゃ」

　俺の右手の甲に魔法陣が浮かび上がった。ヨウコの右手の甲にも、同じ形状の魔法陣が浮かび上がっている。昔読んだ本で、これと似た魔法陣を見たことがあった。確か、東方の島国で使用される主従契約の魔法陣だ。

「おい、これってまさか!?」

　ヨウコに主従契約を結ばされた。俺は強制的に、彼女に隷属させられたのだ。

　これでもう、俺はヨウコに逆らうことができない。

　と思っていたのだが──

「あ、あれ？」

　今、俺はヨウコの両肩をつかんでいる。

　なんで俺を隷属させたのかヨウコに詰め寄ろうとして、彼女の肩に手をかけたのだ。

　しかし、よく考えれば隷属させられた者が、主人に敵意を持って触れられるわけがない。

「何か勘違いしておらぬか？　先ほど結んだ主従契約は、我がお主に仕える契約じゃ」

「は？　なんでそんなことを──」

「それは我が九尾狐で、お主の庇護下に入りたいと思ったからじゃ」

　俺の疑問に対して、俺に隷属しているヨウコが答える。その後の彼女の話を要約すると、こんな感じだ。

　ヨウコは九尾狐という魔族で、人化の能力を持っている。

　九尾狐とは魔力を尻尾に集めることで成長し、成長しきると天災として恐れられる魔族だ。ヨウコはこの学園に、魔力を効率よく集めるためにやってきた。認識阻害の魔法以外にも、彼女は超強力な洗脳魔法が使用できる。ある程度の魔力が集まれば、洗脳魔法で教師や学生を意のままに操り、学園を支配するつもりだった。

「……てい！」

「ふぎゅ！　な、何をするのじゃ!?」

　ヨウコがやろうとしていたことに唖然とし、思わずヨウコの頭に手刀を落としてしまった。

　痛そうに頭を押さえるヨウコは、ちょっと可愛い。

「何をするってのはこっちのセリフだ。お前、この学園を襲って支配するつもりだったのか」

「この学園は手始めじゃ。ゆくゆくはこの国を、この世界を支配下に置いてやろうと考えておる。さぁ、主よ、ともに覇道を歩もうではないか！」

「てい！」

「ふぎゅぅ！　や、やめぬか!!」

「とりあえず、危ないことはやめなさい」

「お主、あれだけの力がありながら覇権に興味がないのか!?　我と協力すればゆくゆくはこの世界が手に入るのじゃぞ？」

　呪いなんかじゃなく、普通にチートスキルをもらってこの世界に転生したのであれば、もしかしたらそういうことを考えたかもしれない。少なくとも邪神に転生させられた直後の俺には、チートスキルを使って無双したいという願望があった。

　しかし今は──

「世界征服なんて興味はない。俺は魔王じゃなくて、勇者になりたいんだ」

「なん、じゃと？」

　ヨウコが愕然とした表情をしていた。俺にはこの世界での目標がふたつある。

　ひとつ目は、ティナが愛したという真の勇者以上に強くなること。俺は、ティナの勇者になりたかった。

　ふたつ目は、邪神への仕返しだ。

　邪神は、俺に活躍されるのは困る──そう言っていた。だから俺は、魔を祓う者として可能な限り活躍してやりたい。それが、俺を殺した邪神への仕返しになるのだから。

「我の尻尾に気づいておったなら、この溜まった魔力を利用しようと思ったのではないのか？　だから、あの教師にも黙っておったのではないのか？」

「いや、なんか隠してるっぽかったから、黙ってただけだよ？」

「お主、九尾狐がこの世界で天災の一種として数えられることを分かっておるのか？　九尾狐の存在に気づいたのならばすぐさま排除するか、あるいはその力が未熟なうちに手中に収めようとするのが貴様らヒトではないか！」

「そうなんだ」

「そうなんだって、お主……」

「とにかく、俺はヨウコの魔力を使って悪いことしようとは思ってないし、ヨウコのことを誰かに言いふらすこともしない──って、さっきも言っただろ？」

　もし俺がヨウコの力を利用して世界を支配したら、それは邪神の助けになってしまう。そんなことは絶対にしたくなかった。

「えっ、では、我が契約したのって」

「無駄じゃない？　契約なんかなくても俺はヨウコに危害加えたりしないよ。クラスメイトだしな。契約、解除してもいいぞ？」

「……できぬ」

「えっ？」

「我より上位存在であるお主の庇護下に入るために、尻尾一本分の魔力を使ってお主との間に絆を作った。絆が強すぎて我からは解除できぬ」

「なら、俺の方から解除すればいいのか？」

「お主が契約を解除して、我に危害を加えられるのが一番困るのじゃから、それはできないようにしてある」

「一方的に契約しといて、ヨウコが有利過ぎない？」

　どんな契約なんだ、と思った途端、頭の中に契約内容が流れ込んできた。それは──

　ヨウコの命を奪う危険性がある行動以外であれば、どんな命令であってもヨウコは俺の命令に従う。

　その代わり俺からは契約を破棄できず、ヨウコに対して少し庇護欲が掻き立てられるというもの。

　ヨウコは俺が考え込んでいる姿を見て、契約内容を俺が知ったことを悟ったようだ。

「……理解したかの？　我はお主に、この命以外のすべてを捧げたのじゃ」

　こうして俺は天災となりうる力を持った、俺に従順な魔族ペットを手に入れた。




「おはよーって、ハルト……お前それどうしたんだ？」

　ヨウコに主従契約を一方的に結ばれておよそ三十分後、ルークが教室にやってきた。その時、俺はヨウコを膝の上に乗せてその頭を撫でていたので、ルークが驚くのも無理はない。ヨウコは目を細め、気持ちよさそうにしている。俺はヨウコに対して庇護欲が掻き立てられる契約で、なんとなくヨウコの頭を撫でてやりたくなっていた。

「ルークか、おはよう」

「お前ら、そういう仲なの？」

「んー、まぁそんなとこ。ヨウコ、そろそろ皆が来るから席戻っとけ」

「ぬぅ、我はこのままでも構わぬのだが。主様がそう言うなら戻るとしよう」

　そう言ってヨウコが俺の後ろの席に移動した。

「主様って……あれ？　そういや昨日、ヨウコの魔法を見たか？」

　ルークがヨウコの魔法を見てないことを思い出したようだ。

「存在を隠すのに長けた能力を持ってるらしい。それで昨日は俺たち皆がヨウコの存在も忘れかけてたんだと」

「おー、それは珍しい能力だな。珍しいと言えばハルトの魔法、強すぎじゃない？　何あの威力。賢者の孫っていう俺の立場ないんだけど」

　嫌味とかではなく、どこか楽しそうな感じでルークが話しかけてくる。

「いや、ルークの究極魔法もヤバかっただろ。それにここの学園長の孫なんだって？　聞いてないぞ」

「あはは、言ってないからな」

　ルークは権力があっても、それを振りかざすのは好まないようだ。彼に対する好感度がますます上がる。

　その後しばらくしてリファが来て、その後ルナ、メルディ、リューシンとリュカ、それからマイとメイが教室に入ってきた。それぞれがヨウコに昨日、訓練所にいたかどうかを確認してきたので、そのたびに俺が説明していた。ヨウコとの契約のせいか、自然に俺が説明に入ってしまう。そうこうしていると、ティナが教室に入ってきた。

「皆さん、おはようございます」

「「「おはようございます」」」

「昨日は授業をほとんどできず、申し訳ありませんでした。訓練所はすでに直していただけたようですので、本日から通常授業を再開します」

　ティナはヨウコのことに触れなかった。ティナは魔力感知能力が優れているらしいので、もしかしたらヨウコが魔法で気配を消していたことにも気づいていたのかもしれない。というか、ルークと俺のどちらが魔法を先に使うか聞いてきたとき、ティナは『八人の魔法を見た』と言っていたことを思い出した。

　やはりティナは、ヨウコの魔法を見破っていたのだ。




　今日は座学の授業からスタートした。

　ティナが教科書を読みながら、そこに載っていない知識などを補足しつつ、俺たちへの問いかけもしてくる。その問いかけがかなりむずかしい。賢者であるうえに、ティナから教わっていた俺はすべての答えがわかるが、普通の魔法学園一年生が答えられるような問題ではないはずだ。

　実際にリューシンやメルディは回答に苦労している。なのにルナやルーク、それからリファはスラスラ答えていく。俺は少し、このクラスの特異性に気づき始めた。




　まず、教師が伝説と呼ばれるティナ＝ハリベル。

　賢者を祖父に持ち、極大魔法も使えるルーク。

　ありとあらゆる補助魔法を使いこなし、この学園の上級生でも回答がむずかしい問題をスラスラ解くルナ。

　周囲の空間から、ありえないほどの魔力を集めることができるリファ。

　格闘術に魔法を組み込んだ特殊な技を持つ、獣人族のメルディ。

　ドラゴノイドという珍しい種族で、リューシンは高威力の攻撃魔法を、リュカは魔力が通っていればなんでも治せる回復魔法が使える。

　人化した魔族で、成長すると災厄と呼ばれるほどの力を持つヨウコ。

　本来相反する魔法を融合させ、高威力の魔法へと昇華させる能力があるマイとメイ。




　どう考えても、学園の中でも特異な学生がこのクラスに集まっていた。偶然ではない気がする。

　ティナがこうなるように調整したのだろうか？

　何となくティナの方を見ていると、ティナと目が合い微笑んできた。考え事はやめて、今はティナの授業をまじめに受けることにした。




　その後、ティナの問いかけに全問正解したのは俺とルナだけで、リファが悔しそうにしていた。俺は賢者だから当然として、ルナは凄いと思う。この教室の入口を護る石像の強さを見抜いたことなども考慮すると、ルナはかなり魔法に関する知識が豊富だ。




　──＊＊＊──




　座学の授業が終わった後にクラスの皆と昼食を取り、訓練所に移動した。午後からは実戦訓練を行うらしい。

「皆さんに、お知らせがあります。七年生のクラスとの対戦が、三日後に行われることになりました」

　訓練所に着くと思い出したようにティナがそう告げた。

「えっ!?」

「み、三日後？」

「いくらなんでも早すぎないですか？」

「七年生って、最上級生じゃないですか！」

　クラスの全員から驚きの声が上がる。この学園の七年生と言えばほとんどの生徒が中級魔法を使いこなし、上級魔法が使える生徒もいるほどだ。卒業して、ギルドに登録すればいきなりＤランク、もしくはＣランクにもなれる実力を持つ者たち。そんな奴らと三日後戦わなくてはならない。不安しかない。

「大丈夫ですよ、七年生と言っても三ノ壁の外側にある教室のクラスですし」

　俺たちの教室は一ノ壁の外側にある。

　相手となるクラスは三ノ壁の外側の教室にいるようなので、七年生の中ではそこまで強い方ではないらしい。

「それに皆さん、昨日仲間の実力を確認したはずです。全員が高レベルの魔法を使いこなしていました。単純な個人戦で後れをとることはないでしょう」

　ティナの言葉で、クラスの仲間たちから次第に不安が消えていくのが分かった。

「対戦方法ですが、一対一の勝ち抜き戦で、メンバーは五人です」

　すべての生徒が戦闘に向いている魔法が使えるわけではなく、ルナのように補助魔法を得意とする生徒も多い。なので、クラス全員が戦うことは少ない。今回は五人がクラス代表として戦うことになる。

「戦ってもらう五人ですが、リファさん、リューシンさん、メルディさん、ルークさん、ハルト様にお願いします。戦う順は今名前を呼んだ通りです」

　ティナはすでに戦うメンバーを決めているようだ。

　俺たちの意思は関係ないのだろうか？

「分かりました、先生」

「しゃぁ！　ぶちのめしてやるぜ」

「うちもやるでぇ！」

「この面子か、ハルトに回す前に終わりそうだな」

　俺以外のメンバーは、全員やる気のようだ。ティナが俺に敬称をつけて呼ぶことには、誰も突っ込んでくれなかった。

「では、対戦に向け、対人訓練を始めましょうか」

　そう言ってティナが手を叩くと、この教室の入口に立っていたのとよく似た石像が現れた。

「この石像は速い・硬い・強いをコンセプトにした私特製の人造魔物です。動きも人間と近く、これを倒せれば対戦でも負けることはないでしょう」

「先生、対戦で戦う順番と同じで、私からやっていいですか？」

「えぇ、リファさんお願いします」

「じゃ、その次俺な」

「リューシンの次はウチがやる!!」

　その後、俺たちは三日間、ティナ特製の石像と戦い続けた。




　──＊＊＊──




　対戦当日、俺たちは学園内にある闘技場にいた。

　一番手で対戦に臨んだリファが、闘技台の上でオロオロしている。

　無理もない。

　一対一の対戦で、相手の七年生五人全員を一撃で倒してしまったのだから。

　──どうしてこうなったのか。




　時は遡り、対戦開始前。

　お約束のように俺たちは相手の七年生たちに絡まれた。

「なんで新入生が一ノ壁に教室を持ってるんだ？」

「親のコネだろ、痛い思いをしないうちに降参しろ」

「こいつ、結構可愛くないか？　遊んでやるから降参しなくてもいいぞ」

「それもそうだ、遊んでやるか。ふひひひ」

　などと言われたい放題だった。俺は他人の魔力が見えるので七年生の魔力をチェックしたが、全員たいしたことなかった。俺たちのクラスの中では一番魔力量が少ないのはルナだが、七年生は五人全員を足してもルナの半分くらいしか魔力がなかったのだ。

　正直、負ける気がしない。

　俺たちは七年生たちを無視して、闘技場の控え室に向かった。彼らには俺たちがビビって逃げていったように見えたのかもしれない。笑い声が後ろから聞こえてきた。だが、それを気にする者はここにいなかった。俺たちが昨日まで、戦い続けたティナ特製の石像──あれより強そうな相手が一人もいないことに全員が気づいていたからだ。

「なんか余裕そうだな」

「うん、最上級生が相手だって言うから不安だったけど、ティナ先生の石像を相手にしてからアレを見るとウチらが勝てない理由が見つかんないね」

　そんな会話をリューシンとメルディがしている。

「でも、油断せずにいこう。相手は七年生だし、特殊な魔法とか持ってるかもしれない」

「そうですね。ハルトさんの言う通り、油断せずに行きましょう。まずは私がひとり倒します！」

「あぁ、リファ。頑張ってくれ」

　──そんな感じで、リファに声をかけたのが懐かしい。




　対戦が始まり、まずリファが闘技台に上がる。

「おっラッキー！　一人目お前か。可愛がってやるよ。よろしくな」

　相手の七年生はニヤニヤしながらリファを見ていた。審判の合図で戦いが始まった。リファは直ぐに魔法で弓を創り出し構えたが、相手は微動たりともしなかった。

「撃ってこいよ。無駄だって分からせてやる」

　下級生だと舐めているのか、リファに先手を譲るという。本来ならば相手の攻撃を避けながら魔力を周囲から集めなければならないので、時間がかかるはずだった。

　しかし、相手は本当に何もしてこない。

　リファは幸いと言わんばかりに魔力を矢に溜めまくった。

「は？　えっ、な、なんだその魔力は!?」

　俺以外の生徒にも視認できるほど一点に集中した魔力が、リファの周囲の空気を震わせる。リファの対戦相手もそれに気付き、慌て始めた。リファの魔法発動を止めるため、手を闘技台につき、土魔法をリファに向けて放つ。

　──だが、もう遅い。

「ウインドアロー！」

　リファが魔弓の弦から指を離すと、風の矢が高速で放たれた。

「ふぐゎあ!!」

　風の矢は、リファに向かってきていた土魔法を消し飛ばす。そして、そのままの勢いで相手生徒も吹き飛ばした。

　リファは対戦相手を殺してしまわぬよう、風の矢の先端を貫通力の高い形状ではなく、当たった瞬間に衝撃が発生して対象を吹き飛ばすものへと変えていた。風の矢は、リファの対戦相手を吹き飛ばしただけでは消えなかった。観客へ魔法が飛ばないようにするために、闘技台の周囲に張られた半透明の防御魔法壁をも打ち破り、その後ろに控えていた残り四人の対戦相手も吹き飛ばしてしまったのだ。

　吹き飛ばされ、闘技場の壁に打ち付けられた五人は起き上がってこない。手足がピクピクしているので、全員死んだわけではなさそうだ。

「…………」

　闘技場内が沈黙に包まれた。

　一ノ壁に教室を得た一年生と最上級生との対戦ということで、多くの生徒や教師が見学に来ていたのだが、魔法壁が破壊され、さらに五人をまとめて吹き飛ばした魔法の威力に、闘技場を訪れた全員が驚いていた。ちょっと多めに魔力を溜めてみたが、防御魔法壁すら貫通してしまったことにリファ自身が驚いて、闘技台の上でオロオロしていた。

「皆さんが石像と戦ってる時、私が全力で魔法壁を張っていたんですからね。その辺の教師が張った魔法壁で私の生徒の魔法を止められると思わないでほしいですね」

　ティナがどこか誇らしげに語る。

「み、認められない！　と、闘技台の外への攻撃なんぞ反則だ！」

　髪の薄い五十代くらいの教師が、ティナのもとへと詰め寄ってきた。彼は相手の七年生クラスの担任だった。

「闘技台の外から中への攻撃は反則って決まりがありますけど、その逆はありませんよ。まず個人の魔法で魔法壁が破られることなど想定していませんでしたから」

　審判をしていた教師が、髪の薄い教師を止めに来てくれた。

「それより、どうします？　全員戦闘不能であればティナ先生のクラスの勝ちとなりますけど」

　倒れていた相手生徒たちは担架で運ばれていった。しばらくしたら全員、回復魔法で元気になるかもしれないが、時間はかかりそうだ。

「審判、先ほど倒れた生徒たちはあそこで応援していただけだ。選手ではない！」

「は？　いや、しかし──」

　審判が対戦名簿を確認する。確かに先ほど運ばれていった全員が選手登録されていた。

「エドガー、こい！」

　エドガーと呼ばれた体格の良い生徒が、眠そうに髪の薄い教師のそばまでやってきた。

「なんすか。俺の出番はないって言ってませんでした？」

「予定変更だ。全力で奴らを蹴散らせ」

「いや、ですからエドガー君は選手ではないと──」

「私のクラスは問題ないですよ。続きをしましょう」

　審判が止めようとするも、ティナがこのまま続きをしようと言い出した。

「何を勘違いしているのかは知らんが、後悔するがいい」

　そう言い残して、髪の薄い教師はエドガーを引き連れて自陣へと戻っていった。

「リファさんはエドガー君とは相性が良くなさそうですので、次の試合は棄権してもらっていいですか？」

「はい、先生」

　リファは素直にティナの言うことを聞いた。やりすぎたことをちょっと反省しているようだ。

「お疲れ様です。素晴らしい魔法でしたよ」

「あ、ありがとうございます！」

　自分たちの種族間で英雄と呼ばれているティナに褒められ、リファはすごく嬉しそうだった。

「では、次はリューシン君。お願いしますね」

「りょーかい！　俺も全力でいいの？」

「もちろんです。あの教師も一緒に吹き飛ばす勢いでやっちゃってください」

　ティナがいつになく過激だ。あの髪の薄い教師にイライラしているのかもしれない。




　リューシンが闘技台に上がる。エドガーも怠そうに闘技台に上がってきた。エドガーの後ろで、相手のクラスの残り四人が何やら魔法を唱え始めた。彼の身体がさまざまなオーラに包まれていく。

　闘技台の外から補助魔法を使って強化しているのだ。魔力の流れをよく見たら、髪の薄い教師も周りにバレないよう補助魔法を使っていた。

「あれって、いいの？」

「闘技台の外からの攻撃はダメですけど、補助はいいみたいですね」

「ふーん、でも、教師はさすがにダメじゃない？」

「ハルト様、よくお気づきで。あれは見過ごせませんね」

「試合、中止させる？」

「いえ、こちらも同じことをします。ルナさん」

「は、はい」

「リューシン君に全力で補助魔法をお願いします」

「わかりました！」




　──結論から言おう。

　俺たちは圧勝した。

　ルナの全力の補助魔法を受けたリューシンが、腕を竜化させ、全力の魔力を乗せて放った拳圧はエドガーを吹き飛ばし、張り直された魔法壁をあっさりと破った。そして、エドガーの後方にいた四人の生徒と髪の薄い教師を盛大に吹き飛ばした。

　こうして、俺たちのクラスは初の対戦に勝利し、教室の防衛に成功したのだ。




　──＊＊＊──




「かんぱーい！」

　対戦が終わった後、俺たちは中央街にあるレストランに打ち上げに来ていた。お酒を飲めない者もいるので、全員ジュースで乾杯する。

「皆さん、お疲れ様でした」

「私、一発しか魔法使ってないので大して疲れてないです」

「俺も俺も。それよりルナ、補助魔法ありがとな！」

「は、はい。リューシンさんの魔法で、あの先生が吹っ飛んでいったのは、少し爽快でした」

「そうですね、あれはスカッとしました。何はともあれ、初の防衛成功です！」

「「「いえーい！」」」

「今回は最上級生とは言え、あまり強くないクラスが相手でしたから圧勝できました。でも、次回はもっと強いクラスが対戦を申し込んでくるかもしれません」

　そうだ。今回余裕で勝てたからと言って、油断はできない。俺たちは毎月対戦をしなければならないのだ。それに俺たちの対戦を多くの生徒と教師が見ていた。今後は、今回のように一撃でまとめて相手を倒せることは少なくなるだろう。

「また、一対一の対戦ではなく、持久力勝負であったり、補助魔法の効果で優劣をつけるような対戦になるかもしれません。今日の勝利で満足せずに、明日からも授業でしっかり学んで、もっと強くなってくださいね」

「「「はい！」」」

　その後、思う存分飲み食いし、打ち上げは解散となった。




　──＊＊＊──




「ハルト様、見せ場を作ることができず、申し訳ありませんでした」

　屋敷へ帰る途中、ティナが謝ってきた。

「別にいいよ。クラスが勝つことのほうが大事だろ」

「それはそうですが……私がハルト様の戦っているところを見たかった、というのもあります」

「そっか。じゃあ次の対戦では、ティナにいいところ見せられるように頑張るよ」

「期待していますね。ところで──」

「あぁ、ティナも気づいた？」

「はい……ヨウコさん、いますよね？　出てきてください」

　ティナが後ろを振り返り、誰もいないはずの空間に向かって呼びかける。

「ふむ、さすがティナ＝ハリベルじゃな。契約を結んだ主様でもないのに我に気付くとは」

　誰もいなかったはずのその場に着物姿の少女、ヨウコが現れた。

「お褒めいただき、ありがとうございます。それはそうと、なぜ私たちの後を付けてきたのですか？　あと、契約とは？」

「あぁ、それは俺が話そう」

　今朝、ヨウコに主従契約を結ばれたこと、ヨウコが魔族で元々はこの学園の支配を目論んでいたことなどをティナに説明した。

「なるほど、では貴女はハルト様に取り憑いた魔族であると」

　ティナがなぜか怒っている。そして右手に魔力を集め、高位魔法をヨウコに向けて放つ準備を始めた。

「ま、待つのじゃ！　我は主様に絶対服従じゃ。だから主様が望まぬなら、この学園の支配など絶対にしない、だから赦してくれ！」

　ティナの纏った膨大な魔力にあてられて、ヨウコの身体が震えていた。

「ティナ、待ってくれ。ヨウコには悪さはさせないから。このまま生徒として学園にいさせてやれないか？」

「ハルト様は契約のせいで、その女狐を護りたくなってしまっているのです。悪魔がよく使う手段ですね。ご安心を、私がそいつを倒しますから」

「ひぃ、あ、主様ぁ」

　ヨウコが尻もちをついて、泣きそうな表情でこっちを見ている。俺に従順な和服美少女がいなくなるのも、俺の専属メイドが誰かを殺すのを見るのも嫌なので、俺はヨウコを庇うようにその前に立った。

「ティナ、落ち着け。俺はもう、契約の影響なんか受けてないから」

「「えっ？」」

　ティナとヨウコから呆けた声が上がる。

　実はヨウコに契約を結ばれたあと、ステータスボードを確認したのだが──




　状態：呪い（ステータス固定）〘固定〙




　となったままでヨウコと契約を結んだことなど、まるで無かったかのようになっていた。すでに邪神の呪いがかかっているせいなのだろうか？　ちなみに、ヨウコの右手には主従契約の印がしっかり残っているが、俺の右手の印はいつの間にか消えていた。まだほんの少し、ヨウコに対して庇護欲が掻き立てられる気がするが、無視しようと思えば無視できるレベルのものだ。

　つまり、ヨウコは俺に従順になるという主従契約が残っているが、俺はヨウコに対して何かしてやらなくてはいけないと思うほどの効果はなくなっている。

　俺は一切のデメリットなしで、着物美少女を好き勝手にできるようになったのだ。

　魔族とはいえ、人化しているヨウコの見た目は人間そのものだ。しかも、けっこう可愛い。そんなヨウコを殺させてしまうなんてとんでもない。

「ヨウコ、立て」

「は、はい」

　俺の命令でヨウコが立ち上がる。

「一回回って、にゃーと鳴け」

「に、にゃー」

　ヨウコはその場で一回転した後、物凄く恥ずかしそうに鳴いた。

「な？　俺の命令には絶対服従だ」

「あ、主様……」

　主従契約による初めての命令で、自分の意思とは関係なく、身体が勝手に動いたことにヨウコは戸惑っているようだった。

『我、狐なのじゃ』というヨウコのつぶやきが聞こえた気がするが、空耳だろう。

「ハルト様には服従するかもしれませんが、この者はハルト様以外には洗脳や攻撃ができてしまいます」

「じゃあ、ヨウコは俺が許可した時以外はヒトに悪意を持った攻撃するのは禁止な」

　ヨウコの右手にある主従契約魔法陣を指で触りながら命令した。

「わ、わかったのじゃ」

「これで問題ないだろ？　あと、ヨウコに用がない時は常に俺のそばにいさせて、俺が監視するからさ」

「で、ですが、ハルト様のそばに魔族を置くなど危険です。それに、ヨウコさんは美少女ですし、その、ずっと一緒にいたりしたら、ハルト様の貞操が……」

　後半、急に声が小さくなり、ティナが何を言っているのかよく聞こえなかった。




　その後、屋敷に帰ってきたのだが、ヨウコもついてきた。俺の屋敷で一緒に暮らしたいらしい。俺が見てない時に、ティナに何かされないか恐れているようだ。ヨウコのことを監視すると言ったし、屋敷の部屋は余っている。

　別に問題はなかったのだが──

「なんでヨウコさんがハルト様のベッドにいるんですか？」

「ここが一番安全じゃからな。それよりなぜお主も寝間着なのじゃ？　もしや主様と一緒に寝るつもりなのか？」

　食事と入浴を済ませ、ベッドで横になっていると寝間着姿のヨウコが潜り込んできた。その数分後、食事の片付けなどを終えたティナが、パジャマ姿で俺の部屋にきた。

「いけませんか？」

「お主は主様の従者であろう。それに学園では教師ではないか」

「それは私がハルト様と一緒に寝られない理由にはなりませんね」

　ティナとヨウコの間でバチバチ火花が飛んでる。当の俺は、美人と美少女に挟まれて寝るのも悪くないなーなどと考えていた。

「もう寝ようよ。ほら、ティナおいで」

　空いてる左側の布団を持ち上げて、ティナを呼んだ。

「は、はい！」

　ティナが耳を赤くしながら飛び込んできた。

「ハルトさまぁ！」

　ギューっとティナが抱きついてくる。柔らかいものが左腕に当たる。

「お、お主ら、いつもそんなことをしておるのか？」

「右手は空いてるから、ヨウコもやっていいぞ」

　顔を真っ赤にして照れてるヨウコが可愛くて、からかってみた。

　からかったつもりだったのだが──

「め、命令ならば仕方ないな。うむ、失礼する」

　ヨウコも右側から抱きついてきた。ティナのものと比べると物足りないが、確かに柔らかいものが当たっている。ちなみに主従契約の命令は使っていない。左右からいい匂いがする。

　俺は次第に意識を手放していった。




　──＊＊＊──




　翌朝、目覚めたらベッドには俺ひとりだった。お腹が空いたので、食堂へと向かうと、キッチンで、ヨウコにティナが料理を教えていた。

「ハルト様のお屋敷でお世話になるのですから、家事の一部くらいはやってもらいますからね」

「わ、わかっておる。今は話しかけるでない」

　ヨウコが、卵焼きをひっくり返そうとしていた。あぁ、ちょっと形が崩れてしまった。

「むぅ、むずかしいのじゃ」

　悪戦苦闘するヨウコの隣で、ティナが手際よく朝食の用意をしていく。俺はテーブルについて料理が出てくるのを待つことにした。

「ハルト様、起きておられたのですね。おはようございます」

「主様、おはようございます」

　少しして、ティナとヨウコがキッチンからでてきた。

「おはよう。ヨウコに料理教えてたんだ」

「えぇ、何もせずタダで寝泊まりなど、させられませんからね」

「主様、我、頑張ったのじゃ」

「まだまだですけどね」

　ティナが料理を並べていく。卵焼きが載った皿には形が整ったものと、形が崩れ、一部が焦げたものがあった。ヨウコが卵焼きの載った皿と俺のフォークの行方を見ている。

　形の崩れた卵焼きを取って、食べた。

　少し焦げているが、味は美味い。

「美味いな。これはヨウコが作ったのか？」

「そうじゃ！　そ、そうか美味いか。ならば主様にはこれからも我が料理を作ってやろう」

　ヨウコがニコニコしている。

「ちゃんとティナから学ぶんだぞ。それから、刃物とかの扱いには気をつけるように」

「わかったのじゃ！」

　ティナが教えてくれるなら、ヨウコはそのうち家事全般をこなせるようになるはずだ。こうして、俺の家に新たな住人が増えた。
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　七年生のクラスと対戦をして一週間後、俺たちのクラスはイフルス魔法学園が管理する鋼の森にやってきた。この鋼の森には、Ｃランク（レベル30～50）の魔物が生息していて、主に高学年の生徒のレベル上げや、訓練などで使われる森だ。

　本来、一年生が鋼の森に入ることなどはできないのだが、対戦で七年生を倒したことと、俺以外のクラスの仲間たち全員が適正レベルを超えていたため、学園長から森を使用する許可が下りたのだ。

　鋼の森に来る前日、クラスの仲間たちでレベルや職業を打ち明けあったのだが、こんな感じだった。




　名前：ルーク

　種族：人族

　職業：賢者見習い（レベル１２５）




　名前：ルナ

　種族：人族

　職業：付術師見習い（レベル52）




　名前：リファ

　種族：ハイエルフ

　職業：魔弓士（レベル80）




　名前：メルディ

　種族：獣人族

　職業：魔法戦士（レベル60）




　名前：リューシン

　種族：ドラゴノイド

　職業：魔法戦士（レベル１０５）




　名前：リュカ

　種族：ドラゴノイド

　職業：回復術士（レベル62）




　名前：ヨウコ

　種族：魔族（レベル99）

　状態：隷属（ハルト）




　名前：マイ

　種族：精霊族（レベル60）




　名前：メイ

　種族：精霊族（レベル60）




　……うん、いろいろおかしい。

　まず、ルークがレベル１２０を超え、『三次職見習い』となっていた。まぁ、まだこれはいい。ルークは賢者の孫だっていうし、究極魔法を使うところも見たので、これくらいでもそんなに驚かない。

　──いや、もちろん驚いたけど。

　ルナの職である付術師というのは二次職で、そのレベルは50を超えていた。

　あれ？　入学式の日、ルナがナードとかいう貴族に絡まれていたけど、俺が助けに行く必要はなかったんじゃないか？　ルナのレベルなら一蹴できたはずだ。

　リファ、メルディ、リュカもレベル60を超えていた。リューシンにいたってはレベル１０５……。

　そして、ヨウコが魔族であることをカミングアウトした。皆に危害を加えないとアピールするため、現在は俺と主従契約を結んでいることも話した。これはティナとヨウコと、事前に相談して決めていた。

　しかし、レベル99というのはこの時初めて知った。ヨウコの洗脳術は自分のレベル以下の者に効果があるらしいので、うちのクラスでヨウコの洗脳にレジストできるのはティナとルーク、リューシンだけだ。ヨウコが変な気を起こす前に、契約を結んでしまえて良かったのかもしれない。

　最も驚いたのはマイと、メイが精霊族だったことだ。

　人型でかつ、人間の世界で暮らそうとする精霊族はドラゴノイド以上に珍しい。マイが火を司る精霊で、メイが水を司る精霊だそうだ。そして、精霊族には職業がなく、種族としてのレベルが上がると強くなれるという。

　俺以外のみんなが、レベル50を超えていた。

　俺だけ……レベル１。

　ティナと一緒に魔物を倒しに行ったこともあるが、やはり呪いのせいでレベルが上がることはなかった。

　凄く恥ずかしいが、皆がレベルや職業を公開しているのに、俺だけ教えないのはずるいと思う。ティナにも言ってないけれど、ついにレベルのことをカミングアウトしなければならない。

　後でティナに呪いのことも含めて説明し、黙っていたことを謝ろう──そう思いながらステータスボードをみんなに見せようとした。

「あ、ハルトのステータスは見なくても良いかな。と、言うか見たくない」

「えっ？」

　突然ルークが俺のレベルには興味がないと言い出した。

「正直、俺ってじーちゃん学園長を除けばこの学園で最強だって思ってたんだよな。それなのに、じーちゃんより強いティナ先生がいて、さらに先生よりハルトが強いって確信しちゃったら俺の自信がズタボロになっちゃう」

　俺のステータスに興味がないわけではないらしい。盛大に勘違いしているが、俺はレベル１だ。

「私もハルトくんのステータスは知りたくはないですね。勇者でもない方が、種族の英雄として尊敬していたティナ様より強いだなんて……」

　リファがそう言うが、俺は一応転生してこちらの世界に来たのだから、本来は勇者扱いなんだよね。

「俺も聞かなくていい。強くなるためにこの学園に来たけど、高すぎる目標は身を滅ぼすって言うからな。当面ルークと先生を目標として追いかけることにするよ」

　リューシンも俺のステータスは見ないという。ほかのみんなも同じ意見のようだ。

　ここまで言われてもステータスボードを見せようとすると、自慢したがりの奴だと思われてしまうかもしれない。俺はそっとステータスボードを閉じた。




　──＊＊＊──




「せっかくだからチーム組んで勝負しようぜ」

　リューシンが魔物の討伐数を勝負しようと言い出した。鋼の森で魔物を狩る授業だったのだが、クラスの仲間たちは皆、ある程度魔物との戦闘経験があった。それもそうだ。そうでなければ皆が高レベルであることの説明がつかない。そして、この森に生息しているのはＣランク以下の魔物。俺たちならば全員で戦わなくても余裕で勝てる。

「面白そうですね。やりましょう」

「負けへんよ！」

　リファとメルディがその提案に参戦した。

「チームはどうします？」

　ルナが少し心配そうだ。適正レベルを超えてるとはいえ、付術師のルナがひとりで戦うには、この鋼の森の魔物は強すぎる。

「ルナちゃんは俺と組もう」

「はい、よろしくお願いします！」

　ルークがルナと組むそうだ。

「俺はリュカと組むよ」

「なら、メルディさんは私と組みますか？」

「うん、よろしゅー」

「「私たちはふたりで行きますね」」

　だいたい二人一組ができた。




　ルークとルナ

　リューシンとリュカ

　リファとメルディ

　マイとメイ




　そうなると余りは──

「我はもちろん主様と組むぞ」

「あぁ、よろしくな」

　俺とヨウコになった。

「皆さんなら問題ないとは思いますが、怪我などには十分、気をつけてくださいね」

　勝手に勝負することを決めてしまったが、ティナは止めようとはしなかった。

「いざと言う時はこの笛を吹いてください」

　そう言ってティナが全員に笛と腕輪を渡した。笛の方はおそらく、吹かれたことと吹いた場所がティナに伝わる魔具なのだろう。

「この腕輪は何？」

「皆さんが倒した魔物の数とランクを記録する魔具です」

　この森の魔物を倒したところで誰かのレベルが上がるわけではない。だったら皆を競わせて、効率よく魔物を倒す方法を実践させた方が良いと考えたのだろう。魔具を準備していたことから、リューシンが提案しなくてもティナは俺たちを競わせることにしたと思う。

「制限時間はお昼までとします。それでは、スタートしてください！」

　ティナの合図で五組がバラバラの方向へと走り出した。
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「さて主様、どうやって効率よく魔物を倒そうかの？　すまぬが、ある程度の知識を持った魔物が相手でないと我の洗脳魔法は使えぬのじゃ」

　スタート位置からだいぶ離れ、ティナの姿が見えなくなったところでヨウコが話しかけてきた。

「んー、知能の高い魔物探してヨウコに使役してもらっても良いんだけど、効率悪そうだしな」

「では、どうするのじゃ？」

「今回は俺がやるよ」

　俺は右手を掲げ、魔力の塊を複数放出した。そして、その魔力の塊に炎の属性を与える。

　二十個の火の玉が宙に浮いている。続いて、火の玉を核コアとして、それぞれに外装を施していく。徐々に人馬一体の炎の騎士が姿を現し始めた。

　最後に攻撃力、貫通力を高めるための雷魔法と風魔法でコーティングした槍を持たせた。俺特製、魔力消費量が10以下の塊を寄せ集めて作った炎の騎士二十体が完成した。

「ファイアランス!!」

　魔法の発動と同時に、炎の騎士たちはそれぞれ森の中へと駆け出していった。

「あ、主様、今のは？」

「ん？　聞いてなかった？　ファイアランスだけど」

「いや、違う！　断じて違う！　あれが我の知る魔法であるなら、あれはフレイムナイトという高位魔法じゃ！　そ、それを二十数体も──」

「火の槍持ってるんだからファイアランスでいいだろ」

「えぇ……いや、そんなことより魔力は大丈夫なのかの？　あんな高位魔法をいくつも使ってしまったら不味いのではないか？　わ、我の魔力を少し吸うか？」

　ヨウコは俺の魔力が尽きないのか心配してくれているようだ。しかし、俺は邪神の呪いでステータスが変化しない。当然ながらファイアランス、ヨウコの言うフレイムナイトを二十体作ったところで、俺の魔力は変わらず10のままだ。

「心配しなくても大丈夫だよ。俺は平気だから」

「むぅ、主様がそう言うなら良いのじゃが」

「ところでヨウコはその尻尾、具現化できるのか？」

　俺にはやりたいことがあった。

「具現化か？　できるにはできるが……ここでかの？」

「あぁ、できるならやってくれ」

「わかったのじゃ」

　ヨウコの背後に九本の尻尾が現れた。大きく、ふさふさで柔らかそうだ。

　一本の尻尾を手に取り、撫でてみる。

「ひゃう!?」

　ヨウコが声を上げた。どうやら尻尾は敏感なようだ。

「あ、主様！　触るなら言ってほしいのじゃ！　驚くではないか」

「ごめんね、じゃ、言えば触っていいのか？」

「……主様がどうしてもと言うのなら」

「どうしてもだ、お願い。あの魔法、発動は簡単だけど遠隔操作するからちょっと精神的に疲れるんだよね。だからヨウコの尻尾をモフって落ち着きたいんだ」

「そ、そういうことなら仕方ないの」

　ヨウコはそう言って近くにあった大木のそばに行き、幹に背を預けて座った。

「さぁ、来るが良い。我の尻尾の極上の柔らかさを堪能させてやろう。気持ちが和らぐこと間違いなしじゃ」

　ヨウコの隣で、その尻尾がまるで座椅子のような形を作っている。あ、あそこに座っていいのだろうか？

　俺はドキドキしながらヨウコのもとへと近づいた。

「座る時はゆっくり頼むのじゃ」

「わかった」

　俺はゆっくりヨウコの尻尾に体を預けた。

　や、柔らかい。

「ん、くぅ」

　ヨウコから嬌声が漏れる。

「大丈夫か？　重かった？」

「だ、大丈夫じゃ。じゃが、主様の、その、指が」

　座る時、尻尾に埋まった指が無意識に動いていた。

「ごめん、ふかふかで気持ちよくって、つい」

「よい、良いのじゃ。主様が魔法を発動させて頑張ってくれている以上、我も耐えるのじゃ。さぁ、心置きなく我の尻尾を堪能せよ」

　ヨウコの尻尾が俺を包み込む。

　き、気持ちいい……。

　実を言うと、炎の騎士ファイアランスはフルオートで魔物を探し、殲滅していく。さらに、一体で勝てなければ仲間の炎の騎士を呼び、数体で連携して敵を倒すのだ。俺が遠隔で操作する必要などない。

　ヨウコには悪いが、俺はヨウコの尻尾を堪能することに全神経を集中することにした。

「ふにゃぁぁあ」

　ヨウコが奇声を上げてもお構い無しに、俺は全力でヨウコの尻尾をモフり続けた。
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「……ちょっとこれはヤバいかな」

　俺とルナちゃんは今、マホノームという魔物の群れに囲まれている。マホノームは四足歩行で頭に角があって、雄牛の二倍くらいのサイズがある筋肉質の魔物だ。

　そのほかの特徴として、魔法が効きにくい。上級魔法でないとダメージを与えられないほど、魔法耐性が高く、普通であれば、剣士や騎士が相手する魔物。

　魔物のランクとしてはＢランクで本来、この鋼の森にはほとんど生息していないはずだった。そんな奴らが、なぜか群れで移動しているところに出くわしてしまい、気づいた時には囲まれていた。

　ちなみに、マホノームは剣士職であれば討伐がそこまで困難ということはないので、Ｂランクなのだが、魔法使いしかいない状態で遭遇した場合、その危険度はＡランクまで跳ね上がる。

　まぁ、とは言っても、賢者の孫である俺にかかれば敵ではない。一対一であれば──

　けど目の前には十頭のマホノームがいる。

　ちょっとピンチだ。

　アルティマサンダー究極魔法を使えば、全部まとめて倒せるが、森への被害も大きくなるので、できればそれは避けたい。と言っても一頭ずつ倒すために範囲を絞った高位魔法を連発できるほど、俺は器用じゃないし、魔力が足りない。ルナちゃんに補助魔法をかけてもらって中級魔法で倒せないかな？

　そんなことを考えていた。

「ルーク君、大丈夫？　た、戦いますか？　それとも逃げますか？」

　おっと、ルナちゃんに心配させてしまったようだ。

「大丈夫、多分勝てるよ。それから、賢者の孫の名にかけて、ルナちゃんは絶対に護る。でも、念のために先生から貰った笛を用意しておいて」

「は、はい、分かりました」

　ルナちゃんにかっこいいとこ見せなきゃ。

　そんなことを考えていた時。

「──っ!?」

　巨大な魔力が近づいてくるのを感じ取った。

「な、何か来ます！」

「うん……かなりまずいかも」

　ティナ先生以上の魔力を持つ何かがこの場所に向かってきている。魔力の波動がティナ先生のものではないので、先生が助けに来てくれたわけではなさそうだ。

　もし、その何かが敵だった場合、俺が全力で戦っても勝てる保証がない。マホノームの群れの包囲網を何とか破って脱出しようとも一瞬考えたが、それ以上にその何かがここにたどり着くのが早かった。

　それは突然現れた。

　全身が炎で形成されている人馬一体の騎士。

　その炎の騎士は俺とルナちゃん、そして俺たちを囲むマホノームの群れを少し見渡すと、その手に持つ槍を構え──

「──っ!!」

　俺の横を、高温の何かが超高速で通り過ぎていった。振り返ると俺たちを囲っていたマホノームの一体が、轟々と燃えていた。炎の槍が、魔法耐性が非常に高いはずのその表皮をいとも容易く貫いたのだ。

　まずい……こいつは強すぎる！

　隙を見つけて逃げなくちゃいけない。だが、炎の騎士にまったく隙が無かった。槍が通り過ぎるのを目で追うことすらできなかった。あの攻撃がもし、俺たちを狙ったらと思うと、背筋が寒くなった。いや、あの槍を投擲してしまった今がチャンスなんじゃないか？

　そんなことを考えていたら、仲間が倒されたことに怒ったマホノームたちが、俺たちを無視して、一斉に炎の騎士へと襲い掛かった。

　しかし、炎の騎士の手には新たな槍が握られていた。炎の騎士に角を突き刺そうとしたマホノームが、新たな槍によって貫かれ、燃え上がる。

　別のマホノームが後ろ足で立ち上がり、前足で押しつぶそうとするが、炎の騎士はそれを片手で受け止めた。炎の騎士が受け止めた場所からマホノームの体が燃え始める。そのマホノームを、炎の騎士はほかのマホノームへと投げつけた。重さ数トンはあるマホノームが、燃えながら高速で仲間のもとへと飛んでいく。投げつけられたマホノームが仲間にぶつかり、爆散した。ぶつかったマホノーム数体が即死し、即死しなかったものも爆散したマホノームの燃えている体の一部が当たり、そこから炎が体に燃え広がっていった。

　炎に包まれたマホノームたちが地面を転がるが、炎は消える気配がない。そして、そのマホノームたちもすぐに動かなくなった。

　生きているマホノームは後一体になった。

　炎の騎士に勝てないと悟った奴は、炎の騎士に背を向けて逃げ出した──俺たちの方へ。

「まずい！」

　向かってくるマホノームを倒せるほどの魔法を詠唱する時間がない。とっさにルナちゃんを抱えて、防御魔法を自分たちの前方に張った。だが、急ぎで張った魔法防壁は、一瞬でマホノームの角に突き破られてしまった。慌てて身体強化魔法で防御力を限界まで高め、ダメージに備える。

　くっ、耐えられるか!?

　鈍い音がしたが、衝撃は来なかった。

　恐る恐る目を開ける。

　俺たちに向かってきたマホノームは、炎の騎士に側面から貫かれ、息絶えていた。そのマホノームを倒した炎の騎士は、さっきまで戦っていた奴とは別の炎の騎士。

　今、俺とルナちゃんの前に、二体の炎の騎士がいる。

　終わった……勝てるわけがない。

「ルナちゃん、なんとか時間稼ぐから、逃げてくんない？」

　勝てはしなくても、なんとかクラスメイトだけは逃がしてみせる。

「で、でも」

　ルナがティナ先生から渡された笛を使おうとしている。

　無駄だろう。

　この炎の騎士一体で、ティナ先生を上回る魔力を持ってるんだから。

　──それが二体。

　もはやこのグレンデール王国に対抗できる戦力はない。

　可能性があるとして、ハルトぐらいか？　あいつの潜在能力は全く底が見えないからな。

　──ん？？

　そういえば、この炎の騎士、なんだかハルトの魔力の波動に似ているような……。

「え？」

　炎の騎士が、俺とルナちゃんに背を向け、森の中へと走り去っていった。

「た、助かったんですか？」

「そう、みたい」

「よかったですぅ」

　ルナちゃんがぺたんと座り込んでしまった。俺がついていながら、怖い思いをさせてしまったことを申し訳なく思う。

　それにしても、あの炎の騎士の魔力はハルトの──

「まさかな」

　でも、災害級とも思える魔物の魔力が、友人のそれに思えて仕方ないのだ。




　──＊＊＊──




「ぐっ！」

「リューシン」

　リュカがこちらに走ってくる。俺はなくなった左手の付け根を押さえて止血を試みていた。

「すまんな、どうやら人違いだったようだ」

　俺の左手を切り落とした男が、悪びれる様子もなく話しかけてきた。




　俺とリュカは、鋼の森の東側へ向かい、オークやゴブリンマジシャンといったＣランクの魔物を順調に倒して回っていた。そこへ突然、黒いマントを纏った黒髪金眼の男が現れた。空間を切り裂くようにしてその場に現れた男は、いきなり俺に飛びかかってきた。気づいた時には、俺の左腕は男の手刀で切り落とされていたのだ。




「お、お前はなんなんだ!?」

　痛みに耐えながら、男に問いかける。ドラゴノイド特有の自動防御スキル、ドラゴンスキンは発動していた。スキルによりドラゴンと同等の防御力を誇る俺の腕を容易く切り落とすなど、並大抵の攻撃力ではない。

「下等種族と会話する趣味はないが、まぁ我の復活祝いだ。特別に会話に付き合ってやろう。我は魔人ヴァルフ」

　男は自分のことを魔人だと言った。魔物や魔族を束ねる存在、それが魔人だ。外見は人と変わらないが、内包する魔力がとんでもなかった。リュカが俺を守るように前に出た。その身体は魔人の魔力にあてられ、震えていた。

「な、なんで私たちに攻撃してくるの!?」

「懐かしい魔力を感じたものでな。結果人違いだったわけだが、まぁ細かいことは気にするな。ところでヴォルガノ＝リューデンという男を知っておるか？」

「……リューデンは俺の父だ」

「なんと！　貴様、リューデンの子であったか。それで、リューデンは息災か？」

「父は、俺が産まれる前に死んだ」

「なんだ、奴め死におったのか。となると貴様は奴の忘れ形見ということか」

　何かに納得した様子の魔人。次の瞬間、魔人の姿が消えた。

「ぐわぁぁあ！」

　右腕が燃えるように熱い。見ると血が噴き出していて、右腕がなくなっていた。

　魔人が、俺の右腕を切り落としたのだ。

「ふむ、リューデンとは違い脆いな、貴様。それでも奴の息子か？」

　魔人が俺の右腕をくるくると回して弄びながら、落胆の表情を見せる。

「リ、リザレクション!!」

　リュカが俺に回復魔法をかけてくれた。切られた腕の根元から、白い泡が吹き出し、俺の両腕が再生する。

「ぐっ、す、すまない、リュカ」

「ううん、それよりリューシン、逃げよう」

「ほぅ、再生できるのか。だが、我からは逃げられんぞ」

　腕はリュカのおかげで再生したが、この魔人から逃げられるとは思えなかった。

「リューシンと言ったな。貴様に怨みはないが、貴様の父には百年もの間、封印されたのだ。リューデン亡き今、我の苦痛を貴様に返してやることにした」

　──思い出した。

　里の長から昔聞いた記憶がある。

　昔、魔王の傘下に加わらなかったドラゴノイドの一族を、一人の魔人が殺しに来た。その魔人は圧倒的な強さで、ドラゴノイドの里の猛者たちを殺戮して回った。そこで当時、里で最強だった父が、命を賭してその魔人を封印したという。

　その魔人ヴァルフの封印が解けてしまったようだ。

　目の前に悪意の塊が立っていた。

「貴様は殺す。だが直ぐにではない。生まれてきたことを後悔するほどの苦痛と絶望を味わわせて、ゆっくり殺してやる」

　そう言って魔人は掌をリュカに向けた。魔人が何をする気か分かってしまった。

「や、やめろ！　リュカ逃げろ！」

「ひっ、──ぐぅ!?」

　リュカの首に見えない何かが張り付き、リュカの首を締め上げる。リュカは踠もがくが、その首を締める何かは外れそうにない。

「くっ！　竜化ぁ!!」

　右手を竜化させ、魔人に殴り掛かる。

　──が、俺の拳は魔人に届かなかった。

　何をされたのか分からない。

　俺は地面に伏していた。

　立ち上がろうとするが、魔人に頭を踏みつけられ、土に顔を埋めることになった。

「なんだその中途半端なドラゴン化は？　奴の息子だろ？　そんなものか」

「リュ、リューシン逃げて」

「まだ、この女の方が胆力があるではないか。こういう奴こそ殺しがいがあるのだ」

　魔人が腕を掲げると、無数の黒い杭が空中に現れた。鋭い杭の先端が、すべてリュカに向く。

「ま、待ってくれ、頼む！　殺すのは俺にしてくれ！」

「ふん、待てん。弱い己を怨むが良い」

　黒い杭がリュカに向かって放たれた。

「リュカ!!」

　杭がリュカに届くことは無かった。

　リュカの前に立ちはだかった炎を纏った騎士によって、すべての杭が燃やし尽くされたからだ。

「なんだアイツは？　魔物、いや、貴様らの魔法か？」

「ぐっ」

　魔人が俺の頭を踏む足に力を入れる。
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　──突然、俺を踏む力がなくなった。

「ぐはぁぁぁ」

　奇声を上げ、魔人が吹っ飛んでいった。炎の騎士が俺の上の魔人を超高速で殴りつけたのだ。炎の騎士が俺を見下ろす。

　た、助けてくれたんだろうか？

　リュカを見ると、地面に座り、こっちを驚いた目で見ていた。首を締めていた何かはなくなったようだ。

「なんなんだ貴様ァ!!」

　復活した魔人が、炎の騎士に殴りかかった。炎の騎士が応戦する。魔人が炎の騎士を殴るたび、その拳は火傷を負う。しかし、魔人は超速再生で拳を治し、直ぐに殴り掛かる。

　一方、炎の騎士は、魔人に殴られるたびにその鎧を剥がされていった。




「ぜぇぜぇ、はぁ、やっと死んだか？」

　数分の戦闘で、魔人は炎の騎士のコアらしきものを抜き取ることに成功した。炎の騎士はコアを抜き取られると、その場に霧散していった。

　魔人は疲労しているものの、俺たちからしたら、その魔力はまだ圧倒的なものだった。俺たちでは勝ち目がない。

　炎の騎士が勝ってくれるのを期待していたのだが……。

「なんだったんだ、奴は？　貴様らの魔法か？　いや、そんなことはどうでもいい。やはり貴様らは直ぐに殺す」

　絶望が、向かってくる。

　──が、その歩みはすぐに止まった。

「あっ、あ、あ、あぁぁあ！」

　魔人の顔に絶望が浮かぶ。魔人を苦しめた炎の騎士が再び現れたのだ。

　その数を五体に増やして。

「ふ、ふざけるなぁぁあ!!」

　その魔人の叫びを合図に、再び戦闘が始まった。

　──いや、戦闘などではなかった。それは炎の騎士たちによる、一方的な暴力であった。数十秒間、絶え間なく繰り出された炎の騎士たちの攻撃によって、魔人はその回復限界を迎えたようだ。

　魔人の黒かった髪が真っ白になり、肌は干からび、目は窪んだ。最後に五体の騎士が同時に槍を魔人に突き刺した。それがとどめとなり、魔人はサラサラと砂になって消えていった。

　魔人が消えると、炎の騎士たちは俺とリュカを一瞥し、それぞれバラバラの方向へと走り去っていった。

「た、助かった」

「リューシン、大丈夫？」

「リュカこそ、首は平気か？」

　リュカと互いの無事を確かめ合う。

「なんだったんだ、あの騎士は」

「分からない。でも、私たちへの敵意は無かったね」

「あぁ」

　そうだ、それが気になる。あの騎士はリュカと俺を守ってくれたように思えて仕方ない。

　ティナ先生の魔法？　いや、明らかにティナ先生よりあの騎士の方が魔力が高かった。

　となると、ハルトか？

　……いや、まさかな。




　──＊＊＊──




「マイ、さっきからどうしたの？」

　私たちは鋼の森の西端を目指しながら、遭遇した魔物を倒していたのですが、先ほどから私の姉、マイの様子がおかしいのです。

「うん、ちょっとね」

　そう言って、マイはキョロキョロ周りを見渡します。どうしたというのでしょうか？

「メイは何か感じない？」

「何か？　魔物の気配とか？」

「ちがう……たとえばイフリート様の気配、みたいな」

「はい？」

　いったい、何を言っているのでしょうか。イフリート様がこんな所にいるわけがないでしょう。

「でも、感じる気配がイフリート様より強いんだよね。しかも、その気配が幾つもあるの」

「えっ？」

　私の姉はついにおかしくなってしまったようです。

　四大精霊王であるイフリート様より強い？

　しかもその気配がいくつもある？

　そんなことあるわけないでしょう。

「あっ、こっちに来る！」

　マイがそう言った時、私も何か巨大な魔力の塊がこちらに向かって来ているのに気が付きました。薄暗い森の奥の方が徐々に明るくなっていきます。

　木々の間から炎の塊が現れました。その炎は騎士の姿をしていました。

「す、凄い純粋な炎」

　マイが見惚れてます。分かる気がします。

　私は水の精霊なので、炎の魔法などにはあまり興味がないのですけど、それでも高純度な魔力の塊である炎の騎士にはどこか惹かれるものがありました。

「あっ」

　炎の騎士は私たちを少し眺めたあと、背を向けて森の奥へと去っていきました。

「な、なんだったんだろう？」

「魔物かな？　それとも誰かの魔法？　でも、とにかく凄かったね」

「うん。もし、魔法だとしたら絶対、ハルト様のだよ！」

　マイは先日の訓練所の壁貫通事件以来、クラスメイトであるハルトさんのことを、ハルト様と呼ぶようになりました。もちろん本人にそう呼びかけたことはないですし、私たちはクラスの皆様とそんなに親しく話さないので、まだ誰にもバレていないと思いますが。あの時、ハルトさんが使った魔法にマイは惚れてしまったようです。

「さっきの騎士も凄かったけど、やっぱりハルト様のあの槍は別格だったよねー」

　水の精霊である私には、威力がとんでもない魔法としか思えませんでしたが、マイにとっては彼女の価値観を壊すほどの魔法だったようです。

「ハルト様、私も使役してくれないかな？」

「ヨウコさんみたいに？」

　私たちのクラスにいたヨウコさんは魔族でした。それも、成長した個体は災厄級とも言われる九尾狐。そんなヨウコさんをハルトさんは従属契約で使役していると言います。

「だって、あんなに純粋な炎を生み出せるんだよ？　契約したら私だってきっと、高位精霊級になれちゃうよ」

　私たち精霊族は通常、精霊界という所にいます。人間と契約を交わして、人間から力を分け与えられることで、こちらの世界に顕現することができ、その代償として人間に力を貸すのです。人間から分け与えられる力が大きければ大きいほど、またその魔力が純粋であるほど、私たちの出せる力も大きなものとなります。

　私たちはとある事情で、人間と契約しなくてもこちらの世界にずっと顕現していられます。ですが、出せる力には制限がかけられているのです。

「初めはルークさんに使役されたいって言ってたのに」

　こちらの世界で、私たちを使役してくれる人を探すのも、この学園に来た目的のひとつでした。

「うん、でも、今はハルト様一択だよ！　あ、もちろんメイに強制はしないよ。ルークさんが良いなら私は応援するからね」

　賢者の孫であり、あの若さで究極魔法を使えるルークさんは契約者の最有力候補だったのですが、ハルトさんの魔法を見てからというもの、マイはすっかり彼の虜になってしまったようです。

「とりあえず、この辺に魔物いなくなっちゃったし、そろそろ戻ろっか」

「そうだね。戻ったらハルトさんにさっきの騎士のこと聞いてみる？」

「うん、ほんとにハルト様の魔法だったら私、契約を申し込むから！」

　凄い意気込みです。マイはシスコンで、いつも私にベッタリだったのです。

　精霊界を出る時『一緒の人に使役されたいね』と話していたことなど、忘れてしまったのでしょうか？　ちょっと寂しいですが、姉が妹離れできたことを喜びましょう。もっとも、ハルトさんが水魔法も、炎魔法と同等に扱えるのであれば話は別です。もし、そうであれば、私もマイと一緒に彼にお世話になりたいと思います。

　まぁ、そんなことは、ありえないとは思いますが……。




　──＊＊＊──




「メルディさん、大丈夫!?」

「はぁ、はぁ、も、もう限界にゃぁ！」

　ウチらは今、迫り来る炎から必死に逃げてる。猫系獣人族のウチはスタミナがあまり多くないんや。普段は猫っぽいって言われるのが、なんとなく嫌で、語尾に『にゃ』とか絶対付けないようにしてるけど、緊急時は癖で出ちゃうんや。

「私が炎を食い止めるので、メルディさんは逃げてください！」

　突然、リファが立ち止まって炎に対面した。

「リファ、無理にゃ！　逃げるにゃ！」

　リファの腕を引っ張って連れていこうとするけど、全然動こうとしない。リファが魔力を溜め始めた。

「ウィンドウォール」

　風の防御壁を作り出し、ウチらに迫る炎を食い止めた。炎は近づいてこなくなったけど、風に煽られたことで、炎は明らかにその勢いを増してる。

「あぁぁぁ！　何やってるにゃ！　リファの魔法じゃ、火は消えないにゃ!!」

「わ、分かってます！　今のうちにメルディさんは逃げてください」

「リファはどうするにゃ!?」

「私はここで炎を食い止めます。ティナ先生には笛で知らせたので、直ぐに来てくれるでしょう」

「これだけ勢いの強い炎をずっと止めておけるわけないにゃ！」

「私のせいでこうなってしまいました。私はなんとしてもメルディさんを守らなきゃいけないんです！」

「だったら一緒に逃げるにゃ！」

「メルディさん、もう全力で走れないでしょ？　だから早く行ってください！」

　こ、こいつ、絶対折れる気ないにゃ。

「あぁ！　もぅ、ごめんにゃ！」

「うっ、な、何を──」

　リファの首の後に手刀を落として気絶させた。

　そのリファを脇に抱え、全速力で走り出す。

「ぜったい、後でケーキ食べ放題に連れてってもらうにゃぁぁぁぁあ!!」

　すでに肉体の限界は超えている。それでも魔法で無理やり自分の身体を動かす。

　これをやると、二、三日動けなくなるので絶対に使いたくなかったけど、今は四の五の言ってられないにゃ！

　ウチはリファの魔法のせいで勢いを増した炎から、全力で逃げ続けた。




　しばらく走った所で前方に誰かいるのに気づいた。

「「メルディさん？」」

　マイとメイだった。

「ふたりとも！　逃げるにゃ！　炎が来るにゃ!!」

「えっ……も、森が燃えてる」

「マイ、あの炎、操作できないの!?」

「無理！　多分あれ、さっきの炎の騎士のだよ。あの炎、全然私の命令を聞いてくれないの！　メイこそ水魔法でなんとかならない!?」

「無理だよ！　森が燃えてるんだよ？　あんな炎、リヴァイアサン級を連れてこなきゃ消せないよ！」

「じゃあ」

「うん」

「「逃げよう!!」」

「「「うわぁぁぁ」」」

　マイとメイが先行して、ウチが追いかける形で逃走を続ける。




　その後、数分間走り続けた。

　もう、本当に限界にゃ。

　魔力も尽きかけている。

　ここまでか。

　そう思った時──

　ヨウコを従えたハルトがそこにいた。




　──＊＊＊──




　なんだか森の奥のほうが騒がしいと思ったら、マイとメイ、それからリファを抱えたメルディが走ってきた。その背後の森が燃えていて、迫りくる火の手から逃げてきたようだ。

「ど、どうしたんだ!?　リファは、大丈夫なのか？」

　俺たちの所までやって来て、息を整えているメルディに、リファの容態を尋ねた。

「ま、魔物に襲われて、リファが魔法で応戦したら、その魔物が爆発して森が燃え始めたにゃ！」

「リファは、魔物にやられて気絶してるのか？」

「あ、いや、その……逃げないって言うから、ウチが殴って気絶させたにゃ」

「そ、そうなんだ。てかメルディ、語尾が猫っぽいな」

　ちょっと似合いすぎていて、思わず笑ってしまった。

「あぁ！　もう、そんなことより早く逃げるにゃ!!」

「「そうです、逃げましょう！」」

　炎がそこまで迫っていた。

「でも、ここまで走ってきて疲れただろ？　俺が炎を消すから、みんなは休んでて」

　リファが心配だったが、気絶しているだけなのなら、後で回復させてやることができる。

　まずは迫ってくる炎を止めよう。魔力を放出して、召喚魔法陣を形成した。俺は邪神の呪いのせいで魔力を10以上消費する魔法が使えない。通常、召喚魔法は最低ランクの精霊を呼ぶときでも30くらいの魔力消費が必要だ。つまり、俺は普通のやり方では召喚魔法が使えない。そこで俺は放出した魔力のひとつひとつの形状を、文字や記号に変化させ、それらを魔法陣の形状になるよう並べることで、精霊召喚ができる方法を編み出した。ひとつひとつの文字に10くらいの消費魔力があり、俺の使う召喚魔法陣は千文字くらいで形成されているので、一度の召喚でかなりの魔力を消費してしまう。邪神の呪いで全く魔力が減らないからこそできる、かなり強引な方法なのだ。

　そうこうしているうちに魔法陣が完成した。

「高位魔法、かにゃ？」

　俺の魔法陣を見たメルディが、そう問いかけてきた。でも違う。俺は初級クラスの魔法以外使えないからな。火を消すなら彼女を呼ぼう。

「ウォーターランス下級水魔法！」

　水属性の槍を持った女性の姿を思い浮かべながら魔法を発動させた。魔法陣から大量の水が溢れ出す。その水の中から、三叉の槍を手にした美女が現れた。

「ん？　ハルトか。久しいの」

「あぁ、久しぶり。元気にしてたか？」

　彼女、水の精霊ウンディーネを召喚するのは三年ぶりくらいだった。

「まぁまぁだな。最近は呼んでくれなくて寂しかったぞ」

「ごめんごめん」

　三年という月日は、悠久の時を生きるウンディーネにとって長くはないのだが、以前は毎日のように召喚していろいろ魔法の訓練につきあってもらっていたので、彼女が拗ねるのもなんとなくわかる。

「あ、あの、もしや精霊王ウンディーネ様ですか？」

　メイが美女に話しかけた。

「おぉ、マイ様とメイ様ではないか。元気か？　どうだ、人間界は。契約者候補は見つかったか？」

　マイとメイは、俺が召喚した美女と知り合いだったようだ。

「いえ、それはまだですが。あの……もしやハルトさんと契約を結ばれているのですか？」

「その通りだ」




　ウンディーネがマイとメイと会話を始めたので、俺はリファとメルディの回復をしてやることにした。

　ちなみにウンディーネは、俺と会話している間に片手間で水を操作して森の炎を消してくれていた。相変わらず仕事ができる精霊だ。

「うっ、こ、ここは？」

「起きたか。あまり無理はするなよ。どこか痛いところはない？」

　リファに回復魔法をかけてやった。

　もちろん、下級の回復魔法ヒールしか使えないので百回くらい重ね掛けしておく。

「ハルトさん、ありがとうございます。私は、大丈夫みたいです」

「そう、よかった。メルディも大丈夫？」

　先ほど俺たちと合流したメルディは炎から逃げるため、その体を無理やり動かしてここまで来たようで、ウンディーネの魔法で安全が確保されたと気づくとすぐに地面に崩れ落ちた。疲労で立っていられなくなったようだったので、メルディにも回復魔法と俺の魔力を少し分け与えてやる。

「おおきに、魔力も満タンや」

　良かった。ちゃんと回復させられたようだ。

「リファ、さっきはごめんやで」

「いいえ、私も冷静じゃなかったのです。私をここまで運んでくれて、ありがとうございました」

「ふたりとも無事で良かった。ところで、ふたりが遭遇して、森が燃える原因になった魔物ってどんな奴だったんだ？」

　ずっと気になっていたことを聞いてみた。これだけの規模の火事を引き起こす魔物の気配など、この森になかったはずだ。

「おそらく、こいつじゃないか？」

　ウンディーネが水牢に閉じ込めた炎の塊をどこからか運んできた。

「あぁ！　それ！　そいつです!!」

　リファが指さした炎の塊は、俺の魔法だった。

「えっ、こいつがリファを襲ったの？」

「襲われた、と言うより私の方に勢いよく向かってこられて……驚いて私が攻撃してしまったのです」

「でも、実はそいつ、リファの後ろの茂みに隠れていたゴブリンアーチャーを倒そうとしていたみたいなんや」

　リファを狙っていたゴブリンアーチャーに炎の騎士が気づき、倒そうと移動したところ、リファを驚かせてしまい、攻撃を受けた。リファの風魔法は炎の騎士と相性が良すぎた。高密度に収縮された風が炎の騎士に取り込まれたことによって、騎士が纏う炎が爆発的に大きくなり、森林火災の原因になってしまったようだ。

　つまり、これは事故だ。俺の魔法が暴走して、リファを襲ったのではないとわかり、ほっとした。

「実はこいつ、俺の魔法なんだよね……」

「「「「えっ!?」」」」

「みんなを危ない目に遭わせたみたいで、申し訳ない」

　四人に頭を下げる。

「この炎の騎士が、ハルト様の魔法だという証拠はありますか？」

　マイが尋ねてきた。

　なぜ、マイが俺に『様』を付けて呼ぶのか分からないが、とりあえず証拠を見せよう。

「ウンディーネ、そいつ出してやってくれ」

「わかった。しかし、私の水牢でも消えぬ炎とは、どんな仕組みなのだ？」

　ウンディーネは疑問を口にしながらも、炎の騎士を出してくれた。

「今度、教えるよ」

　俺はそう答えながら、炎の騎士に近づく。騎士は膝をおり、俺に忠誠を誓うポーズをとってくれた。

「どうかな、これでいい？　なんだったらもう一体、この場で作ってみせようか？」

「い、いえ、結構です！　ありがとうございます」

　マイとメイとはあんまり喋ったことが無かったけど、マイは俺の魔法に興味を持ってくれたみたいなので、今後は話す機会が増えるとうれしい。

「皆さん！　ご無事ですか!?」

　ティナが走ってやってきた。その後ろに、ルーク、ルナ、リューシン、リュカがついてきている。ルークたち四人が、俺の前に跪く炎の騎士を見て、なぜか驚いていた。

「ティナ先生、私たちはハルトさんのおかげで全員無事です」

　リファがティナに状況を説明する。俺のおかげで助かったと言われると、ちょっと照れ臭い。

「リファさん、笛を鳴らしましたよね。直ぐに駆けつけられなくてごめんなさい」

「何かあったの？」

　ティナがリファたちを助けに行けなかったのには何か理由があるのだろう。

「えぇ、まず、なぜかこの森にマホノームが大量発生しました。そして、その群れにルークさんとルナさんが襲われました」

「えっ」

「ですが、私が駆けつけた時には、マホノームの群れは倒されていました」

「ルークが倒したってこと？」

「いや、違う。とりあえずティナ先生の話の続きを聞いてくれ」

「ルークさんたちのところに着いた時、今度はリューシンさんたちのいる付近に、かなり強い魔人が現れた気配がありました」

「魔人!?」

　魔人が現れたのか……。

　もしかしたら普段、群れることが少ないマホノームが群れで現れたのは、その魔人のせいかもしれないな。

「ですが、これも私が駆けつけた時には倒されていました」

「ま、魔人を倒したのですか？」

「いや、俺じゃないんだ」

　リファがリューシンに尋ねるが、倒したのはリューシンではないらしい。Ｂランクの魔物であるマホノームの群れと、魔人を倒した奴がどこかにいるらしい。この森、思ったより危険だ──そんなことを思っていた。

「私がルークさんたち四人に話を聞いたところ、マホノームの群れも魔人も、倒したのは炎を纏った騎士であったと分かりました」

「「「「えっ？」」」」

「…………」

　マイ、メイ、リファ、メルディから驚きの声が上がる。

「ハルト様、何か心当たりはありませんか？」

　ティナの視線は俺の前にいる炎の騎士に固定されている。

　あぁ、これはあれだ。ティナは、わかって言っている。

「うん、この炎の騎士は俺の魔法だよ」

「「やっぱりハルトか！」」

　ルークとリューシンが叫んだ。

　Ｃランクの魔物なら問題なく倒せると思っていたけど……こいつら、そんなに強かったのか。




　──＊＊＊──




　火の手からなんとか逃げ切りました。

　ハルト様のおかげです。

　そう、ハルト様です。

　ハルト様がウンディーネ様を召喚しようと魔法陣を形成した時から胸がキュンキュンして止まりません。感じたことのないほど、純粋な水属性の魔力でした。それを至近距離で感じてしまったものですから、私はハルト様の魔力に惹かれてしまったのです。

　マイもこんな感じだったのでしょうか？

　今なら私と別れることになってでも、ハルト様と契約すると言い張ったマイの気持ちが分かります。

　あと、ハルト様は絶対いい人です。

　気を失っていたリファさんと、体力が尽きて地面に伏していたメルディさんを優しく介抱してあげていました。おふたりも無事、回復されたようです。よかった。

　それに、主従契約しているというヨウコさんに対しても、ハルト様の言動がとても丁寧なんです。私がキュンキュンするほどの水魔法を使えて、しかもすごく優しそう。ウンディーネ様のお墨付きもあります。

　契約者として、こんな優良物件はほかにはないでしょう。すぐさま契約を申し込みたいところですが、さすがに皆様の前で本来の姿になるのは恥ずかしいので、今はまだ我慢の時です。




　ちょっと昔のことを思い出しました。

　マイはまだ、誰とも契約したことがないのですが、私は過去にひとりとだけ契約したことがあります。

　その彼は最悪でした。私を酷使し、さらに私が人化できると知ると無理やり私を人化させ、襲おうとしたのです。

　幸い、そのことに気づいたお父様が助けてくださり、その人間には厳しい罰が与えられました。私が未熟だったのもいけないのですが、私はそれ以来、契約に対して消極的になりました。お父様も、それを咎めることなく、マイと私がある程度の力を付けるまで精霊界から出なくていいと言ってくださったのです。

　本来、精霊は人間と契約し、力を分け与えられることで成長します。そのため精霊界から出ない私たちが成長するのには、すごく長い時間がかかりました。

　契約者に命令されても、私たちの意思で命令を退ける力を得て、ようやく私たちは人間界に来ることになったのです。

　ただ、普通の精霊のように召喚されて人間と契約するのでは、契約が完了するまでその人間がどんな性格なのかなどは分かりません。そこで、お父様のお力で私たちは人間界に顕現させられ、人間界で暮らしながら私たちの契約者に相応しい人を探すことになったのです。

　まさか、顕現して一年目でこれ以上ないという契約者候補を見つけられるとは思いませんでした。

　絶対逃がしませんからね。ハルト様。




　──＊＊＊──




「「ハルト様、少しお時間よろしいでしょうか」」

　学園に戻ってきて、昼食を食べ終え、のんびりしようとしていたらマイとメイが話しかけてきた。相変わらず声が完全にシンクロしている。

　ティナは鋼の森での異変を学園長に報告しに行き、ヨウコは校庭で昼寝しているので、俺はひとりで教室に向かっているところだった。

「いいけど、どうしたの？」

　いつの間にかマイだけでなくメイまで、俺に『様』を付けて呼ぶようになっている。いったい、何があったんだ？

　人気のない所に行きたいとのことだったので、ふたりと一緒に俺たちのクラスの訓練所へやってきた。

　ま、まさか告白か？　しかもふたり同時!?

　ちょっとドキドキしながらマイとメイの後について訓練所へ入った。訓練所の中ほどで、ふたりは立ち止まり、俺の方を向いた。

　──そして、衣服を脱ぎ始めた。

「え、えっ？　な、何してんの!?」

　俺の反応を他所に、ふたりはどんどん脱いでいく。マイとメイが一糸まとわぬ姿になった時、ふたりの身体が変化した。

　マイは火に、メイは水に変わる。

「「ハルト様、これが私たちの、本当の姿です」」

「おぉ！」

　マイとメイが精霊だというのは知っていたが、あらためて精霊体の姿を見ると感動する。ウンディーネとは違った美しさがある。そして、クラスメイトの全裸を見ていると思うと、ちょっと背徳感がある。

「「ハルト様」」

「は、はい、なんでしょうか？」

「「私たちの契約者になっていただけないでしょうか？」」

「あー、ウンディーネが俺を紹介してくれたから？」

「それもありますが」

「私たちは、ふたりとも」

「「ハルト様の魔力を好きになってしまいました」」

　おぉ、まさしく告白！

　──って、好きなのは魔力かよ。

　ま、まぁ、俺にはティナがいるしな。別に俺を好きになってくれなくてもいいもん。

　強がりじゃないぞ。

　ちなみにヨウコはペット枠。もふもふ担当。

　俺の目標はこの世界で勇者並に強くなって、ティナを護れるようになること。精霊と契約して戦力ダウンすることはない。しかも、マイとメイは契約なしでも人間界に顕現でき、さらに人化できるほど魔力の扱いに長けている。そんなふたりが弱いわけがない。

　そんでもって、ふたりとも可愛い。

　つまり、俺がマイとメイの頼みを断る理由が無かった。

「ふたりとも、ありがとう。ぜひ、俺の精霊になってほしい」

「「！！！」」

　精霊体は表情が分かりにくいのだが、それでも喜んでいるのがわかる。

「「ありがとうございます！　よろしくお願いします」」

「あぁ、こちらこそ、よろしくな」

「「では、失礼します」」

「──えっ!?」

　いきなりふたりが俺の頬に口付けしてきた。

　マイが右頬、メイが左頬に。

　柔らかかった。

　できれば、順番にしてほしい。同時だと、感覚を楽しむ時間がない。

　そんなことを思っていると、マイとメイの身体が霧散していった。契約が完了し、ふたりが精霊界に還ったのだ。人間界で契約すると、精霊はいったん精霊界に還る。そして、契約者である人間が、精霊を再度こちらの世界に召喚することで、顕現できるようになるのだ。

　早速、マイとメイをこちらの世界に顕現させるための魔法陣を用意する。俺と契約したとはいえ、ふたりにはもっと学園生活を楽しんでもらいたい。

　十人しかいないクラスメイトが減ってしまうのも寂しい。だから、普通の召喚魔法陣ではダメだ。

　俺はふたりが長期間こちらに顕現できるよう、めいっぱいの魔力を注ぎ込んで召喚魔法陣を形成した。

　ウンディーネを一日召喚するのに、千文字くらいの魔文字の魔法陣を使っていた。

　この世界の一年は三百日だ。そこから計算し、マイかメイどちらかを少なくとも一年間は顕現させられるだけの文字数は三百×千文字で、三十万文字になる。ふたりで六十万文字。少しおまけして百万文字の魔法陣を準備した。

　これだけ魔力をふたりに渡しておけば、長期間こちらの世界に顕現できるはずだ。

　さぁ、ふたりが待っている。早く召喚してあげよう。

　俺はふたりの属性、火と水をイメージし、魔法陣を起動させた。

　……詠唱は、どうしようかな？

　できれば、ふたり一緒に召喚してあげたい。そういえば、マイとメイからは光のオーラも少し感じた。

　だから──

「ライトニングランス！」

　なんとなく光属性の初級魔法を詠唱した。

「──っ!?」

　突然、魔法陣が激しく光り出した。

「誰だ、我を無理矢理呼び出したのは!?」

　光り輝く、デカいおっさんが現れた。手には眩く光る槍が握られている。

「えっと……誰？」

「我は星霊王。この星、すべての精霊の長である」

　おっふ、全然違う人？　を召喚してしまったようだ。

「すまんが今、取り込み中での。我を帰還させてくれぬか？」

「えっ、自分で戻れないんですか？」

「お主が我を強制召喚したのではないか！　我を召喚できる人間がいることにも驚きだが、まさか強制召喚される日が来るとは……だが、今は我が娘の一大事なのだ。頼む、帰還させてくれ」

　なんだか、凄く偉そうな精霊に頭を下げられてしまった。俺が間違えて召喚してしまったので、悪いのは俺だ。

「わかった。直ぐに送還するよ。無理やり呼んで悪かったな」

　俺は光るおっさんを精霊界へ送還した。去り際におっさんは何度も頭を下げていた。うん。やっぱり、無茶はいけないな。ちゃんと一人ずつ召喚しよう。まずはマイからにしよう。

　先ほどと同じように魔法陣を構築する。今度は五十万文字程度にしておいた。

　そして、マイの姿を明確に思い浮かべ──

「ファイアランス！」

　詠唱とともに、魔法陣が輝き出す。魔法陣から炎が立ちのぼり、その中から精霊体のマイが現れた。心なしかちょっと身体が成長している気がする。

　突然、魔法陣がさらに輝き出した。魔法陣から光の柱が空に向かって伸び、その光の中から誰か出てきた。

「火の精霊マイと契約したいというのは、貴様か？　まずは、その力を我に示せ──んんん??」

　出てきたのはさっきの光るおっさんだった。どうやらマイたちと契約するには、おっさんを倒さないとダメらしい。倒さないといけないが、そもそも俺はさっきおっさんを召喚している。

　つまり、この光るおっさんには俺の命令が効くのだ。

　だから──

「力を示せばいいんだな。よし、俺に──」

「待て待て待てまてぇーい!!」

　おっさんは俺に物凄い勢いで近づくと、俺の腕を掴んで異空間へ飛んだ。

「何すんだよ」

　俺はおっさんに連れられて、人間界と精霊界の狭間の空間に来ていた。

「何をするはこっちの台詞だ！　お主、なぜいきなり我を娘の前で跪かせようとするのだ!?　酷いではないか!!」

　えっ、この人、マイたちの父親なの？

「いや、力を示せって……」

　精霊を思い通りに動かせるのは屈服させた証拠になる。だから俺はおっさんに俺に跪けと命令しようとしたのだ。

「そ、それは娘の召喚者がお主だと知らんかったからであってだな、その──」

「俺はマイとメイの契約者に相応しくないか？」

「いやいやいや！　とんでもない、お主は娘たちの契約者として十分過ぎるほどの力を持っておる。だが……その、なんだ」

「何か条件があるのか？」

「う、うむ。我の大事な娘たちなのだ。あまり酷いことはせんと約束してくれぬか？　もし、魔王などと戦うのであれば、我が戦おう。だから、頼む。この通りだ」

　土下座されてしまった。父親が娘を大事にしたい気持ちはわかるし、俺としても、マイとメイに無理をさせたくはない。

「分かった。ふたりにはなるべく危ないことはさせないと約束する。だけど、俺が常にふたりを護れるかは分からない。いざと言う時は貴方の力を求めるけど、良い？」

「あぁ、問題ない。いつでも呼ぶがいい」

　その後、人間界に戻りメイを召喚した。

　こうして俺はマイとメイ、あとついでに光るオッサン星霊王との契約を終えたのだ。




　──＊＊＊──




　我は星霊王。この星、すべての精霊たちの長である。

　そんな我の、目に入れても痛くないほど可愛い娘たちが今、人間界で契約者を探している。我はまだそんなことしなくても良いと思うのだが、我が妻はふたりがいつまでも契約者を探さないことを許さなかった。

　娘たちが人間の命令を意思の力で断ることができる程度の力を身につけたので、我は妻に指示されてふたりを人間界に顕現させた。

　すごく心配だ。

　だが、常にふたりを見守っているわけにはいかない。精霊たちの色んな問題が我のところに飛び込んでくる。だから、たまに娘たちの様子を窺う程度にしておいた。

　それなのに妻にはもっとふたりを信頼して、自由にさせろと怒られてしまった。

　心配なものは心配なんだから仕方ないじゃないか！

　とりあえず、娘たちは無事、人間界の魔法学園に入学できた。我の知り合いの人間に入学手続きなどを手伝ってもらい、ふたりが困っていたら助けてほしいと、頼んだ。

　その知り合いは、彼の部下の中でもっとも強い者を娘たちの教育者にすると約束してくれた。

　それで安心して、少し目を離したのが良くなかった。




　一年も経たないうちに娘たちが帰ってきた。

　初めは寂しくなって戻ってきたのか？　などと考えていた。だが、話を聞くとすでに契約者を見つけ、契約を済ませてきたらしい。

　……早過ぎないか？

　本当に大丈夫か？

　娘たちはまだ未熟だ。契約者の素性もよく分からぬまま、ただ強い魔力に惹かれて契約してしまったのではないか？　ふたりの契約者を我が見定めてやらねば。少しでも不純なものが見えたら、我が消し炭にしてくれる。

　そう思い、この精霊界に戻ってきているという娘たちのもとへと行こうとした時。

「──!?」

　突然、異界へと身体が強く引き寄せられた。

　こ、これは強制召喚!?

　精霊たちの王である我を召喚できる人間などいるはずがない。魔王が君臨して世界を絶望に陥れたり、世界樹の異常で世界が崩壊しそうな時など、数多あまたの人間が生きたいと強く願い、我に魔力が届いた時のみ、我は顕現できるのだ。

　だが、今の人間界はおよそ平和だ。

　我を召喚できるわけなどない。しかも強制召喚。

　強制召喚は精霊の意思と関係無しに無理矢理人間界に顕現させる魔法。普通に召喚する十倍以上の魔力が必要なのだ。

　いったい、誰が、どうやって我を召喚したのだ!?

　そんなことを考えているうちに、召喚先に着いた。




　目の前にはひとりの少年が立っていた。年は人化した我が娘たちと同じくらいに見える。

「我は星霊王。この星、すべての精霊の長である」

　少年の問いに普通に答えてしまった。

　ま、まさかこの少年が我を呼んだのか？

　しかも、たったひとりで？

　どういうことかと詰めよろうとするが、身体が思うように動かない。

　この感覚──間違いない。我は今、この少年の支配下にある。つまり、本当にこの少年が我を強制召喚したということだ。どうやったのかなど、気になることはいっぱいあるが、今はまずい。何せ娘の契約者が決まってしまったらしいのだ。娘が契約者に召喚される前に、精霊界に戻って、娘と一緒に契約者のもとへと行かなくてはならない。

　少年に頭を下げる。

　人間に頭を下げたことなど星霊王になってからは無かった。

　だが、この少年を前にし、娘たちのためを思うと苦ではなかった。少年は直ぐに我を精霊界へと帰還させてくれた。




「……良い奴だな。魔力も純粋なものだったし、娘たちの契約者も彼のような人間であれば良いのだが」

　精霊界に戻ってきて呟く。

　いかん、早く娘たちのもとへと向かわなくては！




　娘たちはまだ召喚されていなかったようだ。

「マイ、メイよ。よくぞ帰った」

「「お父様、ただいま！」」

　よかった間に合った。

「ハルト様、私たちを召喚してくれるかな？」

「大丈夫だよ」

　ふたりは契約して、こちらに帰ってきてからしばらくここにいるようで、契約者に召喚されるのを待ちわびていた。

「お前たちの契約者はハルトというのか？」

「「うん！　すっごく強いんだよ」」

「ほう、しかし契約して直ぐに再召喚しないところを見ると、魔力は多くないのか？」

「ハルト様に限ってそんなことはあり得ません！」

「きっと何かあったんです！」

　むぅ、娘たちがやたらハルトとやらの肩を持つ。そうこうしているうちに、マイの身体が光りだした。人間界へ召喚されるのだ。

「あっ、まずはマイからみたいね」

「うん、先に行くね！　直ぐにメイも召喚してもらえるようにお願いするから」

「よろしくね──って、お父様何を!?」

「我もついていく。そのハルトとやらを見定めねばならぬのだ」

　強引にマイの召喚に割り込み、我も契約者のもとへと顕現する。

　その際に召喚者の魔力に触れた。

　ほう……なかなか心地よい魔力だ。

　だが、それと我が娘をくれてやるのとは話が別だ。ちょっとでも粗あらを見つけたら、契約は破棄させてやる。

　まずはちょっと威圧してやるか。




　……おかしい、目の前に我を強制召喚した少年がいる。




　少年が口に出した言葉通りに身体が動こうとする。娘の前で人間に跪くなど、できるわけがない。

　我は星霊王なのだ！

　意思の力でなんとか耐え、少年を連れて精霊界と人間界の狭間の空間へと移動した。




　少年は少しご立腹の様子。だが、我にも言い分はある。

　少年が娘たちの契約者であると知らなかったのだ。そもそも我を強制召喚できる人間に、何か力を見せてもらおうなど無茶振りもいいところだ。下手したらこの星が滅ぶぞ。

　強制召喚された我は、本来、少年と交渉できる立場になどない。どんな命令でも黙って受け入れるしかないのだ。

　だが、なんとしても娘たちは護りたかった。

　我がどんなことでもやる。だから娘たちを大事にしてほしいと、心から少年に頼み込んだ。

　少年は我の頼みを快諾し、いざと言う時は我の力を借りると言った。こうして娘たちと一緒に星霊王たる我も、正式にハルト殿と契約を結ぶことになったのだ。




　その後、仕事があるので我は単身、精霊界に帰還した。それとほぼ同時に、我に大量の魔力が流れ込んできた。ハルト殿との契約の繋がりから、彼の意思が伝わってくる。

　『貴方を召喚する魔力を咄嗟に溜めるのは大変なので、先にある程度渡しとくよ』

　──とのこと。

「いや、ある程度って……どう考えても数年は我を顕現させられる魔力なのだが……」

　我の呟きが、誰もいない精霊殿に木霊した。
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　マイ、メイと契約してふたりを再召喚した。

　召喚する時に魔法陣を通して長期顕現用の魔力を渡しておいたので、しばらく問題はないはずだ。大量の魔力を一度に渡したせいか、ふたりとも精霊体が少し成長していた。まぁ、ふたりが嬉しそうにしていたので、良しとしよう。授業に向かうため、マイとメイには人化してもらったのだが、こっちの姿もちょっと成長していた。主にメイの胸の大きさが。マイは身長が少し伸びたが、胸は成長しなかったようだ。マイがメイの胸を恨めしげに見ていたのが気になった。

　その後、教室に向かったのだが──

　午後からの授業はなくなった。森での異変をティナが報告したところ、教師たちの緊急会議が開かれることになったらしい。そして、俺は学長に呼び出された。




　──＊＊＊──




「君がハルトか、孫から話は聞いているよ。ルークと仲良くしてくれてありがとう」

　ティナに連れられて学長室に入ると白髪、白髭の優しそうなお爺さんが握手を求めてきた。

　この人がルークの祖父で、この魔法学園の長、賢者ルアーノ＝ヴェル＝イフルス。

「いえ、俺の方こそルークに良くしてもらっています」

　ルアーノ学長と握手する。

「ふむ、内包する魔力はそんなに多くない──と言うよりレベル１くらいか？」

　どうやら俺の魔力量に気付かれてしまったようだ。

　まぁ、無理もない。相手は正真正銘の賢者なのだから。

「失敬、君がマホノームの群れや魔人を倒したと聞いたもので、ちょっと気になってな」

「いくら学長でも勝手にハルト様を詮索するなど、許しませんよ？」

　ティナが怒ってくれた。

「ティナ先生、大丈夫です。多分、いつかはバレますし」

　そろそろ、ティナにも呪いのことも打ち明けよう。俺と同じく賢者であり、この学園の長であるルアーノ学長になら、俺が賢者であることや、呪いのことを話して良いと思えた。

「俺の素性を話そうと思うのですが、できればここで聞いた話は他言無用でお願いします」

「聞いた話は誰にも漏らさないと約束しよう。だが、そもそもここは多様性を認めるイフルス魔法学園だ。もし話したくないのであれば、無理に話さなくても良いんだぞ？」

　学長は素性を隠したままでも良いと言ってくれた。この学園では獣人族やドラゴノイド、精霊族まで生徒になっている。そうした中には当然、素性を隠して入学してきた者もいる。たとえば魔族であるヨウコ。学長はそうした者も受け入れるという。

　魔法を学びたいという意志を持つものには、誰であっても学ぶ機会を──それが学長の信念らしい。

　この学園の生徒が道を外れそうになった時、それに対処できるだけの力を賢者ルアーノは持っている。握手した時、俺の魔力を探られたが、実は俺も学長の魔力を感じ取っていた。

　俺がこれまで感じた中でもっとも魔力が多く、洗練されていた。多分、ヨウコがこの学園を乗っ取ろうとしても失敗していたんじゃないだろうか。ルークはティナの方が強いと言ったが、魔法だけで戦うのであればたぶん、学長が勝つ。それくらい、ルアーノ学長の魔力は力強かった。

　そんな学長だからこそ、俺は呪いのことを話す気になった。

「ステータスオープン」

　俺はステータスボードを開いて、ティナとルアーノ学長に見せた。




　名前：ハルト＝ヴィ＝シルバレイ

　種族：人族

　加護：なし〘固定〙

　職業：賢者（レベル１）〘固定〙

　体力：30／30〘固定〙

　魔力：10／10〘固定〙

　物理攻撃力：10〘固定〙

　魔法攻撃力：10〘固定〙

　防御力：10〘固定〙

　素早さ：10〘固定〙

　器用さ：10〘固定〙

　技能：なし〘固定〙

　状態：呪い（ステータス固定）〘固定〙




「レベル１!?　ハルト様、どういうことですか？」

「ステータス固定の呪い、こんな呪いは儂も初めて見る」

　ふたりが俺のステータスボードを凝視している。

「俺は異世界から来た転生者です」

「なるほど……転生者であるから、職業は賢者なのだな」

　学長は異世界から来た勇者たちの職業が三次職で固定になることを知っていた。

「はい。そして、レベル１なのは邪神のせいです。俺は転生の際に、邪神に呪いをかけられてこうなりました」

「邪神……魔王を生み出し世界に恐怖と絶望を広める元凶。本当に存在したんですね」

「ティナ、俺の話を信じてくれるのか？」

「私はハルト様のことを信じますよ。それにこうしてステータスを見ているんですから」

　ティナが信じてくれて嬉しかった。ステータスボードには邪神と言う文字はどこにもないので、呪いを邪神にかけられたということに関しては俺の言葉を信じてもらうしかない。

「しかし、邪神はなぜステータス固定の呪いを君に？」

「わけは詳しく聞けませんでした。ただ、こちらの世界で俺に活躍してほしくはないそうで……」

「魔物の群れや、魔人をたったひとりで倒してしまうのは、かなり活躍していると思うがな」

「私もそう思います」

「俺は、邪神のミスだったんじゃないかと思っています」

「邪神のミス？」

「どういうことでしょうか？」

「まず、これを見てください。ファイアランス！」

　俺はステータスボードをふたりに見せたまま、炎の槍を手元に出現させた。

「こ、これは！」

「魔力が全く減らないのか!?」

「その通りです。俺はいくら魔法を使おうと、魔力が減ることはありません」

「これが呪いステータス固定の効果なのか？」

「はい。俺も最初はステータスの最大値が固定されてしまうと考えていました。ですが、この呪いはステータスそのものを固定するようです。俺は邪神がステータス最大値固定の呪いと間違えたのではないかと考えています」

「な、なるほど……だが、ちょっと待て。魔力が無限だというのは分かったが、マホノームを倒せるほどの魔法攻撃力はどうなっているのだ？　君の魔法攻撃力も10で固定のはずだろう」

「魔力10以下の魔法を大量に撃ってるんです。後は魔法の組み合わせで威力を上げています」

「そんなことが可能なのか」

「それであの威力ですか……」

　ティナが言いたいのは訓練所の壁を破壊した時のことだろう。

「訓練所を壊しちゃった時は五万個のファイアランスを纏めた魔法を撃ちました」

「ご、五万!?」

「よ、良くぞそんな魔法を逸らしてくれた。ティナ先生、あらためて感謝する」

「いえ、また同じことをやれと言われても、絶対に無理です」

　ティナが俺の魔法を防げたのは異世界から来た勇者の魔具があったからだ。

「とにかく、ハルトが普通でないことはよくわかった。まぁ、転生者だと言うならば不思議はないが……頼むから暴走せんでくれよ」

「気をつけます」

　その後、学長は俺が学園で過ごすにあたって、可能な限りサポートをすると約束してくれた。

　ただそれは、俺のためと言うより、学園を危険に晒さないためらしい。




　──＊＊＊──




「ハルト様、これはいったいどういうことでしょうか」

　ティナが怒っている。

　表情には出ていないが、溢れんばかりの魔力が彼女の怒りを体現していた。

「ち、違うんだ！　こいつらが勝手に！」

　学長との面談後、屋敷に帰ってきて風呂に入った。もちろんひとりで。

　午前中は鋼の森での実戦だったので、大して動いてはいないが汚れが気になり、早めに身体を洗いたかった。身体を洗い、湯船に浸かってのんびりしていた。

　そしたら、ヨウコが入ってきた──全裸で。

　驚いていると、マイとメイが勝手に召喚魔法陣を展開させて現れた。なんでも俺の身に危機が迫っていると感じとったらしい。現れた場所が風呂で、湯船に浸かっているとはいえ俺が全裸だったので、ふたりは赤面した。

　しかし、直ぐに服を脱ぎ始めた。何をしているのかと聞くと、せっかくなので一緒にお風呂に入ると言い張る。何が、せっかくなのだろう？　いや、俺としては美少女三人とお風呂に入れてうれしいのだが──

　最悪の事態に陥った。

　ガラっと浴室の扉が開き、ティナが顔を出したのだ。俺がひとりで風呂に入っているはずの浴室が騒がしかったので、何かあったのではと心配して見に来てくれたらしい。ティナが目にしたのはヨウコ、マイ、メイに囲まれて風呂に入る俺の姿。ティナが怒るのも無理はない。

「違うんだ！」

　そう、これは浮気とかではない。

「何が違うのでしょうか？　ヨウコさんだけでなく、いつの間にかマイさんとメイさんまで連れ込むとは」

　ティナが笑顔で聞いてくる。その笑顔が怖い。ヨウコとマイ、メイはティナから溢れ出る魔力と雰囲気に気圧されている。そして、俺を盾にするように寄ってきた。

　おぉ、これは……いい！

　三人のすべすべの肌と柔らかいものが俺の身体に触れる。つい頬が緩んだ。比例するようにティナの魔力がいっそう険しくなった。

　こ、これは、真剣にヤバい。

　ティナの魔力で浴室にある椅子や桶が震えている。早急に打開策を考える必要があった。

「ティナも、一緒に入るか？」

　咄嗟にティナを誘ってみた。

「ぇ」

　小さく声を上げてティナが固まる。

　そして、ショートヘアから覗く耳がすごい速さで赤くなっていった。

「わ、私は大丈夫です！　どうぞ皆さんでごゆっくり!!」

　大きな音を立てて扉を閉め、ティナが出ていった。添い寝はいいけど一緒にお風呂はまだ無理だったか。
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　先日、ヨウコと寝ていた時にティナを呼んだら勢いよくベッドに入ってきた時のことを思い出していた。

「主様は、チャラ男なのじゃ」

　ヨウコに冷たい目で見られた。

「なんでだよ？」

「我は九尾狐としてはまだ幼体じゃが、それでも男の目を引く身体だと自負しておる。マイとメイもかなりの上玉じゃ。その三人に囲まれても平然とし、さらにティナ殿を誘うとはチャラ男と言わずなんという？」

　いや、もちろんヤバいよ？

　三人ともめっちゃ可愛いもん。

　そんな美少女たちとお風呂に入ったら当然、反応しちゃうよ？

　だが俺は、魔力で自分の肉体を完璧にコントロールできる術を身に付けていた。生理現象もある程度制御できる。全裸のヨウコが入ってきた時から、俺のハルトは魔力によってフルコントロールされている。

「チャラくない。紳士なんだ。ティナを誘ったのだって皆で仲良くお風呂に入りたかっただけ」

　──嘘だ。

　ティナの雰囲気が怖くて、咄嗟に誘う言葉が出ただけだった。

「さ、そろそろ俺は出るよ。三人はのんびりしてくれ」

　俺はさっと風呂から出た。

「……我でもまだ、魅力が足りんのかのぅ」

「やはりハルト様はティナ先生くらい胸がある方がお好きなのでしょうか」

「ちょっとメイ、悲しくなるから止めてくれない？」

　背後からヨウコたちの話し声が聞こえた。

　大丈夫、みんなヤバいくらい魅力的だから。




　──＊＊＊──




　さっきのことを弁明しようとティナを捜す。

　ティナはキッチンにいた。一心不乱にジャガイモの皮を剥いている。その背後には剥き終わった大量のジャガイモが積み上がっていた。

「私という者がありながら、ヨウコさんやクラスの女の子とお風呂に入るなんて……それは、私は年増ですし、彼女らは若くて肌も綺麗ですけど」

　俺が来たことに気づいていない様子。

　ティナが拗ねている。

「私だってエルフとしてはまだ若い方ですし、胸だって彼女たちには負けません！」

　そう言ってティナが自分の胸を押さえる。

　その姿がちょっとエロい。

「なのに、ハルト様は私とはお風呂に入ってくださらない……いえ、さっきは誘ってくださりましたね。素直に入れば良かったのに。私って、意地っ張りだったんですね」

　ティナが手を止めて俯いた。

「じゃあ、今度ふたりで温泉でも行かないか？」

「ハルト様!?」

　声をかけたらティナが凄く驚いていた。

「い、いつからこちらに？」

「ちょっと前かな。俺はティナを年増だなんて思わない。凄く魅力的な女性だと思ってる」

「全部聞いてたんじゃないですか!!」

「あはは、ゴメンな。ところで温泉の話どうかな？　ふたりで、ちょっと遠い所にある温泉に行かない？」

「ふたりで、ですか？」

「うん、ふたりっきりで」

　少しの間、ティナは考え込んでいた。

「行きたい、です」

　消えるような声で、だが、確かにティナは行きたいと言った。

「よし、じゃ、今度の授業がお休みの時に行こう！　久しぶりの旅行だね」

「はい、よろしくお願いします」

　旅行という言葉でティナが笑顔になる。そこからティナは平常運転に戻った。




「これ、どうしましょう」

　ティナが剥いていた大量のジャガイモが残されていた。

「当面はジャガイモ生活だな」

　貴族とは言え、俺は食べ物を粗末にしたくなかった。

「ま、五人で食べればすぐなくなるよ」

「五人？　ま、まさかハルト様」

　俺はマイ、メイと契約を結んだこと。そして、ふたりをこの屋敷の余っている部屋に住まわせることをティナに話した。

　案の定、ティナが再び拗ねた。

　その後、温泉旅行は絶対にふたりだけで行くと約束することで、なんとかティナの機嫌を直すことができた。




　──＊＊＊──




　おはようございます、ティナです。

　今日はハルト様と約束していた、温泉旅行の日です。もう朝から、いえ実は昨日のお昼くらいからワクワクが止まりません。昨日は一日、暇さえあればハルト様を眺めていました。

　昨日は──と言うと語弊がありますね。

　私はいつでも貴方を見ていますよ、ハルト様。

　それはさておき、いよいよ旅行当日です。私はウキウキしながら外出用の服に着替えました。

　さぁ、ハルト様を起こしに行きましょう！

　今日という日を楽しむため、昨日は久しぶりにハルト様と離れて寝ました。寂しかったです。ですがその分、今日の旅行が待ち遠しくなったのです。

　ちなみに昨日はハルト様の言いつけでヨウコさんやマイさん、メイさんも自室で寝ています。

「ハルト様、失礼します」

　ハルト様を起こすため、お部屋に入りました。

　あら？

　ベッドにハルト様の姿がありません。もう起きてリビングにでも向かわれたのでしょうか？

　──ん、これは？

　ベッドのサイドテーブルに手紙が置いてありました。




　ティナへ

　せっかくのデートだから、

　待ち合わせして行こう。

　八時に中央街の噴水広場に来てね。

　ハルトより




　ドキっとしました。

　デート……そう、今日の旅行はデートなのです。

　デートで待ち合わせ。私がやってみたかったことのひとつが今日、叶います。ハルト様は私を喜ばせる術すべを知っているようです。

　時計を確認すると、七時二十分でした。

　着替えは済んでいますし、中央街まではこのお屋敷から十分で行けます。余裕で間に合いますが、ハルト様をお待たせするわけにはいきません。何より私が早くハルト様にお会いしたいのです。屋敷のことをヨウコさんたちにお願いして、私は中央街に向かいました。




　──＊＊＊──




「ハルト様、お待たせしました」

「ティナ、おはよう」

　ハルト様は私服でした。羽織っている黒のベストが凄くお似合いです。カッコイイです。

「ティナの私服、久しぶりに見たよ。私服姿も可愛いね」

「あ、ありがとうございます！」

　私服姿も可愛いですって。

　頬が緩むのが止められません。

「じゃ、いこっか」

　そう言ってハルト様は私の手を握りました。恋人繋ぎってやつです。そのまま私をリードして歩いてくださいました。

　そして馬車や魔導車などが通る大通りまで来ました。ここまでハルト様と手を繋いで歩いただけで、私の心臓はかつてないくらい激しく鼓動しています。

　こんなので今日一日もつでしょうか？

　ハルト様に連れられて、大通りに止まっている豪華な魔導車に近づきました。

　もしかして今日はこれで移動するのですか？　凄く綺麗な装飾が施され、それでいて派手すぎない、上品な魔導車でした。どうやら本当にこの車で移動するようです。

　ハルト様が扉を開け、私が乗り込むのをエスコートしてくださいました。

　紳士！　ハルト様、マジ紳士!!

　──おっと、失礼しました。

　つい取り乱してしまいました。

　私はティナ＝ハリベル。かつて勇者様を導き、ともに魔王を倒した魔法剣士です。この程度のことで浮かれてどうするのですか。

　クールになるのです、クールに！

　魔導車に乗り込みました。ハルト様に導かれて横に座ります。

「座り心地どうかな？　今日はこの街で一番いい魔導車を用意したんだ。ティナと初めてのデートだからね」

　そう言ってハルト様はニコッと笑いました。

　ハルト様ぁぁあ!!

　え、なんですかその笑顔は!?　素敵すぎます。今日のデートのために学園で最高の魔導車を用意してくださったんですか？　私はハルト様がご一緒ならどんなボロボロの馬車であっても喜んで乗ります。でも、デートだからと気遣いしていただけるのが本当にうれしいのです。

　さては私を仕留めに来ていますね。

　安心してください。

　私の身も心もすでにハルト様のものです。

　その後、ハルト様といっぱいお話ししました。

　学園のことや、かつての勇者様たちとの冒険の話など。ハルト様は冒険に興味があるようです。ハルト様は伯爵様のご子息なので、冒険などしなくても一生安泰なのですが。やはり転生者の方は異世界での冒険というものに憧れるようですね。あの人みたいに……。

　おっと、いけません。

　今はハルト様とのデートを楽しみましょう。




　──＊＊＊──




　しばらくして、小さな村に着きました。

　温泉はここから少し森に入った所、知る人ぞ知る場所にあるのです。ちなみにここの森にはレベル80くらいの魔物が出るので、村の住人たちは森に近づきません。ですが、私とハルト様にとってレベル80程度の魔物などいくら群れをなそうと敵ではありませんので、気にせず温泉へと向かいます。

　魔導車は森には行けないので、この村で待機です。ハルト様が魔導車の運転手と何か話していました。帰りの時間を伝えているのでしょうか？




　いよいよ温泉に向かいます。魔物と戦うかもしれないので、軽く身体を伸ばしていたら──

「デートだよ？　ティナに戦わせるわけないだろ」

　そう言ってハルト様は魔力を放出しはじめました。

「ファイアランス！」

　炎の騎士が私たちの前に現れました。相変わらず凄い魔力です。そして、滑らかな動き。一体にどれだけの術式を組み込んでいるのでしょう？　多分、私でも勝てないと思います。炎の騎士それが味方なので、すごく頼もしいのです。

「昨日のうちに魔物は狩っといたけど、見逃したのがいるかもしれないから、こいつは保険ね」

　サラッと言ってのけますが、この森、冒険者でもＢランク以下の人は入れないんですよ？　そんな森の魔物をほとんど狩り尽くしたと言います。もう、さすがとしか言えません。

　ですが、これで魔物に襲われることなく温泉に向かえます。ハルト様に褒めてもらった私服が汚れることがなさそうで何よりです。

「ティナ、行こう」

「はい！」

　ハルト様が差し出してくださった手を握り、ふたりで歩き始めました。




　三十分ほど歩いて目的の温泉に着きました。

　道中、魔物は出ませんでした。もちろん温泉にも誰もいません。

「誰もいないし、この後も多分、誰かが来ることはないだろうけど念のため」

　ハルト様が巨大な魔法陣を展開しました。

「ハルト様、これは？」

「認識阻害の結界魔法。この外側からはここに温泉があるって分からないし、俺たちの姿も見えない。だから安心して入れるよ」

　結界魔法の存在は知っています。かつて上級魔導師が十人でなんとか成功させたとか。それをおひとりで。

　やはりハルト様は規格外です。

　何もそこまでしなくてもいいのではと思ってしまうのですが──

「ティナの身体を、ほかの誰かに見られるのは嫌だから」

　そうハルト様がつぶやきました。

　ハルト様も独占欲があるようですね。なんだか嬉しくなりました。

　さて、いよいよ温泉に入ろうとなったのですが、実は私、ハルト様に裸を見られるのは初めてでした。

　赤子のころからお世話しているので、ハルト様のお身体は見慣れています。最近はあまり拝見する機会がありませんでしたが。とにかく、私が裸を見られるのは初めてなんです。

　だ、大丈夫でしょうか？　いつも念入りに手入れをしていますし、そもそもハーフとは言え、私はエルフ族なので肌は綺麗なはずです。

「一応、水着持ってきたけど……着る？」

　私がもたもたしていたら、ハルト様が袋を差し出してくださいました。多分、水着が入ってるのでしょう。水着を着て入れば恥ずかしさはなくなりますが、ハルト様はヨウコさんやマイさんたちとお風呂に入っています。私だけ水着を着てしかハルト様とお風呂に入ったことがないとなると、なんだか負けた気になります。

　ですから──

「いえ、大丈夫です。買っていただいた水着は今度着させていただきますね」

　そう言ってハルト様から袋を受け取りました。ふふふ、プレゼントをいただいてしまいました。

　ハルト様が服を脱ぎ始めました。

「ティナ、凝視されるとさすがに恥ずかしい」

「あっ！　ご、ごめんなさい」

　訓練を休まず頑張っていらっしゃったハルト様の引き締まった身体に見とれてしまいました。

　私も服のボタンに手をかけます。なんでしょう、凄くドキドキします。

　ザバザバと音がして、そちらを見るとハルト様がお湯に浸かったところでした。身体を私のいる方とは反対に向けています。私が恥ずかしくないようにと配慮をしてくださっているのでしょう。急いで服を脱いで、少し掛湯をして温泉に入りました。

　──あぁ、温かい。

　地中から湧き出た魔力がお湯に混じっているのでしょうか？　魔力が満たされていく感じがします。

　いい温泉です。

　私はハルト様のうしろから近づきました。

「気持ちいいですね。来れてよかったです」

「ああ、ティナが喜んでくれてうれしいよ」

　ハルト様はこっちを見てくれません。さっき私が恥ずかしがっていたのを気にしてくださっているようです。ですが、せっかく一緒に温泉に入ったので、もっと触れ合いたいです。

「えいっ！」

　私は意を決して、ハルト様に後ろから抱きつきました。

「ティナ!?　あ、当たってる！」

「当てているんです」

　自分の顔が真っ赤なのが分かります。凄く恥ずかしいです。

　ですが、ハルト様に抱きつくとなんだか落ち着きます。

「ハルト様、こっちを向いてくださいませんか？」

　少し離れて聞いてみました。

「……いいの？」

「はい。ハルト様に、見ていただきたいです」

　ハルト様がゆっくり振り返りました。

　目が合います。

　その後、ハルト様の視線が下の方に──
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　い、いかがでしょうか？

「綺麗だ」

　褒めていただけました。顔が熱いです。

「あっ、ごめん。見すぎた」

　そう言ってハルト様はさっと顔を背けました。

「触っても、いいんですよ？　私はハルト様のものですから」

　勇気を出しました。ハルト様が再び私を見ます。

「何処を触ってもいいの？」

「……はい」

　ハルト様が顔を近づけてきます。




　キスされました。

「唇でティナの唇を触ってみた。二回目のキスだね」

　胸や身体をお触りになるかと心の準備をしていたのですが、キスされるとは。

　いきなりはずるいです。

　唇に指を当て、先ほどのハルト様の唇の感覚を思い出します。

　……もっとしたい。

「ハルト様」

「ティナ」




　ハルト様といっぱいイチャイチャしました。結界のおかげで誰にも気づかれないとはいえ、ここは屋外です。

　凄く、ドキドキしました。

　気持ちよかったです。




　──＊＊＊──




　温泉から出て着替えました。恥ずかしくてハルト様の顔を見られません。

「じゃ、帰ろうか」

「はい」

　ハルト様が帰りも手を握ってくださりました。歩いて帰るのかと思ったのですが、ハルト様が何やら魔法陣を形成しています。

「あの、これは？」

「村まで転移するための魔法陣だよ。歩いて帰ったらせっかく温泉入ったのに汗かいちゃうだろ？」

　聞き間違えでしょうか？　転移魔法陣？

　転移とはスキルの一種で、行ったことがあればどんな場所にでも一瞬で移動できる、正しくチートスキルと呼ばれるものです。稀にこのスキルを持った勇者様が現れると聞いたことがあります。ですが、ハルト様は賢者です。賢者が転移魔法を使った記録などありません。

「ほ、本当に転移ができるのですか？」

「うん、最近覚えた。狭間の空間を経由して、予め出口の魔法陣をセットしておいた場所に移動できるんだ。自分で自分を召喚する感じかな？」

　ハルト様はスキルではなく、魔法として転移を再現してしまったようです。

「さ、用意できたよ。帰ろう！」

　ハルト様に手を引かれ、私は魔法陣に足を踏み入れました。魔法陣をくぐったかと思うと、そこは村の外れ、さっきまで私たちがいた森へと続く道でした。本当に転移できてしまったようです。

「お腹すいてない？　お昼にしようと思うんだけど」

　私が唖然としていると、ハルト様からご飯を食べようと提案がありました。ここは田舎の村ですが、なかなか美味しいご飯が食べられると有名なのだそうです。

　ご飯を食べたら帰宅するのでしょうか？　ちょっと名残惜しいです。もっとハルト様とふたりっきりが良いです。

　あら？　そういえば私たちが乗ってきた魔導車が見当たりません。

「魔導車は帰ってもらった」

　私が魔導車を探していることに気づいたハルト様がそう言いました。

「お屋敷への帰りも転移するのですか？」

「いや、ティナさえ良ければ、今日はここで泊まろうかなって。もし屋敷の布団で寝たいとか、ここが嫌なら俺の転移で帰ろう」

　私は勇者様たちと冒険したことがあるので野宿でも平気です。

　たとえ田舎の村で安い宿しかなく、ベッドがボロボロであっても全然気にしません。そんなことより、ハルト様と明日までふたりっきりでいられることがうれしいのです。

「泊まります！」

　即決です。えへへ。

　今晩もハルト様を独り占めできます。

　まだお昼だというのに、私は今晩ハルト様と寝る時のことを想像し始めてしまいました。
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　ティナと温泉に行ってから三か月が経過した。

　あれ以来、屋敷でもたまにティナとお風呂に入るようになった。たまにヨウコたちが乱入してくることもあるけど……。

　学園生活の方はなかなか順調だ。俺たちのクラスは実戦でも座学でも、定期テストで全員が優秀な成績を修めている。対戦も三回あったが、すべて圧勝して教室をキープしていた。

　俺が出る幕は一度もなかった。そろそろ俺も戦って、ティナにいいところを見せたい。

　そんなことを思っていたときに、あれは起きた。




　ある日、授業が終わった後、俺はティナとふたりで中央街まで日用品の買い出しに来ていた。

　買い物を終えて店を出るとき──

「ハルト様、今日の夕飯は何がいいですか？」

「ティナ、前を向いて歩かないと──」

「きゃあ！」

　ほら、こうなるから。

「ティナ、大丈夫？」

　前を見ずに歩いてきた男子学生と、俺の方を振り返りながら店から外に出たティナがぶつかったのだ。

　俺は倒れそうになるティナを慌てて支えた。

「あ、ありがとうございます。ハルト様」

「すみません、考え事をしていて。お怪我は──」

　ティナにぶつかった男子学生が謝ってきたのだが、ティナの姿を見て彼は固まった。

「う、美しい……その格好、もしかして教師の方ですか？」

「はい。一年生のクラスの担任をしています。えっと、私も前を見ていなくて、すみません」

　身体を支えていた俺の手を離れ、ティナが服装を正して男子学生に謝った。

「そうですか、一年生の……もし、よろしければ俺のクラスの担任になってくれませんか？」

「──は？」

　彼が何を言っているのか、意味がわからない。

「貴方は、レイン＝アーガス君ですよね」

「お、俺をご存じなのですか？」

　ティナは男子学生のことを知っていたようだ。

　なんだかちょっと、嫌だ。

　別にレインという男子学生が、かなりのイケメンだから、ティナを取られるのではないかと心配しているとかそういうのではない。うん、絶対違う。

「知っていますよ。だって、この学園の生徒会長レイン君といえば、かなりの有名人ですから」

　えっ、このイケメン、生徒会長なの？　俺の中で、レインへの警戒度が急上昇した。

　イケメンで、この世界最高峰の魔法学園で生徒会長を任されるような男だという。さすがにティナが俺の元を離れるとは思えないが、警戒はすべきだ。

「ありがとうございます。おっしゃる通り、俺は生徒会長のレインです。あの、貴女のお名前を教えていただけないでしょうか？」

「私ですか？　私はティナといいます。先ほども言ったように、一年生の担任をしています」

「ティナ先生……」

　レインが急に、ティナの両肩をガシッとつかんだ。

「あ、あの──」

「ティナ先生。先ほども言いましたが、俺のクラスの担任になってください。俺は先生を一目見て好きになりました。先生と一緒にいたいんです。それに俺の担任になってくれれば、俺の強さもわかります。きっとティナ先生も、俺を好きになってくれるはずです！」

　レインがティナを真っすぐ見つめながら訴えかける。たぶんたいていの女性は、モデルのように整った顔をしているレインに、こんな風に言い寄られたらすぐに『はい』と言ってしまうだろう。

　でもティナは、困った表情で俺の方を見てきた。

　ティナが俺に、助けを求めている。

　レインに肩をつかまれてもティナは顔を赤らめることもなく、ただ迷惑そうな顔をしていた。俺はそれが嬉しかった。さっさとティナを助けてあげなくては。

「レイン先輩、それはダメですよ」

「……君は？」

　レインはティナを口説こうとしている最中に横やりを入れられ、明らかに不機嫌そうな態度になる。

　少し殺気を飛ばされている気もするけど、俺のティナを取られるわけにはいかない。

「ティナ先生のクラスの生徒で、ハルトといいます。ティナ先生は俺のクラスの先生ですから。先輩のクラスの担任にはなれませんよ」

　そう言いながら、レインの手から少し強引にティナを奪い取った。

「この学園って、入学したら七年間はクラスメイトも先生も固定でしょう？　ですからティナ先生は、ずっと俺たちのクラスの先生です」

　いくら生徒会長とはいえ、このルールを破れるわけがない。例外があるとすれば、教師が事故や魔物に襲われることで死んで、欠員が出た時だ。唯一その時だけは新たな教師が選出されて、クラスの担任が代わることになるのだが、最近この学園で教師が亡くなったという話は聞いていない。

「ハルト君、実はあまり知られていないが、この学園には教師のトレード制度があるんだよ」

「えっ!?　そ、そんな制度、聞いたことがありません!!」

「まぁ、ほとんど使われていないからね。この制度を使うと申告できるのは、前年度の最優秀クラスだけだから」

　年度末、クラス全員の学科試験と魔法の実技試験の総合成績で、学園全体の序列がつけられる。その序列で一番上、もっとも優秀な成績を残したクラスのみが、教師のトレード制度を使えるのだという。ポイントは前年度のという点だ。

　つまり、ひとつ前の学年で最優秀クラスにならなければならない。ほとんどの場合、最優秀クラスには七年生のクラスがなる。最優秀クラスになったとしても七年生は卒業してしまうので、教師のトレード制度など関係ないのだ。

「昨年は俺のクラスが最優秀でね。つまり、うちのクラスの先生とティナ先生をトレードできるんだよ」

「レイン君の、言う通りです」

「そ、そんな──」

　ティナがレインの言葉を肯定したので愕然とする。

　や、やばい……ティナが、とられてしまう。なんとかレインに考えを改めさせられないか必死に考えていると、ティナが口を開いた。

「教師のトレード制度は確かにあります。それに、昨年の最優秀クラスはレイン君のクラスでしたので、教師のトレード申請ができるのは確かです」

「じゃあ、うちのクラスの担任になってくれるんですね!?」

「トレードの申請はできますが、トレードされる側が拒否できることもご存じですか？」

「そうなの？」

　いや、考えてみれば当然だ。教師をトレードさせられるクラスも、なんらかの反対行動ができなければおかしい。

「もちろん知っていますよ。そのトレード拒否が、ほとんど意味をなさないこともね」

「……どういう意味ですか？」

「トレードを拒否する場合、申告してきたクラスに、対戦で勝たなければならないのです」

「そういうこと。ハルトは一年生だから知らないだろうけど、昨年俺のクラスは対戦で一度も負けていない」

　なるほど、昨年一番強くて最優秀だったレインのクラスに勝たなければ、トレードを拒否できないわけか。

　理解した。

　つまり、レインのクラスに負けなければ、ティナがとられることはないということだ。

「レイン先輩は、トレードを申請する気なんですね？」

「あぁ。俺は今この場で、ティナ先生のクラスに教師トレードの申請をする」

　自分のクラスメイトとか、トレードさせられる自クラスの教師に、相談もしないのか……。

　少し驚いたが、レインの魔力を見て納得した。

　彼は俺がこの学園で見た学生の中では、断トツの魔力を保有していたのだ。体内を流れる魔力の流れも洗練されている。

　彼は──レインは、強い。

　きっと、レインのクラスの主導権は彼が握っているのだ。彼の意思決定がクラスの総意となる。そういうことだろう。

「わかりました。俺はそのトレードを拒否したいので、レイン先輩のクラスと対戦します」

「ハ、ハルト様……」

　ティナが少し不安げな表情で、俺の服の裾をつかんできた。

「トレード拒否──か。まぁ、当然だろうね。よし、対戦しよう。ルールはどうする？」

「レイン先輩と俺が、一対一で戦うというのはどうでしょうか？　クラスメイトからの補助魔法は全面的に可能ってことで」

　仲間からの補助魔法をありにしたのは、俺がそれを頼りにしていて、仲間と協力すればレインにも勝てると思い込んでいると、レインに思い込ませるためだ。

　あまりにも直接対決に自信を見せてしまうと、彼に不審がられ、団体戦に変更させられることを危惧したからだ。レインのクラスメイトがどんな能力を持っているかわからない。だから、俺がひとりで戦うのが一番確実だった。

　別に俺のクラスメイトたちを信じていないわけじゃない。

　それに俺は最近、活躍する場面がなかった。ようやくティナにいいところを見せるチャンスがやってきたのだ。みんなには悪いが、今回は俺だけでやらせてもらおう。

　こうして俺と、この学園の生徒会長が戦うことが決定したのだ。




　──＊＊＊──




「ハルト様、すみません。私のせいでこんなことになってしまって」

　対戦当日、控え室で待機しているとティナが謝ってきた。レインが勝手に言い寄ってきただけで、ティナは全く悪くない。

　生徒会長と戦うことになったとクラスメイトに説明したら、みんなは俺を応援してくれた。

「レインと戦うって決めたのは俺だから。ティナが気にする必要なんてないよ」

「で、ですが……」

　レインは魔法の才能があり、四年生の時にはすでにこの学園で最強に近いと噂されていたという。七年生になった今、レインは学園中の教師が認める最強の生徒だった。

「俺がさ、最強って言われている生徒会長に勝てたら、すごくない？」

「す、すごいです」

「勝てたら、かっこいい？」

「かっこいいです!!」

　俺はティナの頭を優しく撫でる。

「じゃあ、俺はレインに勝つよ。ティナのために」

　そう言って、俺は闘技台へ向かった。




　──＊＊＊──




　闘技台の上で生徒会長と対面する。やはりさすがの魔力量だ。ティナや学園長と比べると少ないが、うちのクラスの誰よりも魔力量は多い。さらにその流れは非常にスムーズだった。

　彼の後ろ、闘技台の外に控える生徒会長のクラスメイトも皆、洗練された魔力を持っていた。その闘技台の外にいる全員がすでに魔法陣を展開し、生徒会長への補助魔法の用意をしている。相手も全力で勝ちに来ている。

　ちなみに俺のクラスメイトからの補助魔法はない。邪神の呪いでステータスが固定されている俺には、補助魔法をかけてもらっても意味がないのだ。

「君に怨みはないけど、ティナ先生を手に入れるためだ。悪いけど痛い思いをしてもらうよ」

　レインは、その優しそうな雰囲気からは想像もつかない殺気を含んだ魔力を漂わせていた。

　俺はただ無言で、対戦が始まるのを待った。審判役の教師が闘技台に上がり、ルールを説明していく。




　そして、対戦が始まった。

「ファイアランス！」

　開始と同時に百発分のファイアランスを撃ち込む。

　──が、レインは魔法で強化した腕で、容易く俺の魔法をはじき飛ばした。

　スピード優先で纏めた魔法が少なかったとはいえ、ダメージを全く与えられないというのは予想外だった。

「いきなりだね。ファイアランス最下級魔法なのに、かなりの威力で驚いたよ。君も先生を取られまいと必死なんだね」

「俺も驚きました。まさかあれが容易く弾かれるなんて」

「まぁ、この学園で最強と言われているから」

「……その称号、今日で俺のものにさせてもらいます」

「面白いことを言うね。じゃあ、この魔法を見てもまだ強がれるかな？」

　生徒会長が空に手を掲げる。巨大な召喚魔法陣が出現した。

「来い！　イフリート!!」

　炎の槍を持った火の精霊王が顕現した。

　マジか……。

　俺もこの対戦で、そいつを召喚しようとしていた。

「ん？　なんだ、相手はハルト殿なのか」

「イフリート、アイツを知っているのか？」

「あぁ、我の契約者のひとりだ」

　そう、俺はイフリートとも契約を結んでいる。専属契約のウンディーネとは違って、イフリートには数人の契約者がいる。その数人のひとりが生徒会長だという。複数人と契約している場合、先に呼び出した方の指令が優先される。この場合、イフリートは生徒会長の命令で俺を攻撃できるのだ。

「まさか君もイフリートと契約しているとは……ほんとにハルトは一年生なのか？」

「それは間違いないですよ。ただし、ティナ先生の指導を受けた一年生です」

　五歳の時からな──ということはもちろん秘密にしておく。

「なるほど。ますますティナ先生が欲しくなったよ。でも残念だったね、今回イフリートは俺の精霊として君を攻撃してもらうよ。いけ、イフリート！」

　イフリートが燃える拳で殴りかかってきた。その攻撃を避けながら、生徒会長の動きを確認する。彼は魔力を練って大規模魔法を発動させようとしていた。仲間からの補助もあり、後数十秒で発動してしまいそうだ。

　──まずいな。

　あれだけの魔力を込めた大規模魔法は、多分避けきれない。

　防御魔法を重ねればダメージは受けないけど、場外に吹き飛ばされてしまう可能性がある。

　もしそうなったら負けだ。

　チラッと応援席を見た。

　ティナが不安そうな表情で俺を見ている。絶対に負けるわけにはいかない。

「ウォーターランス！」

　水の槍を数十本出現させ、編むようにして配置する。それは水の檻となって、イフリートを閉じ込めた。しかし相手は火の精霊王──

「ハルト殿よ、この程度で我を止められると思ったか!?」

　直ぐに檻は壊された。でも、魔法を用意する時間は稼いだ。ウンディーネでは、単純な殴り合いでイフリートに勝てない。だから俺は、ウンディーネより強そうな精霊を呼び出すことにした。

「来い、おっさん！　ライトニングランス!!」

　光の柱が上から落ちてきた。

「思いのほか早く呼び出されたな。さて、初めての仕事は何かね？」

　マイたちの父親、光る槍を持ったおっさんを召喚したのだ。

「アイツ倒せる？」

　イフリートを指さす。

　イフリートは固まっていた。そのイフリートを見て、おっさんはニヤリと笑った。

「容易だ」

　光る槍を携え、ずいずいイフリートに近寄っていった。

「ひぃ！」

　イフリートは短く悲鳴をあげると、物凄い速さで生徒会長の元まで逃げた。

「す、すまぬ！　我はあの方とは戦えぬ。詠唱の時間は稼いだのだから後はなんとかしてくれ」

　そう言ってイフリートは消えた。

「──は？　えっ!?」

　生徒会長は状況が理解できないようだ。

「だらしない奴よの、契約者を放置して逃げるとは」

「な、なんだかよく分からんが、これで終わりだ！　メテオラ!!」

　イフリートはいなくなったが、すでに生徒会長の魔法が完成していた。

　上空が暗くなり、巨大な魔法陣が描かれた。そこから隕石が現れ、俺に向かって高速で降ってくる。

　えっ、これヤバくね!?

　避けるのは不可能だ。見た感じの質量からして受け止めるのも無理。慌てて防御魔法を重ねがけしようとしていたら、おっさんが俺の前に出てきた。

「安心せい、我がついておる」

　突然おっさんがでかくなった。五〇メートル四方の闘技台に片足しか乗らないくらい大きくなっている。そのおっさんが、片手で隕石を受け止め、握りつぶした。

「──はぁ!?」

　生徒会長が驚愕する。そんな生徒会長に、おっさんが屈んでその巨大な指でデコピンをした。

　絶対不可避のデコピンだ。

　生徒会長は吹き飛ばされた。闘技台の外にいた彼のクラスメイトたちも風圧で吹き飛ばされ、全員揃って闘技場の壁に叩きつけられた。

　誰ひとり起き上がってこない。

「ふむ、こんなもんかの。でわ、我は帰る。マイとメイをよろしく頼むぞ」

　おっさんはマイとメイに手を振ってから消えていった。

　少し思っていたのとは違う結果になってしまった。もう少し、俺の魔法を披露したかった……。

　とはいえ、勝ちは勝ちだ。

　俺の勝ちが確定した後、ティナが応援席を立って控室の方に移動していくのを確認していた。俺は闘技台を降りて、彼女が待つ控室へと急ぐ。




「ハルト様!!」

　控室に入ると、ティナが抱きついてきた。

「ティナ、俺は勝ったよ……最強に」

「はい、しっかり見ていました」

「かっこよかった？」

「もちろんです！」

　ティナが俺の目を見て答えてくれた。頬がほんのり赤く染まっているティナが、すごくかわいらしい。

「それでさ、俺がこの学園で最強になったわけで──」

　あらためてティナにおねだりしようとすると、なんだか恥ずかしい。でも俺は、ティナに最強になったことを褒めてもらいたかった。昔から何かを成し遂げた時、ティナが褒めてくれるのが一番うれしかったから。

「お祝い、というか、ご褒美……ほしいな」

「ご褒美ですか？」

「うん」

　ティナの頬に右手を添えて、親指で軽く彼女の唇に触れた。それでティナは、俺が何を求めているのか理解してくれたようだ。

「……はい。わかりました」

　ティナは目を閉じて──俺を、待っている。

　少しかがんで、ティナとキスをした。瑞々しくて、柔らかな彼女の唇の感触が心地よい。

　ティナの両手が、俺の腰に回される。俺もティナの身体をぎゅっと抱きしめた。




　少しして、ティナが俺から離れた。

　そして俺の頭を優しくなでながら、いつも俺を褒めてくれる時の笑顔で──




「お疲れ様です。かっこよかったですよ。私の勇者様」





《了》
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　私はアベル＝ヴィ＝シルバレイ。

　グレンデールという人族の王国で、広大な領地を与えられている伯爵だ。この国では、そこそこ偉い。王様とも上手く付き合っているし、貴族で一番偉い公爵様とも懇意にしていただいている。

　私には、十歳年下の美しい妻がいる。私にはもったいないほどの、よくできた女性だ。よく私のもとに嫁いできてくれたものだ。

　そんな妻が本日、我が子を産んだ。我がシルバレイ家に、三人目の男子が誕生したのだ。

　でかした！

　あっ、いや、娘だったら残念とか思っていたわけじゃないぞ？　私には娘もいるが、その子は本当に目に入れても痛くないほど可愛いのだ。男の子でも、女の子でも、無事に生まれてくれればそれでよかった。

　レターバードで息子が生まれたことを知った私は、隣国との商談の仕事を途中で放り出して妻と息子が待つ屋敷に向かうことにした。普段はそんなことを絶対に許してくれない秘書も、今日ばかりは大目に見てくれた。取引相手も、商談を延期してくれた。

　感謝する！　だが、これで恩を売られたとは思わんぞ？　国の重要な貿易に、私情は挟めんからな。まぁ、しばらく個人的に嗜好品を多めに仕入れるようにしてやるか。

　馬車を走らせ、屋敷へと急ぐ。屋敷が見えてきたところで、屋敷の門の前に誰かがいることに気がついた。そいつがいるせいで、馬車が敷地内に入れなかった。

　ええい、邪魔だ！　妻が、息子が私を待っている！　そこをどけ!!

　御者に指示を出して、そこにいた女を避けながら敷地内に入ろうとしたら、女が馬車の中の私に向かって話しかけてきた。

　──何？

　ティナ＝ハリベル？

　彼女を知っているかって？

　もちろん知っている。百年ほど前に、異世界から来た勇者様と一緒に魔王を倒した英雄じゃないか。この国の子供だって知っている。

　それがどうした？

　……は？

　私がティナ＝ハリベルです、だと？

　いやいやいや、もう少しマシな嘘をつけ。魔王を倒した英雄のひとりが、お前のような童顔巨乳エルフのわけがないだろ。ちょっと可愛いからといって、そんな嘘ついてもいいわけではないぞ。

　何？　証拠を見せる？

　ほう、何を見せてくれるというのかな？




　──大変、申し訳ありませんでしたぁぁあ！

　英雄ティナ様に、無礼な物言いをしてしまい、誠に失礼いたしました!!

　ティナ様に、めっちゃ謝った。御者がいる手前、さすがに土下座はしなかったが、そんなレベルで謝った。ティナ様が空に向かって放ったありえない規模の魔法を見て、御者は気絶していたから気にせず土下座しても良かったかもしれない。

　そ、それで、英雄ティナ＝ハリベル様がなぜ、こんなところに？

　ちょっと落ち着いたので聞いてみた。

　今日、子供が生まれたか？　えぇ、よくご存知で。そうなのです。つい先ほど、私の息子が──

　はっ!!

　ま、まさか、その子を寄越せと!?

　それだけはお止めください！　ほかのどんなものでも差し出します。ですから、息子だけは──

　……はい？

　息子が欲しいのではなく、息子を育てたい？　メイドとして？

　ほ、本気ですか？　えっ？

　ステータスボード、見せてくれるのですか？

　──お、おぉ！　レベル２５０！

　正しく英雄に相応しいレベルでごさいますな。ちょっと腕に自信があった私も、貴女様の前では虫けら同然ですよ。ははは。えっ、見せたいのはそこじゃない？　下の方ですか。

　……メイド（極）？

　えっ、何これ？

　うちにもメイドは何人もいますけど、こんなスキル持っている者はいませんよ。八十年くらいずっとあちこちでメイドしていたら、こうなっていた？　へ、へぇ……そうなのですか。それはそれは。なるほど、メイドとしてのスキルは保証されているのですね。

　だ、旦那様!?

　おやめください！

　ティナ様にそのように呼ばれるほどの身分ではありません。

　私のことはどうかゴミムシと──

　い、いえ、もちろんティナ様のお言葉に逆らうようなことはいたしません！　はい、はい！　お好きなように呼んでいただいて構いません。

　はい、もちろんです。ぜひ我が子の世話をお願いします。

　で、お給金の方は──

　いらない？　むしろティナ様が支払うと？

　こ、これ……ルーン金貨ですよね？

　これ一枚で我が領地一か月分の税収に相当する価値があるのですけど。

　えっ？

　我が子が成人するまで、ティナ様が育てている期間は毎年、このルーン金貨を一枚ずついただけると──つまり、最大で十五枚のルーン金貨をくださると。

　……そうですか。本当にコレ、いただいてよろしいのですね？

　あっ、ち、違います！　もっと寄越せとかじゃないです！　年二枚も、ルーン金貨をいただけませんよ!!

　えぇ、はい。

　一枚で十分です。

　ぜひとも、我が子をお願いします!!




　こうして伝説の英雄が、メイドとして我がシルバレイ家で働くことになったのだ。





《特別収録・賢者の父と英雄／了》









あとがき




　この度は、『レベル１の最強賢者』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。
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　作品の投稿を開始してみて、最初の一か月のＰＶ閲覧数は９回でした。プロローグしか投稿していなかったので、当然かもしれません。しかし当時の私は、その時点で心が折れそうになりました。『ここまで読んでもらえないものなのか……』そう思いました。その後、タイトルに副題を付け、あらすじをいじり、数話投稿しては全体の修正を繰り返すということをやっていたら、ＰＶが増え始めました。ブックマークが増え、評価もしていただいたのです。そして一番嬉しかったのが、作品の感想を頂けたことです。

　感想を頂けると、私の作品を読んでくださっている人がいるということを一番実感できました。読者様とのやり取りが、新たな楽しみになりました。この作品を書籍化しませんかと打診して頂いたとき、なろうから削除する必要があると言われたら、そのお話を断るつもりでした。感想欄でのやり取りが、この作品を更新するモチベーションになっていましたから。幸い、なろうから作品を削除する必要はないという条件を提示して頂けましたので、こうして一二三書房様より出版して頂く運びとなりました。

　最後になりましたが、本作に素晴らしい表紙、口絵、挿絵を添えて下さった水季様に、心より感謝申し上げます。また、編集担当者様をはじめ本作の出版に関わってくださった全ての皆様、そして応援してくださった読者の皆様に、感謝の意を込めてこの言葉をお送りします。

『呪！　書籍化!!』（誤字、失礼しました）


木塚麻弥
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